
一

「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
諸
説

―
―
大
澤
清
臣
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
』―
―

外

池　
　
　

昇

は
じ
め
に

一

大
澤
清
臣
と
著
者
所
蔵
本
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
』

二
「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
動
向

三
『
諸
説
辨
』
に
み
る
神
武
天
皇
陵
「
神
武
田
」
説

四

富
岡
鉄
斎
の
書
き
込
み

お
わ
り
に

表
Ⅰ
「
大
澤
清
臣
勘
註
類
一
覧
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
分
）」

表
Ⅱ
「
大
澤
清
臣
陵
墓
関
連
著
作
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
分
）」

〔
史
料
編
〕
著
者
所
蔵
本
の
「
翻
刻
」・「
現
代
語
訳
」



二

は
じ
め
に

今
日
宮
内
庁
の
管
理
す
る
神
武
天
皇
陵
は
奈
良
県
橿
原
市
大
久
保
町
に
存
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
神
武
天

皇
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
が
載
せ
る
初
代
天
皇
で
あ
る
が
、
そ
の
陵
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は

近
世
以
来
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
神
武
天
皇
陵
が
現
在
の
地
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
よ

う
や
く
文
久
二
年
二
月
十
七
日
の
孝
明
天
皇
に
よ
る
「
御
達
」
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
時
神
武
天
皇
陵
の
地
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
三
箇
所
に
つ
い
て
、
本
稿
の
主
旨
に
関
連
す
る
範
囲

で
概
略
を
述
べ
て
お
く
。

ま
ず
、
右
に
み
た
現
在
な
お
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
て
い
る
地
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で
は
こ
れ
を
山

本
村
の
「
神
武
田
」（
あ
る
い
は
単
に
「
神
武
田
」「
ミ
サ
ン
サ
イ
」）
と
す
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
元
禄
期
に

な
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
元
禄
の
修
陵
に
際
し
て
、
正
式
の
神
武
天
皇
陵
と
し
て
で
は
な
い
も
の
の
、
神
武
天
皇
あ

る
い
は
神
武
天
皇
陵
に
由
縁
の
あ
る
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
遅
く
と
も
嘉
永
五
年
ま
で
に
は
、
正
式
の

神
武
天
皇
陵
（「
塚
山
」〔
後
述
す
る
〕）
と
並
ん
で
「
帝
陵
内
歟
与
相
聞
候
場
所（

1
）」

と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。

次
は
「
塚
山
」
で
あ
る
。「
塚
山
」
は
、
右
に
み
た
元
禄
の
修
陵
に
際
し
て
幕
府
に
よ
っ
て
正
式
に
神
武
天

皇
陵
と
さ
れ
た
地
で
あ
る
。「
塚
山
」
は
高
市
郡
四
條
村
に
存
す
る
。
以
下
こ
れ
を
四
條
村
の
「
塚
山
」（
あ
る

い
は
単
に
「
塚
山
」）
と
す
る
。
こ
の
「
塚
山
」
が
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
の
は
、
元
禄
の
修
陵
の
際
の
奈
良

奉
行
所
の
取
り
調
べ
に
四
條
村
と
「
塚
山
」
に
つ
い
て
は
持
ち
合
い
の
小こ

泉せ

堂ど
う

村
の
役
人
が
、「
塚
山
」
を
神
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武
天
皇
の
「
御
廟
」
と
申
し
立
て
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
す
で
に
み
た
文
久
二
年
二
月
十
七
日
の
孝
明
天
皇

の
「
御
達
」
以
降
は
、
当
然
「
塚
山
」
は
神
武
天
皇
陵
と
し
て
の
管
理
を
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後

の
経
緯
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
「
塚
山
」
が
明
治
十
一
年
二
月
に
第
二
代
綏
靖
天
皇
陵
と
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る（

2
）。

三
番
目
に
は
、「
丸
山
」
で
あ
る
。「
丸
山
」
は
高
市
郡
洞
村
に
存
す
る
。
以
下
こ
れ
を
洞
村
の
「
丸
山
」（
あ

る
い
は
単
に
「
丸
山
」）
と
す
る
。「
丸
山
」
は
畝
傍
山
内
に
あ
る
た
め
に
、『
古
事
記
』
の
「
畝
傍
山
北
方
之

白
檮
尾
上
」
や
『
日
本
書
紀
』
の
「
畝
傍
山
東
北
陵
」
と
の
記
述
に
比
較
的
適
合
す
る
と
思
わ
れ
る
地
と
し
て

注
目
さ
れ
、
蒲
生
君
平
や
本
居
宣
長
ま
た
竹
口
英
斎
、
北
浦
定
政
等
に
よ
っ
て
そ
こ
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
と

の
説
が
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
「
神
武
田
」
と
「
塚
山
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
畝
傍
山
と
は
そ
れ
な
り
の
距
離
が
あ
る

平
地
に
存
し
、
右
に
み
た
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
示
す
畝
傍
山
内
に
神
武
天
皇
陵
が
存
す
る
と
い
う
記

述
に
合
致
す
る
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
丸
山
」
説
は
孝

明
天
皇
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
当
然
朝
廷
・
幕
府
に
よ
っ
て
「
丸
山
」
が
神
武
天
皇
陵
と
し
て
修
補
さ

れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

た
だ
し
本
稿
で
後
に
触
れ
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
こ
の
「
丸
山
」
は
、「
か
し
」（
本
居
宣
長
著
『
玉
勝
間
』

に
み
ら
れ
る
竹
口
英
斎
の
言
）・「
カ
シ
フ
」「
天
王
」「
コ
レ
ウ
」「
磐
根
山
」（
竹
口
英
斎
著
『
陵
墓
志
』）・

「
丸
山
」（
北
浦
定
政
著
『
打
墨
縄
』）・「
御
陵
山
」（
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』）・「
白
土
の
鼻
」「
岩
鼻
」（
津



四

川
長
道
著
『
卯
花
日
記
』）
等
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
丸
山
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
他
の
名
称
よ
り
も
「
丸
山
」
と
呼
ば
れ
る
頻
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
も

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
当
然
、
あ
る
時
期
以
降
な
ぜ
専
ら
「
丸
山
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
と
い
う
疑
問
は
湧
く
が
、
今
は
さ
て
措
く
。

一

大
澤
清
臣
と
著
者
所
蔵
本
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
』

こ
こ
で
は
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
』
の
著
者
大
澤
清
臣
に
つ
い
て
、
山
田
三
郎
に
よ
る
『
大
澤
清
臣
翁
雑

記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
）
の
「
故
大
澤
清
臣
先
生
畧
伝
」（
本
稿
で
は
「
畧
伝
」
と
す
る
）
と
、

奈
良
県
編
『
大
和
人
物
志
』（
明
治
四
十
二
年
八
月
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
に
名
著
出
版
か
ら
複
刻
）（
本
稿
で

は
『
人
物
志
』
と
す
る
）
の
「
大
澤
清
臣
」
の
項
を
主
要
な
拠
り
所
と
し
て
、
本
稿
に
関
す
る
事
柄
を
中
心
に

述
べ
、
か
つ
、
大
澤
清
臣
が
著
し
た
陵
墓
に
関
す
る
勘
註
の
類
等
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い（

3
）。

大
澤
清
臣
は
、
天
保
四
年
正
月
三
日
に
大
和
国
添
下
郡
都み

跡あ
と

邑
（
奈
良
県
奈
良
市
尼
辻
・
西
ノ
京
一
帯
）
に

郡
山
郷
士
の
子
と
し
て
生
れ
た
。
は
じ
め
漢
学
と
歌
学
を
学
ん
だ
が
、
歌
学
は
香
川
景
樹
の
門
人
御
影
顯
成
と

伴
林
光
平
に
学
ん
だ
。
安
政
四
年
十
一
月
に
京
都
に
出
て
壬
生
家
の
雑
掌
と
な
り
、
谷
森
善
臣
に
就
い
て
国
史

を
研
究
し
た
。
文
久
元
年
に
勅
命
に
よ
っ
て
山
陵
取
調
べ
に
従
事
し
、
同
年
そ
の
功
に
よ
り
金
三
十
両
を
賞
賜

さ
れ
た
。
ま
た
、
元
治
元
年
の
兵
火
に
よ
り
壬
生
家
の
文
庫
が
燃
え
よ
う
と
し
た
時
大
澤
清
臣
は
こ
れ
を
防



五
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ぎ
、
こ
の
功
に
よ
り
慶
応
元
年
十
二
月
に
特
に
官
人
に
列
し
永
世
禄
三
十
俵
を
賜
っ
た（

4
）。

谷
森
善
臣
と
の
邂

逅
が
、
そ
の
後
の
大
澤
清
臣
の
方
向
性
の
基
本
を
形
成
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
谷
森
善
臣

は
文
化
十
四
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
谷
森
善
臣
は
大
澤
清
臣
よ
り
十
六
歳
年
長
で
あ
る
。

そ
し
て
大
澤
清
臣
は
明
治
二
年
九
月
二
十
九
日
に
神
祇
官
諸
陵
権
允
と
な
り
、
そ
の
後
諸
陵
允
に
進
み
、
官

制
の
改
正
に
よ
っ
て
文
部
省
・
教
部
省
・
内
務
省
に
転
じ
た
が
、
明
治
十
一
年
三
月
に
は
宮
内
省
に
転
じ
て
御

陵
掛
と
な
っ
た（

5
）。

こ
の
間
お
よ
び
こ
れ
以
降
の
大
澤
清
臣
の
陵
墓
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
畧
伝
」
は
次

の
よ
う
に
記
す
。

爾
来
至
誠
盡
忠
。
職
を
奉
し
茲
に
二
十
有
三
年
此
間
皇
陵
取
調
の
朝
命
を
奉
じ
、
畿
内
東
海
南
海
及
ひ
西
海

の
諸
道
を
巡
檢
す
る
こ
と
、
前
後
十
有
次
其
功
績
頗
多
し
。
方
今
歴
代
の
皇
陵
嚴
然
と
し
て
修
ま
り
、
ま
た

昔
日
の
如
き
其
所
在
明
か
な
ら
さ
る
も
の
な
き
は
固
と
皇
運
の
然
ら
し
む
る
所
な
り
と
雖
と
も
先
生
（
大
澤

清
臣
）
の
精
忠
興
り
て
功
な
し
と
せ
す
、

さ
ら
に
大
澤
清
臣
は
、
明
治
十
三
年
十
二
月
に
東
京
大
学
法
学
部
兼
文
学
部
講
師
と
な
る
と
と
も
に
翌
年
二

月
に
文
部
省
御
用
掛
兼
務
を
申
し
付
け
ら
れ
、
以
後
明
治
十
九
年
一
月
に
同
大
学
兼
職
を
解
か
れ
る
と
と
も
に

文
部
省
御
用
掛
兼
務
を
免
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
東
京
大
学
の
教
壇
に
立
っ
た
の
で
あ
る（

6
）。
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さ
て
右
の
「
畧
伝
」
か
ら
の
引
用
に
「
職
を
奉
し
茲
に
二
十
有
三
年
」
と
あ
る
の
は
、
明
治
二
年
に
神
祇
官

諸
陵
権
允
と
な
っ
た
の
を
起
点
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
大
澤
清
臣
が
亡
く
な
っ
た
の
は
明
治
二
十
五

年
九
月
十
六
日（

7
）で

あ
る
こ
と
か
ら
、
右
の
引
用
部
分
は
全
体
と
し
て
、
大
澤
清
臣
が
陵
墓
に
関
す
る
事
柄
を

終
生
の
仕
事
と
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。

さ
て
陵
墓
に
関
す
る
大
澤
清
臣
の
著
述
は
勘
註
の
類
に
限
っ
て
み
て
も
、
表
Ⅰ
「
大
澤
清
臣
勘
註
類
一
覧

（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
分
）」・
表
Ⅱ
「
大
澤
清
臣
陵
墓
関
連
著
作
一
覧
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書

寮
文
庫
所
蔵
分
）」
の
通
り
厖
大
な
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
宮
内
庁
書
陵
部
が
宮
内
公
文
書
館
あ
る
い
は
図

書
寮
文
庫
で
所
蔵
・
公
開
す
る
も
の
で
、
大
澤
清
臣
が
こ
の
時
期
の
陵
墓
行
政
に
あ
っ
て
い
か
に
重
要
な
存
在

で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

ま
た
、
大
澤
清
臣
等
に
よ
る
陵
墓
に
関
す
る
勘
註
や
そ
の
類
で
あ
っ
て
も
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
宮
内
公
文
書

館
や
図
書
寮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
例
も
あ
る
。
以
下
拙
稿
「
宮
内
省
官
員
に
よ
る
群
馬
県
内
の
古
墳
調

査
―
明
治
十
一
年
「
宮
内
省
諸
陵
掛
検
註
写
」―
」（
調
布
学
園
女
子
短
期
大
学
『
調
布
日
本
文
化
』
第
七
号
、

平
成
九
年
三
月
）
か
ら
そ
の
よ
う
な
一
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
れ
は
、
明
治
十
一
年
十
一
月
二
十
日
に
大
澤
清
臣
・
大
久
保
忠
保
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
「
宮
内
省
諸
陵
掛

検
註
写
」（
本
稿
で
は
「
検
註
写
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
小
杉
榲す
ぎ

邨む
ら

編
『
古
制
徴
証
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

齋
藤
忠
編
著
『
日
本
考
古
学
史
資
料
集
成
2
明
治
時
代
一
』（
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
、
吉
川
弘
文
館
）
に
掲
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載
さ
れ
て
い
る
。「
検
註
写
」
は
、
前
二
子
山
古
墳
（
群
馬
県
前
橋
市
）
の
被
葬
者
が
崇
神
天
皇
皇
子
豊
城
入

彦
命
墓
で
あ
る
か
に
つ
い
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
群
馬
県
内
の
多
く
の
古
墳
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
る
。
但
し
、「
検
註
写
」
に
よ
る
考
証
に
よ
っ
て
陵
墓
と
し
て
治
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
例
は
前
二

子
山
古
墳
も
含
め
て
な
い（

8
）。

そ
う
し
て
み
る
と
、
陵
墓
に
関
す
る
勘
註
や
そ
の
類
で
あ
っ
て
も
宮
内
庁
書
陵

部
の
宮
内
公
文
書
館
や
図
書
寮
文
庫
に
所
蔵
・
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
勘
註
等
の
結
果
陵
墓
と
さ
れ
た
場

合
に
限
ら
れ
る
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
直
ち
に
そ
の
よ
う
な
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
訳
で
は
な

い
。そ

の
上
で
敢
え
て
ひ
と
言
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
大
澤
清
臣
に
よ
る
著
作
は
、
陵
墓
と
し
て
新
た
に
定

め
よ
う
と
す
る
（
あ
る
い
は
陵
墓
で
は
な
い
と
さ
れ
る
）
た
め
の
勘
註
の
類
と
、
す
で
に
陵
墓
と
さ
れ
て
い
る

場
合
に
つ
い
て
の
著
作
と
に
分
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
と
も
に
宮
内
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
「
山
陵
考
」
と
「
聖
徳
太
子
磯
長
墓
実
検
記
」
は
後
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
山
陵
考
」
と
「
聖
徳
太
子
磯
長
墓
実
検
記
」
に
つ
い
て
な
お
み
る
と
、「
山
陵
考
」
は
、
そ
こ
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
諸
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
何
等
か
の
疑
義
が
生
じ
た
た
め
に
著
さ
れ
た
の
で
は
な
い
し
、「
聖
徳

太
子
磯
長
墓
実
検
記
」
も
聖
徳
太
子
墓
に
つ
い
て
の
疑
義
が
生
じ
た
た
め
に
著
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で

は
「
山
陵
考
」
や
「
聖
徳
太
子
磯
長
墓
実
検
記
」
は
何
の
た
め
に
著
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、「
山
陵
考
」
は
、

自
ら
の
師
に
当
る
谷
森
善
臣
に
よ
る
『
山
陵
考
』
が
文
久
の
修
陵
で
修
補
さ
れ
た
諸
天
皇
陵
の
治
定
の
根
拠
を



八

記
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
河
内
以
下
の
諸
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
記
述
が
省
か
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
部
分
を

補
な
お
う
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
り（

9
）、「

聖
徳
太
子
磯
長
墓
実
検
記
」
は
、
聖
徳
太
子
墓
の
「
御
廟
御
修

理
」「
今
般
御
柵
門
御
造
建（

10
）」

に
当
っ
て
明
治
十
二
年
四
月
に
大
澤
清
臣
等
が
宮
内
省
か
ら
出
張
し
て
窟
内
を

調
査
し
た
際
の
報
告
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
後
述
）。

そ
れ
で
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
大
澤
清
臣
著
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
』（
以
下
『
諸
説
辨
』
と
い
う
）
は
、

数
あ
る
大
澤
清
臣
の
著
作
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
大
澤
清
臣
は

『
諸
説
辨
』
で
何
を
著
し
何
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
依
拠
す
る
富
岡
鉄
斎
に
よ
る
書

き
込
み
の
あ
る
著
者
所
蔵
本
特
有
の
事
柄
も
含
め
て
、
こ
こ
に
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

著
者
所
蔵
本
『
諸
説
辨
』
は
、
著
者
が
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
澤
清
臣
の
自
筆
で
は
な

く
、
後
に
述
べ
る
通
り
明
治
十
二
年
四
月
に
堺
に
て
大
澤
清
臣
富
岡
鉄
斎
に
会
っ
た
際
に
『
諸
説
辨
』
を
借
り

て
筆
写
さ
せ
た
本
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
は
既
に
指
摘
し
た
富
岡
鉄
斎
自
身
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。

こ
の
他
『
諸
説
辨
』
は
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
』
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫（

11
）・

同
宮
内
公

文
書
館（

12
）と

金
光
図
書
館（

13
）（

岡
山
県
浅
口
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
旨
そ
の
目
録
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
え
る
。

本
論
文
で
は
、
富
岡
鉄
斎
に
よ
る
書
き
込
み
に
つ
い
て
も
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、
専
ら
著
者
所
蔵
本

に
依
拠
す
る
。
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二
「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
動
向

次
い
で
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
述
べ

る
。
い
ま
「
こ
の
時
期
」
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
当
然
本
稿
で
注
目
し
て
い
る
『
諸
陵
辨
』
が
著
さ

れ
た
明
治
十
一
年
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前
後
に
幅
を
拡
げ
る
こ
と
に
も
な
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
注
目
さ
れ
る
べ
き
動
向
と
し
て
、
明
治
十
年
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
に
な
さ
れ
た
明
治

天
皇
に
よ
る
神
武
天
皇
陵
の
親
祭
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
和
国
な
ら
び
に
京
都
行
幸
」
と
い
わ
れ
る
明
治
十
年

一
月
二
十
四
日
か
ら
始
ま
る
行
幸
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
西
南
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
還
御
の
日
程
が

変
更
さ
れ
た
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
こ
の
神
武
天
皇
陵
親
祭
は
行
幸
全
体
の
掉
尾
を
飾
る
べ
く
位
置
付
け
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
明
治
十
年
は
、
文
久
の
修
陵
に
お
い
て
「
神
武
田
」
の
神
武
天
皇
陵
が
完
成
し
た
文
久
二
年
か
ら
十
五

年
後
で
あ
り
、
明
治
天
皇
は
二
十
六
歳
で
あ
る
。

こ
の
頃
の
「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
言
説
を
め
ぐ
る
記
述
を
載
せ
る
書
籍
が
あ

る
。
橿
原
神
宮
第
七
代
・
第
十
一
代
宮
司
の
菟う

田だ

茂
い
か
し

丸ま
る

著
『
橿
原
の
遠
祖
』（
昭
和
十
五
年
一
月
、
平
凡
社
、

平
成
二
十
八
年
三
月
に
橿
原
神
宮
庁
よ
り
覆
刻
）
の
二
四
「
橿
原
神
宮
創
建
」
二
「
宮
阯
顕
彰
の
機
運
」
か
ら

引
く
。
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明
治
十
三
年
の
末
、
奈
良
県
南
葛
城
郡
大
正
村
大
字
楢
原
の
奥
野
陣
七
と
い
ふ
人
が
、
同
県
高
市
郡
畝
傍
町

に
転
住
し
て
来
ま
し
た
。
此
の
人
の
経
歴
は
不
明
で
あ
り
ま
す
が
、
性
来
至
つ
て
記
憶
力
が
強
く
、
殊
に
史

蹟
の
研
究
を
好
む
人
で
あ
り
ま
し
た
。
時
恰
も
明
治
十
二
三
年
頃
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
畝
傍
山
東
北
陵
を
山
麓
の
桜
川
を
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
て
た
平
地
に
御
治
定
に
な
つ
て
か
ら
未
だ
日
も
浅
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
御
陵
の
御
所
在
に
つ
い
て
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
方
に
畝
傍
山
東

0

0

0

0

0

0

0

北
の
中
腹
、
丸
山
塚

0

0

0

0

0

0

0

（
洞
村
の
「
丸
山
」）
の
主
張
者
の
熱
意
も

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ま
だ
さ
め
て
ゐ
な
い
折
柄
で
あ
り
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
、
谷
三
山
等
の
山
陵
研
究
家
の
学
者
た
ち
に
交
際
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
れ
に
性
来
の
強
記
が
役
立
つ

て
、
其
の
後
相
当
の
郷
土
史
家
と
な
つ
て
、
御
聖
蹟
に
関
す
る
幾
多
の
小
冊
子
を
発
行
致
し
て
を
り
ま
す
が
、

明
治
二
十
八
年
に
は
国
学
者
の
権
田
直
介（
助
）、

平
山
省
斎
、
矢
野
玄
道
等
の
検
閲
を
得
て
、「
神
武
天
皇
御
記
」

と
題
す
る
木
版
本
を
著
作
発
行
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
書
は
、
恐
ら
く
明
治
以
後
に
於
け
る
神
武

天
皇
の
御
聖
蹟
研
究
に
関
す
る
著
書
の
嚆は
じ
め矢

で
あ
り
ま
せ
う
（
傍
点
引
用
者（

14
））。

こ
の
引
用
の
傍
点
部
に
、「
明
治
十
二
三
年
頃
は
、
畝
傍
山
東
北
陵
を
山
麓
の
桜
川
を
へ
だ
て
た
平
地
に
御

治
定
に
な
つ
て
か
ら
未
だ
日
も
浅
く
、
御
陵
の
御
所
在
に
つ
い
て
は
、
一
方
に
畝
傍
山
東
北
の
中
腹
、
丸
山
塚

の
主
張
者
の
熱
意
も
、
ま
だ
さ
め
て
ゐ
な
い
折
柄
で
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
の
は
、「
明
治
十
二
三
年
頃
」
の

神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
述
べ
た
貴
重
な
記
録
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
明
治
十
二
三
年

頃
」
に
は
、
神
武
天
皇
陵
「
丸
山
」
説
は
「
ま
だ
さ
め
て
ゐ
な
」
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
畝
傍
山
東
北
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陵
を
山
麓
の
桜
川
を
へ
だ
て
た
平
地

0

0

に
御
治
定
に
な
つ
て
か
ら
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
「
神
武
田
」
に
営

ま
れ
た
神
武
天
皇
陵
周
辺
の
地
形
に
つ
い
て
の
「
平
地
」
と
の
形
容
に
は
、
そ
こ
を
神
武
天
皇
陵
だ
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
疑
義
の
存
在
を
婉
曲
に
代
弁
す
る
表
現
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
伝

で
い
う
な
ら
ば
、
右
に
み
た
明
治
十
年
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
の
明
治
天
皇
に
よ
る
神
武
天
皇
陵
の
親
祭
に
つ

い
て
も
、
例
え
ば
満
を
持
し
て
行
な
わ
れ
た
な
ど
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
敢
え
て

な
さ
れ
た
と
解
す
る
余
地
も
あ
り
は
し
な
い
か
と
す
ら
思
わ
れ
る
。

さ
て
右
の
『
橿
原
の
遠
祖
』
か
ら
の
引
用
に
は
奥
野
陣
七
著
『
神
武
天
皇
御
記（

15
）』（

明
治
二
十
八
年
八
月
）

に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
が
あ
っ
た
が
、
同
書
に
は
洞
村
の
「
丸
山
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
引
用

す
る
。

畝ウ
ネ
ビ傍

山ヤ
マ

東ウ
シ

北ト
ラ

白シ
ラ

橿カ
シ

尾オ
ノ

上エ
ノ

御ミ
サ

陵ヽキ
と
あ
る
を
畝ウ
ネ
ビ傍

山ヤ
マ

よ
り
彼カ
ノ

川カ
ワ

（
久
米
川
ま
た
は
桜
川
）
を
隔ヘ
ダ

て
ゝ
御ミ
サ

陵ヽキ
の
あ

る
は
如イ
カ何ヾ

な
ぞ
尋タ
ヅ

ぬ
る
人ヒ
ト

多オ
ホ

か
り
ぬ
〔（
割
註
）〇

編
者
（
奥
野
陣
七
）
年
来
古
説
と
実
地
と
を
検
　
　
ヘぬ

る
に
畝
傍
山
御ゴ

料レ
ウ

地チ

東　
　
ノ北

尾オ

に
小
高
き
所
あ
り
字
丸
山
　
　
ト

称
ス
、
此
地
は
方
今
白
橿
村
大
字
洞ホ
ラ

村
社
は
上
古
の
御
陵
域
内
に

も
あ
ら
ざ
る
か
と
先
哲
大
人
等
の
考
　
　
ヘか

あ
れ
ば
さ
も
あ
ら
ぬ
乎
〕

右
の
引
用
の
冒
頭
の
「
畝
傍
山
東
北
白
橿
尾
上
御
陵
」
は
、『
古
事
記
』
の
「
畝
火
山
北
方
白
橿
尾
上
」
と



一
二

『
日
本
書
紀
』
の
「
畝
傍
山
東
北
陵
」
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
よ
う
な
恰
好
で
あ
る
。
奥
野
陣
七
は
こ
れ
を
踏
ま
え

た
上
で
、
山
本
村
の
「
神
武
田
」
に
新
た
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
が
畝
傍
山
か
ら
離
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
久
米
川
（
ま
た
は
桜
川
）
ま
で
を
も
跨
ぐ
と
い
う
の
は
、「
い
か
が
な
も
の
か
」
と
尋
ね
る
者
も
多
い
、
と

い
う
の
で
あ
る
。

奥
野
陣
七
は
当
時
、「
神
武
田
」
の
神
武
天
皇
陵
に
接
し
て
自
ら
が
率
い
る
報
国
社
あ
る
い
は
畝
傍
橿
原
教

会
を
構
え
て
参
拝
者
を
誘
引
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
奥
野
陣
七
に
よ
る
神
武
天
皇
陵
の
観
察
や
見
識
に
は

そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
奥
野
陣
七
は
、「
畝
傍
山
御
料
地
」
の
東
北

の
尾
に
あ
る
小
高
い
所
が
「
字
丸
山
」
で
今
で
は
「
白
橿
村
大
字
洞
村
社
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
上

古
の
御
陵
（
神
武
天
皇
陵
）
域
内
」
で
は
な
い
か
と
の
「
先
哲
大
人
等
」
の
考
え
が
あ
る
の
で
そ
う
な
の
で
あ

ろ
う
か
、
と
い
う
。
ち
な
み
に
こ
の
「
先
哲
大
人
等
」
は
本
居
宣
長
を
、
そ
し
て
蒲
生
君
平
を
も
指
す
の
で
あ

ろ
う
。

次
に
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
四
月
の
白
野
夏
雲
著
『
神
武
天
皇
御
陵
考
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ

は
、
写
本
が
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
と
同
図
書
寮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
拙
稿
「
白
野
夏

雲
の
神
武
天
皇
陵
論
―
真
陵
は
畝
傍
山
全
山
―
」（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』

第
三
十
三
輯
、
平
成
三
十
年
三
月
）
で
そ
の
内
容
に
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
そ
の
全
文
を
載
せ
て
お
り
、
こ

こ
で
は
本
稿
の
視
点
か
ら
特
に
指
摘
す
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。



一
三

「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

白
野
夏
雲
著
『
神
武
天
皇
御
陵
考
』
は
、「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
の
否
定
論
を
強
烈
に
展

開
す
る
。
何
し
ろ
そ
の
冒
頭
は
、「
大
和
国
畝
傍
山
ノ
東
北
ナ
ル
地
名
神
武
田
中
ニ
於
テ
文
久
三
年
ノ
頃
新
ニ

定
メ
サ
セ
ラ
レ
シ
神
武
天
皇
御
山
陵
ノ
地
ハ
其
当
否
イ
カ
ヽ
有
ヘ
キ
ヤ
ノ
事（

16
）」

と
い
う
、
つ
ま
り
文
久
の
修

陵
で
「
神
武
田
」
に
新
た
に
神
武
天
皇
陵
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
の
「
当
否
」
を
問
う
と
い
う
極
め
て
直
截
な
表

現
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
け
て
『
神
武
天
皇
御
陵
考
』
は
、
元
禄
期
以
降
文
久
の
修
陵
に
至
る
ま
で
の
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ

る
諸
種
の
議
論
や
動
向
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
そ
こ
に
は
誤
謬
等
が
多
く
み
ら
れ
そ
の
い
ち
い
ち
を
こ
こ
で

は
取
り
上
げ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
注
目
す
る
べ
き
こ
と
は
白
野
夏
雲
が
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
、「
カ
ケ
マ
ク

モ
カ
シ
コ
ケ
レ
ト
神
武
天
皇
ノ
真
御
陵
ハ
正
シ
ク
此
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
別
ニ
坐
ス
ヘ
キ
ハ
論
ナ
ク（

17
）」

と
の
厳
し

い
認
識
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
白
野
夏
雲
は
、「
其
別
ニ
坐
ス
ヘ
キ
真
御
陵
ノ
御
在
所
ヲ
茲

ニ
陳
述
ス
ル
ニ
方
リ
先
ツ
畝
火
山
ノ
形
態
ヨ
リ
説
キ
起
ス
ヘ
シ（

18
）」

と
し
て
、
畝
傍
山
の
「
形
態
」
に
注
目
し

た
議
論
を
展
開
す
る
。
白
野
夏
雲
は
こ
う
い
う
。

・（
畝
傍
山
の
形
勢
は
）「
東
北（

19
）」

ニ
聳
ヘ
岨
チ
西
南
ノ
寛
ク
延
タ
ル
野
中
ニ
独
立
セ
ル
岳
山
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
前

ニ
モ
言
ヘ
ル
如
ク
山
勢
ノ
寛
ク
延
ヒ
帝
都
（
橿
原
宮
）
ニ
向
ヒ
タ
ル
西
南
面
ヲ
以
テ
表
面
ト
シ
之
ニ
背
キ
テ

聳
ヘ
岨
チ
タ
ル
東
北
面
ヲ
以
テ
裏
面
ト
ス
ヘ
キ
ハ
山
ノ
形
勢
位
置
ニ
於
テ
論
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
ヘ
シ（

20
）



一
四

す
な
わ
ち
、
畝
傍
山
は
東
北
か
ら
西
南
に
か
け
て
延
び
る
独
立
す
る
「
丘
山
」
で
あ
り
、
そ
の
西
南
に
は

「
帝
都
」（
橿
原
宮
）
が
存
す
る
。
そ
の
反
対
側
（
つ
ま
り
東
北
）
を
「
裏
面
」
と
す
れ
ば
、
畝
傍
山
全
山
を
神

武
天
皇
陵
と
し
て
何
ら
問
題
は
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
「
御
在
所
」（
神
武
天
皇
の
遺
骸
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
場
所
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
い
う
。
ま
ず
は
、『
古
事
記
』
の
「
畝
傍
山
北
方
白
檮
尾
上
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

尾
上
ト
云
フ
モ
尾
ト
云
フ
モ
我
俗
ニ
ハ
古
ク
ヨ
リ
総
テ
山
ノ
嶺
ヲ
言
ヘ
リ
ト
セ
ハ
、
先
当
時
帝
都
ヲ
相
シ
給

フ
ニ
畝
火
山
南
方
ノ
地
ニ
テ
シ
カ
モ
橿
樹
ノ
多
ク
生
シ
タ
ル
場
所
ハ
神
大
和
ノ
国
ノ
最
中
ニ
テ
其
地
位
殊
ニ

宜
シ
キ
ニ
協
ヒ
タ
レ
ハ
茲
ニ
帝
都
ヲ
定
メ
王
宮
ヲ
建
サ
セ
ラ
レ
名
ツ
ケ
テ
橿
原
ノ
宮
ト
称
シ
、
此
宮
樹
ハ
遠

ク
畝
火
山
ノ
頂
上
ニ
マ
テ
推
連
リ
テ
生
シ
タ
レ
ハ
即
チ
畝
火
山
ノ
頂
キ
ヲ
モ
同
シ
ク
橿
ノ
尾
上
ト
称
シ
給
ヒ

シ
ナ
ル
ヘ
シ
、（
略
）
ソ
レ
カ
ク
ノ
如
ク
畝
火
山
ノ
頂
カ
即
チ
白
檮
ノ
尾
上
ナ
リ
セ
ハ
此
天
皇
（
神
武
天
皇
）

ノ
御
陵
ハ
此
山
ノ
頂
ニ
在
サ
テ
ハ
協
ハ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
、
且
ツ
其
北
ノ
方
ト
言
ヘ
ル
ハ
帝
都
ノ
北
ニ
当
テ
之
ニ

向
ヒ
南
面
ヲ
表
ト
ス
ル
山
ナ
レ
ハ
其
山
頂
ハ
帝
都
ヨ
リ
云
フ
モ
山
形
ヨ
リ
云
フ
モ
北
方
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス（

21
）

右
の
引
用
の
前
段
に
み
え
る
「
橿
樹
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
こ
こ
で
論
じ
る
用
意
は
な
い
が
、
後
段
を
も



一
五

「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

含
め
て
『
古
事
記
』
の
「
畝
火
山
北
方
白
橿
尾
上
」
に
つ
い
て
、
地
勢
か
ら
み
た
上
で
の
い
か
に
も
整
合
性
の

あ
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

次
に
は
、『
日
本
書
紀
』
の
「
畝
傍
山
東
北
陵
」
と
の
記
述
に
つ
い
て
で
あ
る
。

畝
火
山
ハ
東
北
ニ
切
立
タ
ル
カ
如
ク
西
南
ニ
寛
ク
延
テ
更
ニ
東
北
ニ
向
ツ
テ
漸
ク
高
ケ
レ
ハ
、
此
第
一
高
キ

処
即
チ
長
ク
延
タ
ル
西
南
ノ
表
面
ヨ
リ
云
ハ
ヽ
正
シ
ク
丑
寅
（
東
北
）
ノ
嵎
ナ
ル
ヘ
シ
、
サ
レ
ハ
本
山
ノ
第

一
高
キ
処
カ
白
檮
ノ
尾
上
ニ
テ
白
檮
ノ
尾
上
ハ
ト
リ
モ
直
サ
ス
丑
寅
ノ
嵎
ナ
ル
コ
ト
甚
タ
明
ナ
リ（

22
）

こ
こ
に
至
っ
て
白
野
夏
雲
は
、『
古
事
記
』
の
示
す
「
北
方
」
と
『
日
本
書
紀
』
の
示
す
「
東
北
」
と
の
矛

盾
を
な
お
残
し
つ
つ
も
、
と
も
か
く
も
自
説
を
完
結
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

畝
傍
山
全
山
を
神
武
天
皇
陵
と
解
す
る
白
野
夏
雲
の
説
は
、
も
と
よ
り
山
本
村
の
「
神
武
田
」
の
神
武
天
皇

陵
の
否
定
に
他
な
ら
ず
、
こ
こ
で
み
て
き
た
い
く
つ
か
の
議
論
と
並
べ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ

も
『
神
武
天
皇
御
陵
考
』
が
何
を
目
的
と
し
て
誰
に
宛
て
て
著
さ
れ
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
二
種

の
写
本
に
は
宛
先
が
欠
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
考
察
の
手
懸
り
が
全
く
な
い
。

し
か
し
そ
の
問
題
と
は
別
に
、
白
野
夏
雲
著
『
神
武
天
皇
御
陵
考
』
に
は
、
本
稿
の
視
点
か
ら
極
め
て
注
目

す
べ
き
記
述
が
あ
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。



一
六

今
更
彼
是
陳
述
セ
ン
コ
ト
職
外
潜
（
僭
）越

ニ
渉
リ
恐
懼
ニ
堪
ヘ
サ
レ
ト
モ
、
乍
去
当
御
陵
地
（「
神
武
田
」
の
神

武
天
皇
陵
）
ノ
兼
テ
相
違
セ
シ
コ
ト
ハ
往
々
世
人
中
ニ
モ
私
評
致
候
者
モ
不
尠
、
夏
雲
等
モ
再
次
本
州
ニ
立

入
右
新
御
陵
ヲ
拝
シ
奉
ル
毎
ニ
、
果
シ
テ
世
人
私
評
ノ
如
ク
全
ク
御
真
地
ニ
ハ
ア
ル
マ
シ
キ
事
ヲ
深
ク
疑
惑

セ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス（

23
）

こ
こ
に
み
え
る
「
私
評
」「
世
人
私
評
」
と
は
、
当
然
、「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
の
信
憑
性

に
関
す
る
言
説
に
他
な
ら
な
い
。「
当
御
陵
地
ノ
兼
テ
相
違
セ
シ
コ
ト
ハ
往
々
世
人
中
ニ
モ
私
評
致
候
者
モ
不

尠
」
と
は
、
そ
の
様
子
を
良
く
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
白
野
夏
雲
が
そ

の
「
私
評
」
の
具
体
的
な
内
容
を
一
切
記
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
白
野
夏
雲
は
次
の
引
用
に
お
い

て
、
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
「
真
偽
ニ
疑
惑
」「
抱
ク
処
ノ
疑
惑
」「
真
偽
当
否
等
世
上
ニ
論
弁
シ
或
ハ
内
外
新

聞
紙
其
他
ニ
掲
載
吹
聴
」「
世
評
」「
御
陵
御
在
所
ノ
当
否
ニ
深
ク
疑
惑
ヲ
抱
キ
尚
之
ヲ
シ
モ
忽
諸
ニ
附
セ
シ
コ

ト
」「
御
真
地
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
認
知
シ
之
ヲ
シ
モ
黙
止
セ
ン
コ
ト
」「
世
ノ
私
語
」「
我
皇
祖
ノ
御
大
陵
ハ

永
遠
其
御
真
地
ヲ
失
ヒ
」
等
々
に
つ
い
て
、
独
自
の
視
点
か
ら
述
べ
て
い
る
。

今
皇
国
ノ
臣
民
ニ
シ
テ
親
シ
ク
御
陵
ヲ
奉
拝
セ
ン
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ン
ニ
、
其
心
裏
既
ニ
御
陵
御
在
所
ノ
真
偽
ニ



一
七

「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

疑
惑
ヲ
抱
カ
ハ
敬
畏
尊
信
ノ
心
何
ニ
由
ツ
テ
生
ス
可
キ
カ
、
若
シ
抱
ク
処
ノ
疑
惑
ヲ
措
キ
強
テ
敬
畏
尊
信
ノ

状
ヲ
学
フ
カ
如
キ
ハ
、
却
テ
之
ヲ
瀆
シ
奉
ル
モ
ノ
ト
言
フ
ヘ
シ
、
殊
ニ
方
今
万
国
ノ
御
交
際
モ
日
ニ
広
ク
、

為
ニ
各
国
ヨ
リ
来
航
ノ
外
人
中
ニ
ハ
往
々
皇
国
ノ
古
典
ヲ
講
究
シ
古
語
ノ
訓
詁
ヲ
取
調
候
向
々
モ
有
之
哉
ニ

相
聞
ヘ
、
万
一
右
等
ノ
外
人
ニ
シ
テ
一
度
本
州
ノ
実
地
ニ
立
入
リ
適
々
皇
祖
御
大
陵
ノ
御
在
所
如
何
ニ
心
着

キ
、
其
口
頭
ヨ
リ
真
偽
当
否
等
世
上
ニ
論
弁
シ
或
ハ
内
外
新
聞
紙
其
他
ニ
掲
載
吹
聴
ス
ル
等
ノ
場
合
ニ
至
ル

ア
ラ
ハ
御
体
裁
ノ
関
係
モ
少
カ
ラ
ス
、
加
之
既
ニ
世
評
ト
同
ク
自
己
一
身
ニ
於
テ
モ
御
陵
御
在
所
ノ
当
否
ニ

深
ク
疑
惑
ヲ
抱
キ
尚
之
ヲ
シ
モ
忽
諸
ニ
附
セ
シ
コ
ト
皇
国
臣
民
ノ
分
ニ
於
テ
固
ヨ
リ
忍
難
、
サ
レ
ハ
微
力
ノ

及
フ
所
之
ヲ
講
究
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
ニ
テ
既
ニ
講
究
ニ
因
テ
果
シ
テ
御
真
地
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
認
知
シ
之
ヲ

シ
モ
黙
止
セ
ン
コ
ト
ハ
更
ニ
不
忠
ノ
至
リ
ナ
ラ
ン
カ
、
且
幸
ニ
今
後
外
人
等
ノ
口
頭
ニ
モ
係
ラ
ス
漸
ク
世
ノ

私
語
モ
此
儘
日
ニ
消
滅
ニ
属
ス
ル
ニ
至
ラ
ハ
終
ニ
万
世
不
抜
ノ
御
勲
業
ア
ル
我
皇
祖
ノ
御
大
陵
ハ
永
遠
其
御

真
地
ヲ
失
ヒ
、
今
ノ
幸
ハ
却
テ
皇
国
臣
民
ニ
大
不
幸
ノ
之
ニ
過
キ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
是
則
チ
愚
考

ヲ
陳
述
ス
ル
所
以
ナ
リ（

24
）

「
外
人
」
云
々
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
省
く
こ
と
に
す
る
が
、
右
の
引
用
か
ら
は
、
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇

陵
に
対
す
る
実
に
真
摯
な
姿
勢
が
明
瞭
で
あ
る
。
特
に
「
漸
ク
世
ノ
私
語
モ
此
儘
日
ニ
消
滅
ニ
属
ス
ル
ニ
至
ラ

ハ
終
ニ
万
世
不
抜
ノ
御
勲
業
ア
ル
我
皇
祖
ノ
御
大
陵
ハ
永
遠
其
御
真
地
ヲ
失
ヒ
、
今
ノ
幸
ハ
却
テ
皇
国
臣
民
ニ



一
八

大
不
幸
ノ
之
ニ
過
キ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
の
言
は
、
そ
れ
を
白
野
夏
雲
が
意
識
し
た
に
せ
よ
し
な

か
っ
た
に
せ
よ
、
天
皇
陵
一
般
を
め
ぐ
る
問
題
の
本
質
を
衝
く
重
要
な
問
題
提
起
に
な
っ
て
い
る
。

文
久
の
修
陵
に
際
し
て
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
に
向
け
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
言
説
は
、
こ
れ
ま
で
正
面
か

ら
学
界
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
言
説
は
検
索
が
極
め
て
困

難
で
提
示
さ
れ
得
る
例
も
限
ら
れ
、
従
っ
て
そ
の
位
置
付
け
も
至
っ
て
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
そ
の
内
容
の
検
討
に
立
ち
入
ろ
う
と
し
て
い
る
『
諸
説
辨
』
に
み
え
る
極
め
て

強
い
調
子
の
「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
の
擁
護
論
は
、
む
し
ろ
、
右
に
み
た
そ
の
否
定
論
の
存

在
（
そ
れ
に
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
否
定
論
も
含
ま
れ
る
）
な
く
し
て
は
到
底
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
『
諸
説
辨
』
に
み
る
神
武
天
皇
陵
「
神
武
田
」
説

前
章
ま
で
に
み
た
通
り
『
諸
説
辨
』
は
、「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
の
信
憑
性
に
関
す
る
言

説
へ
の
反
論
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
諸
説
辨
』
の
冒
頭
に
「（「
神
武
田
」
に
造
営

さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
）
猶
い
か
に
そ
や
と
疑
ふ
人
も
あ
り
と
か
」
と
し
た
後
で
、「
も
し
其
（「
神
武

田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
の
）
在
所
の
た
か
ひ
ら
む
に
は
御
陵
の
御
為
に
い
と
も
か
し
こ
き
わ
さ
に
し

あ
れ
ハ
」
と
す
る
よ
う
な
強
い
調
子
の
執
筆
の
動
機
の
表
現
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
一
目
瞭
然
で
あ



一
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「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

る
。こ

こ
で
は
、『
諸
説
辨
』
に
お
け
る
大
澤
清
臣
に
よ
る
「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
の
擁
護
の

主
張
の
詳
細
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、『
諸
説
辨
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
著
者
・
著
作
の
総
て

を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
選
び
、
そ
れ
に
対
す
る
大
澤
清
臣
の
主
張

を
み
る
こ
と
に
す
る
。

以
下
、
著
者
・
著
作
ご
と
に
『
諸
説
辨
』
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
目
の
「
・
」

で
対
象
と
な
っ
た
著
者
・
著
書
の
説
を
引
用
し
、
次
の
「
・
」
で
大
澤
清
臣
の
主
張
を
引
用
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
説
・
主
張
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
本
稿
〔
史
料
編
〕
の
「
現
代
語
訳
」
に
拠
る
が
、
本
章
の
趣
旨
を
重
ん
じ

た
表
現
に
す
る
た
め
に
適
宜
改
変
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
ず
本
居
宣
長
で
あ
る
。『
諸
説
辨
』
で
は
『
玉
勝
間
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

・〔
本
居
宣
長
（
あ
る
い
は
竹
口
英
斎
）
の
説
〕
本
居
宣
長
は
最
終
的
に
は
神
武
天
皇
陵
の
地
に
つ
い
て
、
現
地

に
し
ば
し
ば
通
っ
て
神
武
天
皇
陵
を
見
出
し
た
と
い
う
竹
口
英
斎
の
説
に
賛
同
し
た
が
、
竹
口
英
斎
の
説
は
、

そ
の
著
『
陵
墓
志
』（
寛
政
九
年
）
に
み
ら
れ
る
「
保
良
村
」（
洞
村
）
の
辺
り
の
「
天
皇
の
宮
」
と
い
う
祠

の
あ
る
山
を
神
武
天
皇
陵
と
し
、
そ
れ
は
畝
傍
山
の
北
の
尾
崎
に
あ
り
そ
の
形
は
南
北
に
長
く
馬
の
ひ
げ
の

よ
う
で
あ
り
、
字
を
「
カ
シ
フ
」
と
い
い
、
そ
の
傍
に
小
祠
が
あ
り
「
天
王
」
或
い
は
「
コ
レ
ウ
」
と
い
う
。
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「
カ
シ
フ
」
と
は
『
古
事
記
』
に
い
う
「
白
檮
尾
」
の
略
で
「
檮
尾
」
の
転
じ
た
も
の
で
、
小
祠
を
「
天
王
」

と
言
う
の
は
「
天
皇
」、
ま
た
「
コ
レ
ウ
」
と
い
う
の
は
「
御
陵
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う（

25
）。

・〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕
竹
口
英
斎
が
い
う
「
天
皇
宮
」
は
洞
村
の
「
生
玉
社
」
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の

社
は
昔
も
今
も
「
生
玉
社
」
と
の
み
い
う
の
で
あ
っ
て
「
天
皇
宮
」
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
。（
祠
の
）
棟
札

に
「
奉
生
玉
明
神

0

0

0

0

造
宮
息
災
延
命
福
貴
所
祈
也
寛
文
八
歳
九
月
吉
日
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
の
は
と
て
も

良
い
證
で
あ
る
。
な
お
「
か
し
」
と
い
う
字
も
広
く
土
地
の
人
に
尋
ね
て
調
べ
た
が
、
畝
傍
山
の
東
北
の
方

面
は
も
ち
ろ
ん
お
よ
そ
畝
傍
山
の
内
で
そ
の
よ
う
な
字
の
地
は
聞
き
も
伝
え
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
竹
口
英
斎
が
い
う
こ
と
も
と
ん
で
も
な
い
戯
言
と
考
え
ら
れ
る
。（
竹
口
英
斎
が
『
陵
墓
志
』
に
述
べ
る

に
は
）「
御
殿
跡
」
と
も
「
御
殿
山
」
と
も
い
い
、
ま
た
北
浦
定
政
が
嘉
永
元
年
に
著
し
た
『
打
墨
縄
』
に
は

「
丸
山
」
と
あ
る
地
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
は
（
畝
傍
山
の
）
山
腹
の
少
し
平
ら
な
だ
け
で
窪
み
も
高
く

も
な
っ
て
お
ら
ず
、
南
は
た
ち
ま
ち
高
く
聳そ
び

え
北
は
た
だ
下
り
に
低
く
な
っ
て
い
て
陵
が
崩
れ
た
跡
と
も
み

え
ず
、
ま
た
「
白カ

檮シ

尾ヲ
ノ

上ウ
ヘ

」
と
い
う
よ
う
な
地
勢
で
も
な
い
。
ま
た
畝
傍
山
の
東
北
を
示
す
方
角
で
も
な
い
。

ま
た
段
に
築
い
た
の
で
も
な
く
ま
た
馬
の
髭ひ
げ

の
形
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

古
墳
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
所
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
カ
シ
フ
」
と
い
う
字

も
「
コ
レ
ウ
」
と
い
う
名
も
広
く
尋
ね
た
が
全
く
知
っ
て
い
る
人
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
字
な
ど
土
地

の
人
も
聞
き
伝
え
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
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こ
こ
で
大
澤
清
臣
は
、「
祠
」
の
名
称
と
字
に
注
目
し
て
本
居
宣
長
の
説
（
つ
ま
り
竹
口
英
斎
の
説
）
に
反

駁
す
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
は
、
棟
札
に
記
さ
れ
た
文
言
と
土
地
の
人
へ
の
聞
き
取
り
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は

大
澤
清
臣
の
主
張
は
本
居
宣
長
（
あ
る
い
は
竹
口
英
斎
）
の
説
と
結
論
は
違
っ
て
い
て
も
、
両
者
と
も
同
じ
水

準
に
立
っ
て
議
論
し
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
は
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
で
あ
る
。

・〔
蒲
生
君
平
の
説
〕
神
武
陵
は
畝
傍
山
の
東
北
の
嵎
に
あ
り
「
白
檮
尾
上
」
と
い
う
。
考
え
て
み
る
と
、（
略
）

尾
上
は
山
の
嵎
の
尾
の
よ
う
な
も
の
の
上
で
、
今
畝
傍
山
の
東
北
の
嵎
で
呼
ん
で
「
御
陵
山
」
と
い
う
所
は
、

墳
然
と
し
て
隆
起
す
る
。
註
。『
大
和
志
』
は
こ
れ
を
神
八
井
の
墳
と
す
る
。
神
八
井
が
畝
傍
山
の
北
に
葬
ら

れ
た
の
は
史
書
に
み
え
る
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
は
山
の
嵎
の
平
地
で
あ
っ
て
（
そ
れ
が
）
ど
こ
に
あ
る
か
は

詳
ら
か
で
は
な
い
。
今
（『
大
和
志
』
は
）、
み
だ
り
に
こ
れ
を
（
神
八
井
の
墓
だ
と
）
認
め
て
し
ま
う
。
も

し
神
八
井
の
墳
と
し
て
も
そ
の
位
は
す
で
に
人
臣
で
あ
り
、
な
ぜ
こ
れ
を
御
陵
と
謂
う
の
か
。
今
（
こ
れ
を
）

御
陵
と
い
う
の
は
土
地
の
人
の
伝
承
（「
土
人
口
碑
」）
を
そ
の
ま
ま
に
偽
ら
な
い
の
で
あ
る
。

・〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕「
御
陵
山
」
の
字
の
こ
と
は
北
浦
定
政
が
嘉
永
元
年
に
著
し
た
『
打
墨
縄
』
に
、「
今
そ

の
「
御
陵
山
」
を
尋
ね
て
も
（
そ
こ
を
）
知
る
人
は
い
な
い
」
と
あ
り
、
中
條
正
言
等
の
『
書
上
』
に
も
、



二
二

「
こ
の
畝
火
山
の
内
の
「
御
陵
山
」
と
い
う
場
所
を
捜
し
た
が
、
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
本
村

の
役
人
や
洞
村
の
「
穢
多
共
」
に
糺
し
た
と
こ
ろ
、
畝
火
山
の
内
に
そ
の
よ
う
な
地
名
は
聞
き
伝
え
も
な
い

と
申
し
立
て
た
」、
と
あ
り
、（
ま
た
、）「
御
陵
山
」
と
い
う
の
は
、「（『
山
陵
志
』
の
）
本
文
に
「
土
人
口

碑
」
と
あ
る
が
聞
き
伝
え
も
な
い
の
で
、
も
し
か
す
る
と
『
大
和
志
』
に
寄
せ
て
附
会
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
」、
と
あ
る
。
自
分
（
大
澤
清
臣
）
も
そ
の
地
に
行
っ
た
際
、
土
地
の
昔
の
で
き
ご
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る

人
多
く
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
聞
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
字
は
聞
き
伝
え
な
い
と
皆
が
い
っ
た
。
し
か
し
本
書

（『
山
陵
志
』）
は
東
北
嵎
が
や
は
り
墳
然
と
隆
起
し
た
な
ど
と
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、『
陵
墓
志
』

に
「
磐
根
山
」
と
い
い
土
地
の
人
が
「
吹
上
」
と
も
「
白
土
鼻
」
と
も
「
岩
鼻
」
と
も
呼
ぶ
所
の
こ
と
を
こ

の
よ
う
に
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
は
本
当
に
東
北
の
嵎
と
い
う
べ
き
方
角
で
あ
る
が
、
あ
の
墳
然
と

し
て
隆
起
し
た
も
の
は
白
色
の
山
骨
の
露
出
し
た
も
の
で
御
陵
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
所
で
は
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、『
陵
墓
志
』
の
説
を
取
り
上
げ
た
所
で
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
大
澤
清
臣
は
、
す
で
に
み
た
本
居
宣
長
（
あ
る
い
は
竹
口
英
斎
）
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
自
ら
に

よ
る
土
地
の
人
へ
の
聞
き
取
り
を
拠
り
所
と
し
て
蒲
生
君
平
に
対
抗
し
て
い
る
。
た
だ
し
留
意
し
て
お
き
た
い

の
は
、
大
澤
清
臣
が
自
説
の
補
強
の
た
め
に
中
條
正
言
に
よ
る
『
書
上（

26
）』

を
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中

條
良
蔵
な
り
『
書
上
』
な
り
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く
説
明
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
は
、
例
え
ば
宮
内
庁
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書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
本
で
は
『
御
陵
并
帝
陵
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附
』
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
『
諸
説
辨
』
に
『
書
上
』
と
あ
る
の
は
、
あ
る
い
は
そ
の
末
尾
が
「
書
附
」
で
は
な
く
「
書
上
」

と
あ
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
著
者
の
中
條
良
蔵
（
正
言
）（
寛
政
十
二
年
五
月
二
十
三
日
～
慶
応
四
年
〔
明

治
元
〕
四
月
二
十
四
日
）
は
、
奈
良
奉
行
所
与
力
と
し
て
文
久
の
修
陵
に
お
い
て
山
陵
奉
行
戸
田
忠
至
を
よ
く

補
佐
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
書
上
』
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
極
め
て
錯
綜
し
た
神
武
天
皇
陵
を

め
ぐ
る
動
向
に
あ
っ
て
「
神
武
田
」
説
を
強
く
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
張
は
当
然
、
中
條
正
言
が

奈
良
奉
行
所
与
力
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
に
向
け
て
の
議
論
は
続
く
。

・〔
蒲
生
君
平
の
説
〕
伝
え
で
は
か
つ
て
神
武
の
祠
廟
は
「
神
武
田
」
の
地
に
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
（
そ
こ
が
）

水
害
に
あ
っ
て
祠
廟
が
流
さ
れ
て
、
後
に
大
窪
村
（
大
久
保
村
）
に
遷
さ
れ
、
大
窪
寺
の
趾
は
国
源
寺
に
あ

る
。

・〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕
こ
れ
も
中
條
正
言
等
の
『
書
上
』
に
、「
か
つ
て
水
害
が
あ
っ
て
（「
神
武
田
」
に
あ
っ

た
）
祠
廟
を
大
窪
村
に
遷
し
た
と
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
た
が
、
山
本
村
や
大
窪
村
（
大
久
保
村
）
が
地
頭

所
に
書
類
（「
書
留
」）
ま
た
は
申
し
伝
え
一
切
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
畝
火
山
神
宮
文
庫
所
蔵
の

古
絵
図
に
神
武
天
皇
の
祠
宮
は
現
在
の
場
所
に
方
位
が
相
当
す
る
（
大
澤
清
臣
が
い
う
に
は
、
こ
れ
は
大
久
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保
村
の
西
北
の
方
に
斎
き
ま
つ
る
祠
の
こ
と
で
、
図
面
に
御
宮
を
か
い
て
「
し
ん
む
」
と
記
し
て
あ
る
の
が

こ
れ
で
あ
る
）
の
で
、
右
の
説
は
信
用
し
難
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
自
分
（
大
澤
清
臣
）
も

そ
の
地
に
行
く
ご
と
に
例
の
里
老
の
多
く
に
し
ば
し
ば
問
う
て
み
た
が
、
昔
か
ら
そ
の
よ
う
な
聞
き
伝
え
は

全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
「
神
武
田
」
の
地
は
他
の
田
圃
か
ら
二
～
三
尺
許
り
も
高
い

の
で
、
水
害
の
恐
れ
は
な
い
。
ま
た
御
陵
の
辺
り
に
「
桜
川
」
と
も
「
来
目
川
」
と
も
よ
ぶ
小
川
は
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
に
増
水
す
る
よ
う
な
川
で
は
な
い
の
で
水
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
や
は
り
そ
の
よ
う
な
伝
説

が
な
い
こ
と
も
と
て
も
明
白
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
大
澤
清
臣
は
、
中
條
正
言
に
よ
る
『
書
上
』
か
ら
の
引
用
と
自
ら
に
よ
る
土
地
の
人
へ
の
聞
き
取
り

に
よ
っ
て
、
そ
し
て
「
畝
火
山
神
宮
文
庫
所
蔵
の
古
絵
図
」
を
も
用
い
て
『
山
陵
志
』
の
説
へ
の
反
論
を
展
開

す
る
。
こ
こ
に
み
え
る
大
澤
清
臣
の
主
張
は
実
に
丹
念
な
も
の
で
あ
っ
て
、
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
が
自
説

の
拠
り
所
を
述
べ
る
の
に
単
に
「
伝
え
」（
原
文
で
は
「
相
伝
」）
と
す
る
の
と
比
較
す
る
と
、
聞
き
取
り
の
内

容
や
そ
の
成
果
の
表
現
と
い
う
点
で
良
い
対
象
を
な
す
の
で
は
な
い
か
と
の
感
想
さ
え
持
つ
。

『
山
陵
志
』
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
大
澤
清
臣
は
続
け
る
。

・〔
蒲
生
君
平
の
説
〕（『
山
陵
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。）
ま
た
伝
え
る
に
は
、
国
源
寺
も
か
つ
て
「
神
武
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田
」
の
辺
り
か
ら
こ
こ
（
大
窪
村
）
に
遷
っ
た
。『
多
武
峯
畧
記
』
に
、
泰
善
法
師
が
天
延
二
年
三
月
十
一
日

に
畝
傍
の
東
北
で
一
人
の
不
思
議
な
老
人
に
遇
っ
た
。
泰
善
に
「
朕
の
た
め
に
大
乗
法
を
講
じ
国
家
の
栄
福

を
祷
れ
。
朕
は
人
皇
の
始
祖
だ
」
と
い
う
と
姿
を
消
し
た
。
泰
善
は
こ
の
瑞
に
よ
り
毎
年
三
月
十
一
日
に
来

て
法
華
を
唱
え
た
。
そ
れ
で
貞
元
二
年
に
大
和
守
藤
原
国
光
は
そ
の
為
に
堂
宇
を
創
り
国
源
寺
と
名
付
け
た
。

そ
の
説
が
偽
り
な
の
は
仏
僧
の
よ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
堂
宇
は
こ
れ
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
の
で
あ
り
神

武
天
皇
の
祠
廟
も
同
寺
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
神
武
田
」
の
傍
ら
を
「
塔
垣
内
」
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
頃
に
塔
や
廟
を
建
て
た
こ
と
に
よ
り
「
ミ
サ
サ
キ
」
と
称
し
た
の
か
。

・〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕
国
源
寺
は
、「
神
武
田
」
の
東
の
「
塔
の
垣
内
」
と
よ
ぶ
辺
り
か
ら
大
久
保
村
辺
り
ま

で
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
の
「
畝
火
山
古
図
」
に
神
武
天
皇
の
御
宮
の
東
南

の
方
に
堂
を
画
い
て
観
音
堂
と
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
あ
の
「
神
武
田
」
の
東
南
の
大
久
保
村
に
三
間
四
面

の
堂
が
残
っ
て
、
今
で
も
国
源
寺
の
観
音
と
よ
ぶ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
の
字
な
ど
を
考
え
る
と
あ
の
「
塔

の
垣
内
」
の
北
を
「
北
塔
の
垣
内
」、
南
を
「
南
塔
の
垣
内
」
と
よ
び
、
そ
の
「
南
塔
の
垣
内
」
の
東
の
地
を

「
西
金
堂
」、
そ
の
東
を
「
東
金
堂
」、
そ
の
東
を
「
門
田
」
と
よ
び
、
ま
た
そ
の
南
を
「
松
原
」
と
よ
び
、
そ

の
南
に
あ
の
観
音
堂
が
あ
る
等
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
間
違
い
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
（
谷
森
善

臣
著
）『
藺
草
乃
雫
』
に
あ
の
「
御
陵
山
」
を
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
で
、『
山
陵
志
』
に
あ
る
説
を
皆
間
違
っ

た
こ
と
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
山
川
正
宣
の
『
山
陵
考
畧
』
に
、『
山
陵
志
』
に
は
今
大
久
保
村
に
あ
る
国
源
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寺
も
帝
祠
（
神
武
天
皇
の
祠
）
も
は
じ
め
は
こ
こ
（
大
澤
清
臣
の
註
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
こ
と
）
に
あ
っ
た

と
い
う
が
明
ら
か
な
證
で
は
な
い
と
い
っ
た
な
ど
、
ま
こ
と
に
し
か
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の

『
山
陵
志
』
に
い
う
こ
と
と
そ
の
説
の
要
点
と
す
る
「
御
陵
山
」
の
字
も
、
土
地
の
人
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
昔
か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
少
し
も
聞
か
れ
な
い
。
ま
た
、
墳
然
と
し
て
隆
起
し
た
と
示
す

地
も
東
北
嵎
に
は
当
る
も
の
の
、
前
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
山
（
畝
傍
山
）
の
山
骨
が
露
出
し
て
砥
石

が
出
る
こ
と
か
ら
も
、
自
然
の
山
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
ま
た
昔
水
害
で
漂
っ
た
後
に
大
久
保
村
に
遷

し
た
と
い
う
御
宮
の
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
伝
説
が
な
け
れ
ば
あ
の
『
藺
草
乃
雫
』
に
い
う
よ
う
に
、
み
な

甚
だ
し
い
強
引
な
説
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
ひ
た
す
ら
に
論
ず
る
の
も
理
由
が
な
い
よ
う
に
思
う
が
、

世
に
名
の
聞
え
た
人
の
考
説
な
の
で
、
す
べ
て
の
人
が
こ
の
書
（『
山
陵
志
』）（
の
説
）
を
採
用
し
て
あ
れ
こ

れ
い
う
の
で
、
仰
々
し
く
思
う
ま
ま
に
煩
わ
し
い
ほ
ど
の
余
計
な
言
葉
を
も
記
し
た
。
各
位
に
お
か
れ
て
は
、

よ
く
考
え
正
し
て
削
除
し
た
り
改
め
た
り
し
て
ほ
し
い
。

こ
こ
で
大
澤
清
臣
は
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
か
ら
泰
然
法
師
と
国
源
寺
の
件
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の

部
分
は
む
し
ろ
「
神
武
田
」
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
説
に
と
っ
て
有
利
な
位
置
付
け
を
さ
れ
る
傾
向
の
史
料
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
か
蒲
生
君
平
は
「
そ
の
説
が
偽
り
な
の
は
仏
僧
の
よ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と

『
多
武
峯
畧
記
』
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
後
で
、
蒲
生
君
平
は
国
源
寺
の
近
傍
の
「
塔
垣
内
」
と
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の
地
名
に
注
目
し
、
そ
こ
に
塔
や
廟
が
存
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
澤
清

臣
は
、
周
辺
の
地
名
や
「
畝
火
山
古
図
」
を
根
拠
に
、「「
国
源
寺
」
が
「
神
武
田
」
の
東
の
「
塔
の
垣
内
」
と

よ
ぶ
辺
り
か
ら
「
大
久
保
村
」
辺
り
ま
で
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
」
と
し
、
国
源
寺
の
伽
藍
の
配
置
を

想
定
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
そ
の
上
で
、
神
武
天
皇
陵
と
「
国
源
寺
」
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
（
あ
る

い
は
「
国
源
寺
」
を
か
つ
て
存
し
た
陵
寺
と
位
置
付
け
て
）「
神
武
田
」
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と
を
立
証

す
る
と
い
う
の
な
ら
、（
そ
れ
に
賛
成
す
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
も
）
話
の
筋
は
通
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
大
澤
清
臣
は
そ
の
よ
う
な
方
向
で
な
お
主
張
を
続
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
大
澤
清
臣
は
こ
の

後
で
谷
森
善
臣
著
『
藺
笠
乃
雫
』
と
山
川
正
宣
著
『
山
陵
考
畧
』
を
引
用
し
て
、
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
批

判
を
始
め
る
の
で
あ
る
。
以
下
し
ば
ら
く
、『
諸
説
辨
』
に
お
け
る
こ
の
二
書
の
取
り
上
げ
方
に
つ
い
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
谷
森
善
臣
著
『
藺
笠
乃
雫
』
で
あ
る
。『
藺
笠
乃
雫
』
は
、
谷
森
善
臣
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
安
政
四
年
三
月
十
三
日
か
ら
四
月
朔
に
か
け
て
な
さ
れ
た
天
皇
陵
巡
検
記
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
神
武
天
皇

陵
も
訪
れ
て
お
り
、
三
月
二
十
二
日
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大
澤
清
臣
は
『
諸
説
辨
』
で
直
接
『
藺
笠
乃

雫
』
か
ら
の
引
用
を
せ
ず
に
要
約
で
済
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
敢
え
て
『
藺
笠
乃
雫
』
か
ら
原
文

を
引
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
神
武
田
の
旁
に
「
堂タ
ウ

之ノ

垣カ
イ

内テ

」
と
い
ふ
字
あ
る
は
、
貞
元
の
こ
ろ
、
此
国
（
大
和
国
）
の
守
藤
原
国
光
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ぬ
し
、
此
帝
（
神
武
天
皇
）
の
み
た
め
に
、
方
丈
の
堂
を
た
て
、
観
音
の
像
を
安
置
て
、
国
源
寺
と
號
け
ら

れ
た
り
し
堂
の
跡
な
る
べ
し
。
そ
れ
に
よ
せ
て
、
此
ミ
サ
ン
ザ
イ
を
も
併
せ
て
、
其
寺
の
跡
な
り
と
し
、
ミ

サ
ン
ザ
イ
と
は
祠
廟
の
こ
と
な
り
な
ど
、
い
へ
る
は
、
甚
し
き
強ソ
ヒ

説ゴ
ト

な
り
。
そ
は
国
源
寺
は
、
も
と
此
御
陵

の
旁
に
立
た
る
方
丈
の
堂
に
て
、
又
別
に
祠
庿（
廟
）を

建
つ
べ
き
い
は
れ
な
け
れ
ば
、
其
寺
跡
に
「
ミ
サ
ン
ザ
イ
」

の
名
の
残
る
べ
き
由
縁
な
き
を
、
か
の
丸
山
い
ひ
は
ら
ん
と
て
、
山
陵
志
に
い
へ
る
説
は
、
み
な
僻
ご
と
に

こ
そ
な
ど
、
話カ
タ

り
あ
ひ
つ
ゝ（

27
）、

こ
こ
で
谷
森
善
臣
は
、
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
の
「「
神
武
田
」
の
傍
ら
を
「
塔
垣
内
」
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
そ
の
頃
に
塔
や
廟
を
建
て
た
こ
と
に
よ
り
「
ミ
サ
サ
キ
」
と
称
し
た
の
か
」
と
の
説
に
つ
い
て
、

国
源
寺
は
も
と
も
と
神
武
天
皇
陵
の
傍
ら
に
建
て
ら
れ
た
「
方
丈
の
堂
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
は
別
に

祠
廟
を
建
て
る
理
由
は
な
い
、
と
論
破
す
る
。

次
い
で
、
山
川
正
宣
著
『
山
陵
考
畧
』（
安
政
二
年
八
月
）
で
あ
る
。
山
川
正
宣
（
寛
政
二
年
三
月
十
七
日
～

文
久
三
年
十
月
二
十
三
日
）
は
、
摂
津
国
池
田
の
酒
造
業
西
大
和
屋
の
当
主
で
、
和
歌
を
賀
茂
季
鷹
に
師
事

し
、
金
石
文
の
考
証
も
手
が
け
た（

28
）。『

山
陵
考
畧
』
は
、『
山
陵
志
』
の
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。『
諸
説
辨
』
が
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
。
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山
陵
志
に
は
今
大
久
保
村
な
る
国
源
寺
及
帝
廟
（
神
武
天
皇
の
廟
）
も
、
初
こ
ゝ
に
在
し
也
し
と
い
へ
ど
明

證
あ
ら
ず（

29
）

右
の
引
用
の
末
尾
の
「
明
證
あ
ら
ず
」
に
つ
い
て
大
澤
清
臣
は
、「
山
川
正
宣
の
『
山
陵
考
畧
』
に
、『
山
陵

志
』
に
は
今
大
久
保
村
に
あ
る
国
源
寺
も
帝
祠
（
神
武
天
皇
の
祠
）
も
は
じ
め
こ
こ
（「
ミ
サ
ン
サ
イ
」）
に

あ
っ
た
と
い
う
が
、
明
ら
か
な
證
で
は
な
い
と
い
っ
た
な
ど
、
ま
こ
と
に
し
か
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
す

る
。
こ
れ
は
い
か
に
も
正
確
な
議
論
で
は
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
山
川
正
宣
著
『
山
陵
考
畧
』
は
神
武
天
皇
陵
に

つ
い
て
、「
神
武
田
〔
一
名
み
さ
ん
ざ
い
〕
と
云
郊
原
（
野
原
）
有
、
昔
よ
り
此
地
に
耕
牧
す
る
時
は
忽
祟
有

と
云
、
今
其
謂
を
し
ら
ず
」
と
す
る
と
と
も
に
「
畝
火
山
は
、
神
武
帝
開
国
建
都
の
地
に
し
て
、
今
其
半
腹

艮う
し
と
ら（

東
北
）
の
方
、
洞ホ
ラ

村
の
上
の
圓
丘
な
り
、
字
丸
山
と
云
、〔
當
山
は
す
べ
て
嵓
石
な
れ
ど
も
、
此
岡
の

み
崔
嵬
な
り
と
そ
〕
傍
に
小
祠
あ
り
て
、
神
功
皇
后
を
祭
る
と
云
、
祭
祀
は
例
年
九
月
十
二
日
な
り
、
按

帝

の
崩
即
今
日
な
れ
ば
、
神
功
〔
功
ノ
呉
音
久ク

〕
は
神
武
を
謬
れ
る
事
、
他
の
考
を
ま
た
ず（

30
）」

と
し
、
い
さ
さ

か
強
引
な
が
ら
神
武
天
皇
陵
「
丸
山
」
説
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
蒲
生
君
平
著
『
山

陵
志
』
の
神
武
天
皇
陵
「
丸
山
」
説
の
論
駁
の
た
め
に
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
文
献
の
神
武
天
皇
陵
の
所
在
地

に
つ
い
て
の
説
が
何
で
あ
ろ
う
と
も
（「
神
武
田
」
説
で
な
く
て
も
）、
そ
れ
は
問
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
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津
川
長
道
著
『
卯
花
日
記
』（
文
政
十
二
年
五
月
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
澤
清
臣
に
よ
る
興
味
深
い
指
摘
が

あ
る
。
以
下
に
取
り
上
げ
る
。

・〔
津
川
長
道
の
説
〕
神
武
天
皇
の
御
陵
を
拝
も
う
と
、
先
ず
四
條
村
の
「
塚
根
山
」
に
詣
で
た
。（
略
）
畝
火

山
東
北
の
下
の
洞
村
で
あ
る
。
こ
の
里
は
山
本
村
の
枝
村
で
「
穢
多
」
が
住
む
。
こ
の
村
の
神
祠
に
詣
で
る

が
祭
神
は
不
明
で
あ
る
。
里
人
に
問
う
と
「
生
玉
」
と
答
え
た
。
こ
れ
か
ら
山
に
登
っ
て
道
も
な
い
険
し
い

坂
を
越
え
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
こ
の
山
（
畝
火
山
）
の
東
北
の
尾
上
に
松
が
高
く
茂
っ
て

特
に
高
い
所
が
あ
る
。
里
人
は
「
白
土
の
鼻
」
ま
た
は
「
岩
鼻
」
と
い
う
。
見
渡
す
と
何
と
な
く
御
陵
の
様

子
と
思
わ
れ
る
。
お
よ
そ
こ
こ
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
が
な
お
「
旧
證
」
が
な
い
の
で
、
こ
の

山
を
南
に
下
り
て
畝
火
村
に
行
っ
た
。（
略
）
あ
の
村
長
の
翁
で
字
を
甚
兵
衛
と
い
う
者
が
帰
っ
て
く
る
の
に

会
っ
た
。
そ
こ
で
翁
に
神
武
天
皇
の
御
陵
の
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
翁
は
、
こ
の
御
陵
に
つ
い
て
は
「
塚

根
山
」
と
古
く
（
か
ら
）
申
し
伝
え
、
公
に
も
お
定
め
に
な
っ
た
の
で
そ
の
他
に
は
知
る
こ
と
も
な
い
。
し

か
し
こ
の
辺
り
の
年
老
い
た
翁
な
ど
も
何
や
ら
今
の
所
（「
塚
根
山
」）
は
違
う
よ
う
に
い
う
者
も
な
く
は
な

い
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
こ
の
山
（
畝
傍
山
）
の
字
に
も
し
か
し
た
ら
「
か
し
の
尾
」「
白
か
し
」
等
と
い
う
所

は
な
い
か
と
問
う
と
（
略
）
こ
の
山
の
北
の
は
し
東
の
す
み
に
「
白
か
し
」
と
い
う
所
は
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
な
ら
道
案
内
を
し
て
ほ
し
い
と
（
略
）
翁
に
従
っ
て
行
く
と
、
こ
の
山
の
東
方
の
大
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
北
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に
行
っ
て
北
の
す
み
の
洞
村
の
上
に
竹
む
ら
の
あ
る
所
を
教
え
て
、「
こ
こ
こ
そ
「
白
か
し
」
と
い
う
所
で
あ

る
。
畝
火
村
と
山
本
村
の
領
の
堺
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
先
に
見
た
「
白
土
の
鼻
」
ま
た
は
「
岩
鼻
」

と
い
う
所
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
辺
り
の
村
里
に
郷
踊
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
畝
火
の
神
に
願
い
事
を
し
て

そ
の
願
が
満
ち
た
ら
村
む
ら
か
ら
出
て
大
踊
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
毎
年
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
二
十
年
・

三
十
年
（
の
内
）
に
は
必
ず
あ
る
。
そ
の
時
に
は
こ
こ
で
踊
り
を
す
る
こ
と
が
古
い
例
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
こ
こ
の
様
子
は
山
に
沿
っ
て
少
し
平
地
に
な
っ
て
い
て
、
何
や
ら
古
の
宣
命
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
訳
で
、
ま
す
ま
す
こ
こ
が
（
神
武
天
皇
の
）
陵
に
違
い
な
い
と
決
め
た
。

・〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕「
吹
上
」
ま
た
は
「
白
土
鼻
」「
岩
鼻
」
と
い
う
所
は
、（
竹
口
英
斎
著
）『
陵
墓
志
』
に

「
磐
根
山
」
と
記
し
『
山
陵
志
』
に
「
御
陵
山
」
と
い
う
所
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
そ
の
条
で
述
べ
た
通
り
で

あ
る
。
ま
た
、「
白
か
し
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
中
條
正
言
等
の
『
書
上
』
に
、「
畝
火
村
の
甚
兵
衛
が
「
白

土
鼻
」
を
「
白
か
し
」
と
い
っ
た
の
は
、
津
川
長
道
が
尋
ね
た
の
に
答
え
て
「
白
か
し
」
と
附
会
の
説
を
答

え
た
の
か
。
ま
た
は
、
上
古
の
畝
火
山
の
東
北
は
総
じ
て
広
く
白
檮
原
の
都
の
附
属
地
で
「
白
檮
原
」「
白
檮

尾
上
」
と
い
っ
た
の
を
、
言
葉
を
略
し
た
り
誤
っ
て
伝
え
た
り
し
て
「
白
か
し
」
と
称
し
た
の
で
も
あ
ろ
う

か
。（
略
）
ど
ち
ら
と
も
分
か
ら
な
い
の
で
「
明
證
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
存
ず
る
」
と
い
う
通

り
で
あ
る
。
自
分
（
大
澤
清
臣
）
も
、「
白
か
し
」
の
字
に
は
騙
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く

の
里
老
に
問
い
本
当
に
そ
の
よ
う
に
よ
ぶ
所
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
べ
て
こ
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の
よ
う
な
類
の
字
は
諸
国
の
人
が
そ
の
地
の
周
辺
に
行
っ
て
は
何
か
と
尋
ね
る
人
が
多
く
、（
そ
の
こ
と
を
）

聞
い
て
忘
れ
な
い
で
い
て
、
そ
し
て
（
そ
の
字
を
）
か
つ
て
か
ら
あ
っ
た
字
の
よ
う
に
自
慢
げ
に
語
る
小
賢

し
い
人
も
時
に
は
い
る
。
実
に
用
心
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
『
卯
花
日
記
』
は
、
文
政
十
二
年
三
月
二
十
六
日
条
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
右
の
引

用
部
分
に
つ
い
て
み
る
に
つ
い
て
気
を
付
け
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
諸
説
辨
』
に
よ
る
引
用

に
は
、「（
略
）」
と
あ
る
箇
所
以
外
に
も
省
略
さ
れ
た
部
分
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

31
）。

つ
ま
り
右
の
引
用

部
分
は
、
津
川
長
道
に
よ
る
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
記
述
に
は
も
ち
ろ
ん
違
い
な
い
が
、
そ
の
中
に
も
大
澤

清
臣
に
よ
る
取
捨
選
択
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
引
用
の
内
〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕
の
部
分
に
眼
を
向
け
る
と
、
お
よ
そ
そ
の
前
段
は
中
條
正
言
の
『
書

上
』
を
引
用
し
つ
つ
、「
白
か
し
」
と
の
地
名
が
土
地
の
人
か
ら
聞
き
出
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
注
目
す
る
。

つ
ま
り
、「
白
か
し
」
と
の
地
名
が
確
か
に
土
地
の
人
の
間
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、

そ
れ
は
『
古
事
記
』
が
神
武
天
皇
陵
が
所
在
す
る
地
で
あ
る
と
す
る
「
白
橿
0

0

尾
上
」（
傍
点
引
用
者
）
に
通
じ
、

ひ
い
て
は
蒲
生
君
平
や
本
居
宣
長
（
さ
ら
に
は
竹
口
英
斎
）
が
主
張
す
る
「
御
陵
山
」
あ
る
い
は
「
丸
山
」
等

と
の
地
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
こ
と
の
裏
付
け
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
、
少
な
く
と
も
理
屈
の
上
で
の

必
然
で
あ
る
。
そ
の
点
で
言
え
ば
中
條
正
言
の
『
書
上
』
は
ま
さ
に
そ
の
土
地
の
人
の
言
に
つ
い
て
「「
明
證
」
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に
は
な
ら
な
い
」
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
大
澤
清
臣
の
た
め
に
は
極
め
て
有
利
な
主
張
を
展

開
す
る
文
献
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
大
澤
清
臣
は
、「
自
分
（
大
澤
清
臣
）
も
、「
白
か
し
」
の
字
に
は
騙
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
し

つ
つ
、
自
身
に
よ
る
土
地
の
人
（「
里
老
」）
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
「
白
か
し
」
と
の
地
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
字
は
諸
国
の
人
（「
国
々
の
人
」）
が
そ
の
地
の
周
辺
に
行
っ

て
は
何
か
と
尋
ね
る
人
（「
何
く
れ
と
尋
ね
と
ふ
人
」）
が
多
く
、（
そ
の
こ
と
を
）
聞
い
て
忘
れ
な
い
で
い
て
、

そ
し
て
（
そ
の
字
を
）
か
つ
て
か
ら
あ
っ
た
字
の
よ
う
に
自
慢
げ
に
語
る
小
賢
し
い
人
（「
さ
か
し
ら
人
」）
も

時
に
は
い
る
」
と
、
自
説
と
は
異
な
る
結
論
を
導
き
出
し
た
諸
国
の
人
や
何
か
と
尋
ね
る
人
に
矛
先
を
向
け

る
。
こ
の
諸
国
の
人
と
か
何
か
と
尋
ね
る
人
と
い
う
の
が
、
例
え
ば
本
居
宣
長
・
蒲
生
君
平
や
竹
口
英
斎
、
あ

る
い
は
そ
の
著
作
を
直
接
指
す
も
の
か
ど
う
か
は
俄
に
判
断
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
小
賢
し
い
人
と
括
り
、
か

つ
「
実
に
用
心
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
」（
原
文
は
「
ま
こ
と
に
こ
ゝ
ろ
す
へ
き
こ
と
」）
と
す
る
の
は
、

『
諸
説
辨
』
の
本
質
を
端
的
に
示
す
も
の
と
い
え
る
。

次
い
で
、
北
浦
定
政
著
『
打
墨
縄
』（
嘉
永
元
年
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

・〔
北
浦
定
政
の
説
〕
畝
火
山
の
東
北
を
洞
村
と
い
う
。
そ
の
村
の
上
に
（
神
武
天
皇
陵
は
）
あ
る
。「
字
丸
山
」

と
よ
ぶ
。
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・〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕
こ
の
「
丸
山
」
の
こ
と
は
（
本
居
宣
長
著
）『
玉
勝
間
』
の
説
に
、「
畝
火
山
の
東
北
の

方
の
麓
に
あ
っ
て
「
天
皇
の
宮
」
と
い
う
祠
の
あ
る
山
で
あ
る
」「
山
本
村
に
あ
る
神
八
井
命
の
「
御
墓
山
」

か
ら
は
東
、
小
泉
堂
村
か
ら
は
南
、
大
久
保
村
か
ら
は
西
で
、「
保
良
」
と
い
う
人
里
の
辺
り
で
あ
る
」
と
い

い
、（
竹
口
英
斎
著
）『
陵
墓
志
』
に
は
「
山
本
村
領
「
保
良
」
と
い
う
所
に
段
に
築
い
た
岡
が
あ
る
」
な
ど

と
い
う
所
に
当
る
。
そ
れ
は
里
俗
に
「
御
殿
跡
」
と
も
「
御
殿
山
」
と
も
今
は
「
丸
山
」
と
も
よ
ぶ
所
で
、

そ
の
地
が
御
陵
で
は
な
い
こ
と
は
そ
の
書
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
条
に
す
で
に
い
っ
た
通
り
で
あ
る
。
但
し

「
丸
山
」
と
い
う
字
は
『
玉
勝
間
』
に
も
『
陵
墓
志
』
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
現
在
土
地
の
人

が
皆
そ
の
よ
う
に
よ
ぶ
の
で
も
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
あ
る
い
は
北
浦
定
政
が
作
っ
た
地
名
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
、「
丸
山
」
を
北
浦
定
政
が
作
っ
た
地
名
な
の
で
は
な
い
か
と
す
る
大
澤
清
臣
の
指
摘
は
注
目
に
値
す

る
。
す
で
に
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
み
た
通
り
、「
丸
山
」
に
つ
い
て
は
「
か
し
」「
カ
シ
フ
」「
天
王
」「
コ

レ
ウ
」「
磐
根
山
」「
御
陵
山
」「
白
土
の
鼻
」「
岩
鼻
」
等
と
い
っ
た
数
多
く
の
名
称
も
記
録
さ
れ
て
い
て
、「
丸

山
」
は
比
較
的
後
に
な
っ
て
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
畝
傍
山
内
の
洞
村
に
存
す
る
神
武
天
皇
陵
の

唯
一
の
名
称
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
澤
清
臣
は
こ
の
こ
と
を
述
べ
た
後
で
「
丸
山
」
に
つ
い
て
「
あ
る
い
は
北
浦
定
政
が
作
っ
た
地
名
な
の
で
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な
い
だ
ろ
う
か
」
と
ま
で
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
実
証
的
な
議
論
が
必
要
で
あ
っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
大
澤
清
臣
は
『
諸
説
辨
』
を
締
め
括
る
に
当
っ
て
、
二
人
の
先
人
を
取
り
上
げ
つ
つ
自
説
を
展
開
す

る
。
そ
の
ひ
と
り
目
は
本
居
宣
長
で
あ
る
。
大
澤
清
臣
は
、
そ
れ
ま
で
『
古
事
記
』
が
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て

述
べ
た
「
白
檮
尾
上
」
を
「
白か

檮し

尾お

の
上う
え

」
と
読
ん
で
「
白
檮
尾
」
が
地
名
と
み
ら
れ
て
い
た
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
の
を
、
本
居
宣
長
は
「
白か

檮し

の
尾お
の

上う
え

」
と
読
ん
で
「
尾
上
」
を
尾
根
の
上
と
解
し
神
武
天
皇
陵
は
畝
傍

山
の
尾
根
の
高
所
に
あ
る
と
の
説
を
述
べ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
れ
以
降
、「
世
に
学
者
と
呼
ば
れ
る

人
た
ち
が
皆
、「
高
い
尾お
の

上う
え

」
と
い
う
地
勢
で
な
く
て
は
（
な
ら
な
い
）
と
ひ
た
す
ら
そ
の
訓よ

み
を
恃た
の

む
よ
う

に
な
っ
」
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
大
澤
清
臣
の
批
判
の
矛
先
は
当
然
本
居
宣
長
ひ
と
り
の
み
に

向
か
っ
た
の
で
は
な
い
。

ふ
た
り
目
は
、
大
澤
清
臣
の
師
の
谷
森
善
臣
で
あ
る
。
そ
の
著
『
藺
草
之
雫
』
か
ら
大
澤
清
臣
は
引
用
す

る
。
大
澤
清
臣
は
当
然
こ
こ
で
谷
森
善
臣
の
説
に
賛
意
を
示
し
て
、
神
武
天
皇
陵
「
丸
山
」
説
を
攻
撃
し
よ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
柱
は
二
点
あ
る
。
柱
の
一
点
目
は
、
神
武
天
皇
の
頃
の
天
皇
陵
の
陵
号
（
天

皇
陵
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
）
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論
で
あ
る
。

・〔
谷
森
善
臣
の
説
（『
藺
草
之
雫
』
よ
り
）〕『
日
本
書
紀
』
や
『
延
喜
式
』
に
は
他
の
御
陵
の
よ
う
に
「
丘
上
」
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と
も
「
尾
上
」
と
も
な
く
た
だ
「
東
北
陵
」
と
の
み
記
さ
れ
た
の
は
、
昔
か
ら
こ
の
御
陵
（
神
武
天
皇
陵
）

が
高
い
土
地
に
は
な
か
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
證
と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕『
日
本
書
紀
』
に
安
寧
天
皇
の
御
陵
を
畝
傍
山
南
御
陰
井
上
陵
（『
延
喜
式
』
に
は
畝
傍

山
西
南
云
々
）
と
記
し
、
懿
徳
天
皇
の
御
陵
を
畝
傍
山
南
纎
沙
谿
上
陵
な
ど
と
記
さ
れ
た
例
に
よ
れ
ば
、
こ

の
御
陵
（
神
武
天
皇
陵
）
も
畝
傍
山
東
北
橿
尾
上
陵
と
記
さ
れ
る
べ
き
な
の
に
た
だ
畝
傍
山
東
北
陵
と
の
み

記
さ
れ
た
の
は
、
山
の
尾
上
と
間
違
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
の
（「
畝
傍
山
東
北
陵
」
と
の
陵
号
の
）
撰
者
の

気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
こ
と
と
さ
え
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
右
の
大
澤
清
臣
の
主
張
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
す
る
。
初
代
神
武
天
皇
陵
の
陵
号
は
「
畝
傍
山
東

北
陵
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
山
」
と
は
み
え
る
が
坂
の
上
と
か
山
の
上
と
か
の
そ
の
中
の
高
所
を
示
す
文

言
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
代
綏
靖
天
皇
の
陵
号
「
桃
花
鳥
田
丘
上0

陵
」（
傍
点
引
用
者
、

以
下
同
じ
）、
第
三
代
安
寧
天
皇
陵
の
陵
号
「
畝
傍
山
南
御
陰
井
上0

陵
」
に
は
い
ず
れ
も
高
所
を
示
す
「
上
」

が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
較
べ
て
著
し
い
特
徴
と
い
え
る
。
つ
ま
り
陵
号
か
ら
み
る
と
、
神
武
天
皇
陵
は
少
な
く

と
も
こ
こ
に
挙
げ
た
他
の
天
皇
陵
に
比
較
し
て
高
所
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
、
と
い
う
の
で

あ
る（

32
）。

柱
の
二
点
目
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
年
月
の
経
過
に
と
も
な
う
地
形
の
変
化
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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・〔
大
澤
清
臣
の
主
張
〕
そ
れ
は
総
て
の
こ
と
が
素
朴
な
世
の
中
で
あ
っ
た
の
で
、
と
て
も
盛
大
に
築
き
上
げ
た

御
陵
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
二
千
余
年
を
経
る
そ
の
間
に
は
四
辺
の
地
を
田
に
開
墾
す
る
と
い
っ
て
は

樹
木
を
伐
採
し
荊け
い

棘き
よ
く（

い
ば
ら
）
を
刈
り
払
い
、
田
畑
を
作
る
と
い
っ
て
は
小
川
を
通
し
小
溝
を
掘
り
切
る

な
ど
し
て
灌
漑
の
便
を
な
し
、
ま
た
畝
傍
山
の
山
腹
に
洞
村
な
ど
と
い
う
村
が
で
き
て
か
ら
は
山
脈
は
ま
す

ま
す
離
れ
土
地
は
日
ご
と
に
低
く
な
っ
て
い
き
、
前
条
で
み
た
よ
う
に
文
禄
年
間
に
は
す
で
に
田
畑
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
古
の
地
勢
が
そ
の
ま
ま
残
る
訳
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
地
勢
は
残
ら
ず
全
部
変

わ
り
果
て
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
山
麓
か
ら
御
陵
ま
で
の
地
は
昔
う
ね
う
ね
と
屈
曲
し
て
い
た
様
子
の
（
ま

ま
の
）
田
畑
に
な
り
、
今
で
も
と
も
か
く
も
残
っ
て
い
て
、
ま
た
御
陵
の
盛
土
（「
封
土
」）
も
残
ら
ず
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
地
に
少
し
だ
け
残
り
、
あ
る
い
は
そ
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」

と
も
「
神
武
田
」
と
も
よ
ん
で
き
た
地
は
、
ま
さ
し
く
畝
傍
山
の
東
北
に
当
り
、
そ
の
上
先
年
修
陵
が
あ
っ

た
頃
、
あ
た
り
か
ら
は
古
代
の
祭
器
の
類
な
ど
が
多
く
出
、
ま
た
溝
隍
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
樫
栗
の
大
木

が
朽
ち
ず
に
残
っ
た
の
か
埋
も
れ
た
も
の
な
ど
が
数
多
く
出
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
地
が
こ

の
（
神
武
天
皇
の
）
御
陵
で
な
く
て
何
天
皇
の
御
陵
と
い
う
の
か
、
よ
く
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
だ
。

そ
う
す
れ
ば
、（
本
居
宣
長
の
）『
古
事
記
伝
』
も
（
竹
口
英
斎
の
）『
陵
墓
志
』
も
（
蒲
生
君
平
の
）『
山
陵

志
』
も
（
北
浦
定
政
の
）『
打
墨
縄
』
も
、
己
が
望
む
の
に
任
せ
て
説
を
述
べ
た
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
と
ん
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で
も
な
い
道
理
に
外
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

右
の
引
用
の
前
段
の
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
地
形
の
変
化
の
過
程
は
山
本
村
の
「
神
武
田
」
の
周
辺
の
み
に

特
有
な
も
の
で
は
な
く
、
一
般
論
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
大
澤
清
臣
は
後
段
で

は
、「
神
武
田
」
に
お
け
る
個
別
の
事
情
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
文
久
の
修
陵
に
お
け
る
「
神
武
田
」

で
の
普
請
の
際
に
出
土
し
た
祭
器
の
類
が
、「
神
武
田
」
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
れ
ば
、
あ
る
い
は
、「
神
武
田
」
が
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
る
の

に
は
、
こ
の
普
請
の
際
に
出
土
し
た
祭
器
類
が
最
も
重
要
な
証
拠
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
出
土
品

を
被
葬
者
の
特
定
の
た
め
の
重
要
な
拠
り
所
と
す
る
の
は
、
今
日
の
考
古
学
的
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
む
し
ろ

当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
文
久
の
修
陵
前
後
に
お
け
る
神
武

天
皇
陵
を
め
ぐ
る
動
向
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
神
武
田
」
が
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
た
の
は
孝
明
天
皇
の
「
御

達
」
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
決
し
て
「
神
武
田
」
か
ら
の
祭
器
の
類
の
出
土
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
敢
え
て
い
え

ば
他
の
天
皇
陵
か
ら
で
も
、
普
請
の
結
果
祭
器
の
類
が
出
土
す
る
こ
と
は
当
然
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
大
澤
清
臣
は
、
次
の
よ
う
に
『
諸
陵
辨
』
を
結
ぶ
。
原
文
を
引
く
。

か
ゝ
れ
は
古
事
記
伝
も
陵
墓
志
も
山
陵
志
も
打
墨
縄
も
お
の
か
好
む
ま
に
ま
に
説
を
な
さ
る
に
て
み
な
あ
ら
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ぬ
ひ
か
こ
と
ゝ
も
あ
る
こ
と
を
さ
と
る
へ
し

こ
こ
で
大
澤
清
臣
に
よ
る
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
居
宣
長
著
『
古
事
記
伝
』・
竹
口
英
斎
著

『
陵
墓
志
』・
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』・
北
浦
定
政
著
『
打
墨
縄
』
で
あ
る
。
こ
の
内
『
古
事
記
伝
』
に
つ
い

て
い
え
ば
、
大
澤
清
臣
が
『
諸
説
辨
』
で
取
り
上
げ
た
の
は
同
じ
本
居
宣
長
の
著
作
で
も
『
古
事
記
伝
』
で
は

な
く
『
玉
勝
間
』
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
こ
こ
で
は
措
く
。

右
の
著
作
（
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
著
者
）
に
つ
い
て
共
通
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
洞
村
の
「
丸
山
」
を
神
武

天
皇
陵
と
す
る
説
を
展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
大
澤
清
臣
は
こ
れ
ら
の
著
作
を
「
お
の
か
好
む
ま
に

ま
に
説
を
な
さ
る
」
と
批
判
し
、「
み
な
あ
ら
ぬ
ひ
か
こ
と
ゝ
も
あ
る
こ
と
を
さ
と
る
へ
し
」
と
す
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
大
澤
清
臣
は
「
お
の
か
好
む
ま
に
ま
に
説
を
な
さ
る
」
の
は
良
く
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
が
、
学
問
の
対
象
と
し
て
神
武
天
皇
陵
を
論
ず
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
「
お
の
か
好
む
ま
に
ま
に
説

を
な
さ
る
」
と
い
う
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
著
作
（
あ
る
い
は

そ
の
著
者
）
を
批
判
し
た
大
澤
清
臣
自
身
は
、「
お
の
か
好
む
ま
に
ま
に
説
を
な
さ
る
」
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
澤
清
臣
が
『
諸
説
辨
』
の
最
後
に
記
し
た
右
の
文

も
、
こ
の
当
時
に
お
い
て
神
武
天
皇
陵
「
神
武
田
」
説
を
展
開
し
た
人
び
と
の
立
場
を
見
事
に
総
括
し
た
も
の

と
し
て
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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富
岡
鉄
斎
の
書
き
込
み

さ
て
『
諸
説
辨
』
の
著
者
所
蔵
本
に
は
、
末
尾
に
富
岡
鉄
斎
（
百
錬
）（
天
保
七
年
十
二
月
十
九
日
～
大
正

十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
）
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
の
書
き
込
み
か
ら
は
、
著
者
所
蔵
本
の
成
立
の
事

情
や
、
富
岡
鉄
斎
自
身
の
天
皇
陵
の
治
定
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
も
よ
く
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
そ
の
富
岡
鉄
斎
に
よ
る
書
き
込
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
以
下
に
、〔
史
料
編
〕
の
「
翻

刻
」
か
ら
原
文
を
引
用
す
る
。

（
後
筆
）此

巻
は
清
臣
大
和
和
泉
河
内
の
御
陵
を
巡
視
す
と
て
堺
へ
き
た
る
折
か
り
て
冩
し
ぬ
時
は
明
治
十
二
年
四
月

の
初
ニ
な
む
百
錬

又
按
す
る
ニ
此
巻
の
あ
け
つ
ら
ひ
ハ
動
く
ま
し
き
説
と
も
な
く
元
よ
り
此

東
北
の
御
陵
の
地
た
る
議
は

よ
く
信
し
て
疑
は
す
し
て
あ
り
ぬ
べ
し

明
治
廿
二
年
五
月
大
和
髙
市
郡
髙
取
之
西
村
成
卿
（
郷
）橿

原
宮
址
考
并
保
存
事
建
言
ス
御
採
用
ニ
成
ル
地
域
ハ
買

上
其
地
ハ
畝
傍
山
ノ
南
東
字
髙
曽
ト
云
凢
四
千
余
坪

富
岡
百
錬
蔵
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こ
の
内
後
段
の
部
分
は
、
橿
原
神
宮
創
建
に
先
立
つ
橿
原
宮
址
の
買
い
上
げ
に
関
す
る
事
柄
で
あ
り
、
大
澤

清
臣
な
ら
び
に
『
諸
説
辨
』
に
は
直
接
の
関
係
が
な
く
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
前

段
に
つ
い
て
は
、
著
者
所
蔵
本
の
成
立
の
事
情
と
「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
富
岡

鉄
斎
の
考
え
方
を
よ
く
示
し
て
お
り
、
以
降
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
前
段
は
さ
ら
に
、
冒
頭
の
「
此
巻
は
」
以
下
の
部
分
と
、「
又
按
す
る
ニ
」
以
下
の
部
分
に
分
か
れ
る
。

便
宜
上
、
前
者
を
Ａ
、
後
者
を
Ｂ
と
す
る
。

ま
ず
Ａ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
こ
の
巻
（『
諸
説
辨
』）
は
、
大
澤
清
臣
が
大
和
・
和
泉
・
河
内
の
御
陵
を
巡

視
す
る
途
次
に
堺
に
来
た
時
に
借
り
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
四
月
の
初
（
旬
）
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
百
錬
」
と
の
意
味
で
あ
る
。

大
澤
清
臣
に
よ
る
大
和
・
和
泉
・
河
内
出
張
の
旅
程
の
総
て
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
用
意
は
な
い
が
、
そ

の
途
上
に
お
け
る
顕
著
な
動
向
と
し
て
、
堺
県
の
叡
福
寺
（
奈
良
県
南
河
内
郡
太
子
町
）
の
聖
徳
太
子
墓
内
部

の
調
査
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
梅
原
末
治
著
「
聖
徳
太
子
磯
長
の
御
廟
」（
平
安
考
古
会
編
纂
『
聖
徳
太

子
論
纂
』〔
大
正
十
年
三
月
〕）
に
詳
し
い
の
で
、
以
下
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、「
先
生
（
富
岡
鉄
斎
）
の
当
時
の
記
」
に
「
明
治
十
二
年
四
月
廿
二
日
宮
内
省
出
仕
大
澤

清
臣
諸
陵
巡
回
、
且
今
般
御
柵
門
御
造
建
ニ
付
右
御
墓
ノ
窟
中
検
視
ノ
節
今
ニ
窟
中
如
図（

33
）」

と
あ
り
、
大
澤

清
臣
の
聖
徳
太
子
墓
へ
の
巡
回
の
日
程
と
、
こ
の
巡
回
が
「
御
柵
門
」
の
設
置
の
た
め
の
事
前
調
査
で
あ
っ
た
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こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
論
文
に
は
、
こ
の
巡
回
に
宮
内
省
か
ら
六
村
中
彦
が
同
行
し
た
こ
と
、
富
岡
鉄
斎
と

と
も
に
堺
県
令
税
所
篤
が
「
窟
中
検
視
」
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
調
査
の
報

告
書
と
し
て
大
澤
清
臣
・
六
村
中
彦
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
「
聖
徳
太
子
磯
長
墓
実
検
記
」
の
全
文
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。

と
す
れ
ば
右
の
経
緯
は
、
著
者
所
蔵
本
の
『
諸
説
辨
』
の
末
尾
の
富
岡
鉄
斎
に
よ
る
書
き
込
み
に
み
え
る
明

治
十
二
年
四
月
に
、
大
澤
清
臣
が
堺
を
訪
れ
た
折
に
富
岡
鉄
斎
が
大
澤
清
臣
か
ら
『
諸
説
辨
』
を
借
り
て
写
し

た
、
と
い
う
の
と
よ
く
符
合
す
る
。

次
は
Ｂ
で
あ
る
。
こ
の
意
味
は
、「
ま
た
考
え
る
と
、
こ
の
巻
で
の
説
は
変
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
説

で
は
な
い
の
で
、
も
ち
ろ
ん
こ
こ
が
東
北
の
御
陵
（
神
武
天
皇
陵
）
の
地
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
信
じ
て
疑
わ

な
い
よ
う
に
あ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ま
さ
に
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の

富
岡
鉄
斎
の
考
え
方
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
若
干
の
説
明
が
必
要
で
あ

る
。ま

ず
、「
此
巻
の
あ
け
つ
ら
ひ
ハ
動
く
ま
し
き
説
と
も
な
く
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
右
に
掲
げ
た
現
代
文
か

ら
さ
ら
に
進
め
て
解
釈
す
る
。
す
る
と
、「『
諸
説
辨
』
に
お
け
る
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

は
、
不
動
の
も
の
で
も
な
い
」
と
な
る
。
そ
し
て
、「
元
よ
り
此

東
北
の
御
陵
の
地
た
る
議
は
よ
く
信
し
て

疑
は
す
し
て
あ
り
ぬ
べ
し
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
や
は
り
右
の
現
代
文
か
ら
進
め
て
解
釈
を
す
る
。
そ
れ
は
、
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「
も
ち
ろ
ん
こ
の
神
武
田
（
ミ
サ
ン
サ
イ
）
の
地
に
造
営
さ
れ
た
御
陵
が
神
武
天
皇
畝
傍
東
北
陵
の
地
で
あ
る

と
い
う
説
は
、
よ
く
信
じ
て
疑
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
る
。
こ
れ
を
前
提
に
考
え
れ

ば
、
富
岡
鉄
斎
の
本
心
は
神
武
天
皇
陵
「
丸
山
」
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。「（「
神
武
田
」〔
ミ
サ
ン

サ
イ
〕
の
神
武
天
皇
陵
を
）
よ
く
信
じ
て
疑
わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
一
行
は
、
当
然
そ

れ
と
は
異
な
る
説
に
賛
同
す
る
場
合
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
異
な
る
説
の
候
補
は
、

実
際
に
は
「
丸
山
」
し
か
な
い
。

し
か
し
、
富
岡
鉄
斎
と
陵
墓
全
般
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
み
る
と
、
高
木
博
志
著
「
富
岡
鉄
斎
が
顕
彰
す

る
国
史
―
名
教
の
精
神
を
芸
術
に
寓
す
―
」（
史
学
研
究
会
『
史
林
』
第
十
巻
第
一
号
〔
二
〇
一
八
年
一
月
〕）

が
興
味
深
い
視
点
を
提
唱
す
る
。
つ
ま
り
、
後
醍
醐
天
皇
皇
孫
尹
良
親
王
墓
（
長
野
県
伊
那
郡
阿
智
村
浪
合
）

に
つ
い
て
、「
鉄
斎
の
尹
良
親
王
墓
（
後
醍
醐
天
皇
皇
孫
）
の
考
証
に
は
、
た
と
え
被
葬
者
が
誤
っ
て
い
て
も
、

宮
内
省
が
い
っ
た
ん
治
定
す
れ
ば
、
そ
れ
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
認
め
る
と
い
う
、
近
現
代
日
本
に
お
け
る
陵
墓
治

定
体
系
を
受
容
す
る
歴
史
意
識
が
反
映
し
て
い
た（

34
）」

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
本
稿
で
み

て
い
る
神
武
天
皇
陵
の
場
合
に
も
敷
衍
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
結
論
は
、
い
ま
早
急
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
取
り
上
げ
た
大
澤
清
臣
著
『
諸
陵
辨
』
お
よ
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
幕
末
以
降
の
神

武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
動
向
の
中
で
も
微
細
な
局
面
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
み
る
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
大
澤
清
臣
が
『
諸
陵
辨
』
を
著
わ
し
た
動
機
に
は
、
極
め
て
深
刻
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
こ
こ
で
敢
え
て
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
未
だ
や
ま
な
か
っ
た
文
久
の
修
陵
に
際
し
て
山
本
村
の

「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
言
説
へ
の
、
反
論
の
必
要
が
生
じ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
得
た
「
神
武
田
」
に
存
す
る
神
武
天
皇
陵
へ
疑
問
を
呈
す
る
言

説
は
、
そ
の
全
容
は
決
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
大
澤
清
臣
著
『
諸
陵
辨
』
は
、
分

量
も
厚
く
、
か
つ
そ
の
内
容
も
（
決
し
て
今
日
的
な
観
点
か
ら
い
う
の
で
は
な
い
が
）
十
全
な
準
備
の
も
と
に

著
さ
れ
た
と
思
う
に
充
分
な
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
何
ら
か
の
機
会
に
生
じ
た
ほ
ん
の
何

点
か
の
否
定
的
な
言
説
の
た
め
に
だ
け
『
諸
陵
辨
』
が
著
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
、
む
し
ろ
不
自
然
と
さ
え
言

え
る
の
で
は
な
い
か
。

恐
ら
く
は
、「
神
武
田
」
に
存
す
る
神
武
天
皇
陵
に
疑
問
を
呈
し
た
言
説
は
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
た
他
に
も
多
く
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
説
得
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

次
な
る
課
題
は
そ
の
よ
う
な
言
説
の
蒐
集
と
そ
の
研
究
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
困
難
な
作
業
を
伴
な
う
こ
と
と



四
五

「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

な
る
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
治
十
年
代
の
陵
墓
全
般
を
め
ぐ
る
動
向
に
は
ま
だ
ま
だ
明
ら
か
に
出
来
て
い
な
い
事

柄
が
多
い
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
一
連
の
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
動
向
は
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
以
降
、
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
動
向
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
能
う
限
り
の
実
証
を
尽
く
し
、
な
お
こ
れ
に
続
く
議
論
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
1
）
嘉
永
五
年
七
月
「
大
和
国
陵
取
締
方
之
儀
ニ
付
奉
伺
書
付
」（
京
都
町
奉
行
河
野
対
馬
守
通
訓
・
浅
野
中
務
少
輔
長
祚

→
奈
良
奉
行
佐
々
木
信
濃
守
顕
発
）（
東
京
市
役
所
『
東
京
市
史
稿
御
墓
地
篇
』〔
大
正
二
年
十
一
月
、
昭
和
四
十
九
年
六

月
に
臨
川
書
店
よ
り
復
刻
〕
三
十
八
ペ
ー
ジ
）。

（
2
）『
陵
墓
録
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）。

（
3
）「
畧
伝
」
は
後
段
に
大
澤
清
臣
の
「
履
歴
」
を
載
せ
る
が
、
そ
の
一
部
に
年
次
が
錯
綜
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
従
っ

て
以
降
の
記
述
は
、「
畧
伝
」
と
『
人
物
志
』
双
方
の
記
述
を
適
宜
照
ら
し
あ
わ
せ
つ
つ
著
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）『
人
物
志
』
に
よ
る
。

（
5
）「
畧
伝
」
お
よ
び
『
人
物
志
』
に
よ
る
。

（
6
）「
畧
伝
」
に
よ
る
。

（
7
）
没
し
た
日
は
「
畧
伝
」
に
よ
っ
た
。『
人
物
志
』
は
同
月
十
五
日
と
す
る
。

（
8
）
こ
の
時
期
の
群
馬
県
に
お
け
る
豊
城
入
彦
命
墓
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
幕
末
・
明
治
期
の
陵
墓
』（
平
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成
九
年
五
月
、
吉
川
弘
文
館
）
第
三
章
第
二
節
「
豊
城
入
彦
命
を
め
ぐ
る
伝
承
―
上
野
の
総
社
二
子
山
と
前
二
子
山
―
」

等
を
参
照
。

（
9
）
表
Ⅰ
の
註
①
参
照
。

（
10
）
梅
原
「
聖
徳
太
子
磯
長
の
御
廟
」
三
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
11
）「
函
架
番
号
」
と
し
て
「
陵
・
七
〇
三
」、「
刊
写
情
報
」
と
し
て
「
写
、
大
正
12
年
12
月
、
宮
内
省
諸
陵
寮
」
と
あ
る

（
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
）。

（
12
）
識
別
番
号
と
し
て
「
４
０
４
５
０
」
と
あ
る
。
な
お
宮
内
公
文
書
館
本
に
つ
い
て
は
「
利
用
制
限
」
と
し
て
「
一
部
利

用
」
と
あ
り
、「
目
録
名
称
」
と
し
て
「
陵
墓
資
料
（
考
説
・
考
証
資
料
）」
と
あ
る
（
同
シ
ス
テ
ム
）。

（
13
）
金
光
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、「
和
古
書
所
蔵
一
覧
〈
明
治
以
後
〉」
に
「
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
」
は
掲
載

さ
れ
「
明
治
十
八
年
五
月
廿
五
日
青
柳
高
鞆
ぬ
し
の
本
を
借
り
て
写
す
亀
田
加
受
美
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

（
14
）『
橿
原
の
遠
祖
』
二
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
15
）『
神
武
天
皇
御
記
』
は
奥
野
陣
七
の
主
著
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
拙
稿
「
奥
野
陣
七
と
神
武
天
皇
―
神
武
天
皇
陵
と
橿

原
神
宮
の
周
辺
―
」（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
十
七
輯
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
）

を
参
照
。

（
16
）
拙
稿
「
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇
陵
論
」
一
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
17
）
拙
稿
「
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇
陵
論
」
一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（
18
）
拙
稿
「
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇
陵
論
」
一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（
19
）
原
文
は
「
東
西
」。
前
後
関
係
か
ら
み
て
明
ら
か
に
「
東
北
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
改
め
た
。

（
20
）
拙
稿
「
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇
陵
論
」
一
七
〇
～
一
ペ
ー
ジ
。

（
21
）
拙
稿
「
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇
陵
論
」
一
七
一
ペ
ー
ジ
。



四
七

「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

（
22
）
拙
稿
「
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇
陵
論
」
一
七
一
ペ
ー
ジ
。

（
23
）
拙
稿
「
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇
陵
論
」
一
七
五
ペ
ー
ジ
。

（
24
）
拙
稿
「
白
野
夏
雲
の
神
武
天
皇
陵
論
」
一
七
五
～
六
ペ
ー
ジ
。

（
25
）
た
だ
し
、
勿
論
こ
こ
に
本
居
宣
長
の
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
議
論
の
総
て
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

（
26
）「
書
上
」
の
著
者
は
中
條
良
蔵
（
正
言
）・
羽
田
謙
左
衛
門
・
羽
田
半
之
丞
の
三
名
で
あ
る
が
、
中
心
と
な
っ
た
の
は
中

條
良
蔵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
中
條
良
蔵
が
著
し
た
『
庁
攬
』（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
）
は
、
文
久
の
修
陵
に

際
し
て
の
神
武
天
皇
陵
の
普
請
の
現
場
の
詳
密
な
記
録
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
「
書
上
」
の
著
者
を
中
條
良
蔵
（
正

言
）
と
し
て
議
論
を
進
め
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
『
書
説
辨
』
に
お
け
る
表
記
に
従
っ
て
「
書
上
」
と
し
た
が
、
例
え
ば

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
本
（
柳
―
九
七
七
）
は
標
題
（
内
題
）
を
「
御
陵
并
帝
陵
内
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見

伺
書
附
」（
但
し
、「
書
陵
部
所
蔵
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
が
示
す
同
史
料
の
「
書
名
」
お
よ
び
現
物
の
外
題
は
、

「
神
武
天
皇
御
陵
儀
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
候
書
付
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
神
武
天
皇
陵
が
四
條

村
の
「
塚
山
」
か
ら
山
本
村
の
「
神
武
田
」
に
改
め
ら
れ
よ
う
と
さ
れ
る
一
連
の
経
緯
に
お
け
る
本
史
料
の
位
置
が
、「
書

名
」
な
り
外
題
か
ら
は
全
く
伺
い
よ
う
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
）
と
す
る
。

（
27
）『
勤
王
文
庫
第
三
集
山
陵
記
集
』（
大
正
十
年
、
大
日
本
明
道
会
）
二
九
六
ペ
ー
ジ
。

（
28
）
山
川
正
宣
著
『
山
陵
考
畧
』（
大
正
十
三
年
六
月
、
池
田
史
談
会
）「
従
五
位
山
川
正
宣
翁
小
傳
」。

（
29
）
山
川
正
宣
著
『
山
陵
考
畧
』（
大
正
十
三
年
六
月
、
池
田
史
談
会
）
四
ペ
ー
ジ
。

（
30
）
山
川
正
宣
著
『
山
陵
考
畧
』
三
ペ
ー
ジ
。

（
31
）『
飛
鳥
京
跡
関
係
史
料
集
⑵
近
世
紀
行
文
篇
（
昭
和
54
年
度
飛
鳥
京
跡
調
査
概
報
付
録
）』（
昭
和
五
十
五
年
二
月
、
奈

良
県
教
育
委
員
会
）
に
収
録
の
『
卯
花
日
記
』
の
本
文
と
の
比
較
に
よ
る
。

（
32
）
陵
号
の
例
に
つ
い
て
は
、『
諸
説
辨
』
に
は
安
寧
天
皇
陵
・
懿
徳
天
皇
陵
の
例
の
み
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
こ
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と
が
第
六
代
孝
安
天
皇
陵
ま
で
の
陵
号
に
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
33
）
梅
原
「
聖
徳
太
子
磯
長
の
御
廟
」
三
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
34
）
高
木
「
富
岡
鉄
斎
が
顕
彰
す
る
国
史
」
一
八
八
ペ
ー
ジ
。

表
Ⅰ
「
大
澤
清
臣
勘
註
類
一
覧
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
分
）」

（
上
か
ら
、
年
月
日
、
著
者
、
標
題
、（

）
内
は
宮
内
公
文
書
館
に
お
け
る
識
別
番
号
）

明
治
十
年
四
月

大
澤
清
臣

弘
文
天
皇
長
等
山
前
陵
勘
註
（
四
〇
一
八
六
）

明
治
十
年
十
二
月

大
澤
清
臣

能
褒
野
墓
実
検
勘
註
（
四
〇
二
五
五
）

明
治
十
年

大
澤
清
臣

綏
靖
天
皇
桃
花
鳥
田
丘
上
陵
勘
註
（
四
〇
一
七
五
）

明
治
十
一
年
九
月

大
澤
清
臣

山
陵
考
（
三
三
三
〇
〇
）
①

明
治
十
二
年
四
月
二
十
二
日
②

大
澤
清
臣
・
六
村
中
彦

聖
徳
太
子
磯
長
墓
実
検
記
（
四
〇
七
一
四
）
③

明
治
十
二
年
九
月

大
澤
清
臣
・
六
村
中
彦

亀
山
院
天
皇
御
分
骨
所
在
考
（
四
〇
二
三
七
）

明
治
十
二
年
九
月

大
澤
清
臣
・
六
村
中
彦

一
條
天
皇
皇
后
定
子
鳥
戸
野
陵
並
五
御
火
葬
所
調
書
（〔
一
條
天
皇
〕
皇
后
定
子
鳥
戸

野
陵
・〔
醍
醐
天
皇
〕
中
宮
穏
子
火
葬
塚
・〔
円
融
天
皇
〕
皇
太
后
詮
子
火
葬
塚
・〔
後
朱
雀
天
皇
〕
皇
后
禎
子
内
親
王
火
葬
塚
・〔
白

河
天
皇
〕
中
宮
賢
子
火
葬
塚
・〔
堀
河
天
皇
〕
贈
皇
太
后
苡
子
火
葬
塚
）（
四
〇
二
〇
九
）

明
治
十
二
年

大
澤
清
臣
・
六
村
中
彦

崇
賢
門
院
御
墓
所
在
改
案
（
四
〇
七
五
〇
）

明
治
十
三
年
十
二
月

大
澤
清
臣

天
武
天
皇
持
統
天
皇
御
合
葬
檜
隈
大
内
陵
勘
註
（
四
〇
一
八
七
）
④

明
治
十
三
年
十
二
月

大
澤
清
臣
・
大
橋
長
憙

垂
仁
天
皇
皇
子
五
十
瓊
敷
入
彦
命
宇
度
墓
決
定
書
・
景
行
天
皇
皇
子
日
本
武
尊
白
鳥

陵
決
定
書
（
四
〇
二
五
四
）

明
治
十
六
年
九
月
二
十
六
日

大
澤
清
臣

勘
註
鳥
羽
天
皇
皇
女
暲
子
内
親
王
墓
（
四
〇
二
二
八
）
⑤

（
年
月
日
未
詳
）
大
澤
清
臣
・
六
村
中
彦

山
背
大
兄
王
御
墓
勘
註
（
三
三
一
四
五
）

（
年
月
日
未
詳
）
宮
内
省
諸
陵
属
大
澤
清
臣
ノ
記
セ
ル
日
向
可
愛
之
山
陵
（
四
〇
四
四
五
）

（
年
月
日
未
詳
）
大
澤
清
臣

菟う

道じ
の

貝か
い

鮹だ
こ

皇
女
御
墓
考
（
三
三
一
二
八
）
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註①
谷
森
善
臣
著
『
山
陵
考
』（
四
巻
）（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
）
は
、
文
久
の
修
陵
に
お
け
る
陵
墓
治
定
の
根
拠
を
記
し
た
も

の
と
さ
れ
る
が
、
山
城
の
五
十
五
陵
・
大
和
の
三
十
五
陵
に
つ
い
て
記
し
た
の
み
で
あ
る
。
こ
の
大
澤
清
臣
に
よ
る
『
山
陵
考
』
は
、

谷
森
善
臣
の
『
山
陵
考
』
が
記
さ
な
か
っ
た
河
内
（
仲
哀
・
応
神
・
允
恭
・
雄
略
・
清
寧
・
仁
賢
・
安
閑
・
敏
達
・
用
明
〔
附
初
葬
地

事
〕・
推
古
〔
附
初
葬
地
事
〕・
孝
徳
・
後
村
上
天
皇
陵
）・
和
泉
（
仁
徳
・
履
中
・
反
正
天
皇
陵
）・
摂
津
（
継
体
天
皇
陵
）・
丹
波
（
光

厳
・
後
花
園
〔
附
二
ヶ
所
御
分
骨
并
御
火
葬
所
事
〕
天
皇
陵
）
と
、
山
城
（
後
光
厳
院
天
皇
深
草
法
華
堂
〔
附
五
ヶ
所
御
分
骨
并
御
火

葬
所
事
〕・
後
土
御
門
院
天
皇
深
草
法
華
堂
〔
附
三
ヶ
所
御
分
骨
所
并
御
火
葬
所
事
〕）
に
つ
い
て
記
す
。

②
富
岡
鉄
斎
・
大
澤
清
臣
・
六
村
中
彦
が
聖
徳
太
子
墓
の
窟
中
を
実
検
し
た
日
。

③
梅
原
末
治
著
「
聖
徳
太
子
磯
長
の
御
廟
」（
平
安
考
古
会
編
纂
『
聖
徳
太
子
論
纂
』
大
正
十
年
三
月
、
平
安
考
古
会
）
と
拙
稿
「
江
戸
・

明
治
期
の
聖
徳
太
子
墓
」（
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
史
研
究
と
史
料
』
二
〇
〇
五
年
十
月
、
青
史
出
版
）
は
、
そ
の
全
文
を
載
せ
る
。

④
拙
稿
「
天
武
持
統
天
皇
陵
の
改
定
―
見
瀬
丸
山
古
墳
と
野
口
王
墓
古
墳
―
」（
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
中
世
の
政
治
と
文
化
』
平
成

九
年
十
二
月
、
吉
川
弘
文
館
）
は
、『
明
治
十
四
年
公
文
録
宮
内
省
自
一
月
至
三
月
全
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
に
掲
載
さ
れ
た
同
内

容
・
同
著
者
の
「
天
武
天
皇
持
統
天
皇
陵
檜
隈
大
内
陵
所
在
考
」
の
全
文
を
載
せ
る
。

⑤
高
倉
天
皇
中
宮
建
禮
門
院
大
原
西
陵
・
後
醍
醐
天
皇
皇
女
用
堂
墓
の
勘
註
と
合
綴
。

表
Ⅱ
「
大
澤
清
臣
陵
墓
関
連
著
作
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
分
）」

（
上
か
ら
、
年
月
日
、
著
者
、
標
題
、（

）
内
は
図
書
寮
文
庫
に
お
け
る
函
架
番
号
等
）

（
年
月
日
未
詳
）
大
澤
清
臣
等

玉
麓
（〔
景
行
天
皇
皇
后
〕
稲
日
太
郎
姫
御
陵
記
・〔
孝
霊
天
皇
皇
子
〕
大
津
吉
備
津
彦
命
御
墓
記
）

①
（
陵
―
七
七
一
）（
大
正
一
二
写
、
無
窮
会
本
）
①

註①
（

）
内
の
「〔
景
行
天
皇
皇
后
〕
稲
日
太
郎
姫
御
陵
記
・〔
孝
霊
天
皇
皇
子
〕
大
津
吉
備
津
彦
命
御
墓
記
」、
及
び
「
陵
―
七
七
一
」「
大

正
一
二
写
、
無
窮
会
本
」
と
の
記
述
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
増
加
一
』（
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
明
治
書
院
）
に

は
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
シ
ス
テ
ム
」
で
は
欠
落
し
て
い
る
。



五
〇

〔
史
料
編
〕
大
澤
清
臣
著
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
』〔
著
者
所
蔵
本
〕

翻
刻

（
外
題
）

「
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
全
」

畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤
清
臣
述

神
武
天
皇
の
畝
傍
山
東
北
陵
は
山
本
村
の
東
極
す
な
は
ち
畝
傍
山
の
東
北
の
か
た
三
町
半
許
の
所
に
あ
る
神
武

田
と
よ
へ
る
地
に
さ
き
つ
と
し
定
め
給
ひ
し
ハ
ま
こ
と
に
さ
る
へ
き
こ
と
ゝ
仰
き
奉
ら
る
ゝ
を
猶
い
か
に
そ
や

と
疑
ふ
人
も
あ
り
と
か
そ
は
か
の
先
入
と
か
い
へ
る
言
の
主
と
な
れ
る
な
る
へ
し
も
し
其
在
所
の
た
か
ひ
ら
む

に
は
御
陵
の
御
為
に
い
と
も
か
し
こ
き
わ
さ
に
し
あ
れ
ハ
黙
止
も
え
あ
ら
て
先
輩
の
考
説
の
要
を
撮
出
て
其
當

否
を
か
つ
〳
〵
辨
へ
て
さ
て
清
臣
か
お
も
ふ
よ
し
を
も
い
ひ
試
む
と
ハ
す
る
な
り

前
王
廟
陵
記
松
下
見
林
秀
明
か
元

禄
九
年
に
著
さ
る
書
云
東
北
陵
可
二

百
年
一

以
来
壊
為
二

糞
田
一

民
呼
二

其
田
一

字
二

神
武
田
一

暴
汚
之
所
レ

為

可
二

痛
哭
一

也

清
臣
云
中
條
良
蔵
正
言
奈
良
奉
行

所
附
與
力
等
か
安
政
二
年
の
書
上
に
東
北
陵
可
二

百
年
一

以
来
壊
云
々
ト
御
座
候
ヘ
共
慶

長
二
年
ゟ
元
禄
九
年
迄
暦
数
百
年
ニ
相
成
候
山
本
村
検
地
帳
は
文
禄
四
年
ニ
而
慶
長
以
前
ニ
ミ
サ
ン
ザ
イ
ツ

ホ
ネ
ガ
サ
ト
申
田
地
有
之
候
ヘ
ハ
本
文
開
地
年
暦
者
大
凢
之
儀
ニ
而
も
可
有
之
哉
素
々
開
地
年
暦
ハ
不
詳
候

ヘ
共
文
禄
四
年
以
前
ト
相
聞
エ
候
猶
又
神
武
田
者
前
書
ミ
サ
ン
サ
イ
ツ
ホ
ネ
ガ
サ
之
地
ニ
相
當
リ
申
候
と
あ
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り
い
ま
其
検
地
帳
の
写
を
検
る
に
ミ
サ
ン
サ
イ
の
地
合
せ
て
八
反
七
畝
廿
壹
歩
ツ
ホ
ネ
カ
サ
の
地
七
反
三
畝

拾
九
歩
有
畝
二
口
合
せ

て
二
町
歩
除マ
マ

あ
り
て
ま
こ
と
に
こ
の
書
上
に
記
せ
る
か
こ
と
し
然
れ
は
廟
陵
記
に
百
年
は
か
り
と
い
へ

る
は
其
大
概
な
る
こ
と
あ
き
ら
け
し
但
し
ミ
サ
ン
サ
イ
は
ミ
サ
ヽ
キ
と
い
ふ
こ
と
の
訛
転
し
て
存ノ
コ

れ
る
な
る

を
其
あ
さ
な
を
記
し
も
ら
せ
る
ハ
い
と
遺ク
チ

憾ヲ
シ

き
こ
と
な
ら
す
や

御
陵
所
考
此
書
記
者
の
姓
名
を
記
さ
す
さ
れ
と
元
禄
十
一
年
幕
府
の
命

に
て
定
め
た
る
と
所
在
同
し
故
に
如
此
次
第
に
て
記
せ
り

云
四
條
村
小コ

泉セ

堂タ
ウ

村
ノ
東
ニ
ア
リ
字
塚
山
ト
云
畝
傍
山
ノ

東
北
ナ
リ

清
臣
云
此
ハ
四
條
村
よ
り
一
町
半
許
東
の
田
圃
の
中
な
る
冢
山
と
も
冢
根
山
と
も
よ
へ
る
古
墳
の
こ
と
に
て

其
地
畝
火
山
よ
り
東
北
に
そ
當
れ
り
と
其
間
六
町
許
も
隔
り
か
つ
當
時
白カ

檮シ

尾ヲ

と
よ
ひ
し
地
も
其
間
に
あ
れ

は
上
代
と
て
も
畝
傍
山
東
北
陵
な
と
其
山
の
號
を
冠
ら
セ
て
称
ふ
へ
き
地
勢
に
あ
ら
す
こ
は
前
に
い
へ
る
ミ

サ
ン
サ
イ
よ
り
ハ
や
ゝ
其
形
状
の
備
れ
る
に
泥
ミ
て
か
ゝ
る
説
を
な
し
ゝ
も
の
な
る
へ
し

大
和
志
並
川
永
ら
か
享
保
十

九
年
に
著
せ
る
書

云
畝
傍
山
東
北
陵
在
二

四
條
村
祠
廟
在
二

大
窪
村
一

清
臣
云
こ
れ
も
か
の
冢
根
山
を
云
る
に
て
其
當
ら
さ
る
こ
と
前
條
に
い
へ
る
か
如
し
祠
廟
の
こ
と
は
大
久
保

村
の
松
原
為
次
か
家
に
持
傳
へ
た
る
畝
傍
山
古
図
に
其
山
の
東
い
さ
さ
か
北
よ
り
に
御
宮
を
画
き
て
し
ん
む

様
と
標
し
た
る
に
あ
た
れ
り
其
は
今
も
十
二
社
権
現
と
も
神
武
天
皇
の
宮
と
も
唱
へ
て
大
久
保
村
の
産
土
神

の
こ
と
く
斎
奉
れ
る
宮
こ
れ
な
り
但
し
件
の
古
図
ハ
三
百
年
以
前
の
も
の
な
る
へ
く
思
は
る
れ
と
當
地
の
指

図
に
あ
ら
さ
れ
ハ
委
し
き
こ
と
は
記
載
せ
す
然
れ
と
も
記
せ
る
限
り
に
つ
き
て
考
ふ
る
に
い
つ
れ
も
今
の
實
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地
に
符
号
し
て
證
と
な
る
こ
と
い
と
多
し

玉
勝
間
本
居
宣
長
か
寛
政

年
中
に
著
せ
る
書
云
神
武
天
皇
御
陵
は
今
そ
れ
と
申
す
處
清
臣
云
此
ハ
四
條
村
な
る

冢
根
山
の
こ
と
を
い
へ
り
ハ
あ
ら
ぬ
所
に
て
實
は
い
ま
綏

靖
天
皇
の
御
と
申
す
そ
神
武
天
皇
の
御
な
ら
む
と
お
の
れ
考
へ
て
は
や
く
吉
野
の
道
の
日
記
に
し
か
し
る
し
ぬ

る
を
其
後
此
四
五
年
さ
き
に
大
和
國
人
に
竹
口
英
斎
と
い
ふ
か
か
た
り
け
る
ハ
い
ま
綏
靖
天
皇
の
御
陵
と
申
す

ハ
な
ほ
綏
靖
天
皇
の
な
る
へ
く
神
武
天
皇
の
御
ハ
お
の
れ
さ
た
か
に
尋
ね
出
奉
り
た
り
日
本
紀
に
し
る
さ
れ
た

る
に
方
も
よ
く
あ
へ
り
そ
は
畝
傍
山
の
東
北
の
方
の
麓
に
つ
き
て
天
皇
の
宮
と
い
ふ
小
祠
の
あ
る
山
な
り
そ
こ

に
あ
さ
な
を
か
し
と
い
ふ
處
あ
り
古
事
記
に
し
る
さ
れ
た
る
か
し
の
尾
上
て
ふ
名
の
残
れ
る
な
る
へ
し
山
本
村

な
る
神
八
井
耳
命
の
御
墓
山
よ
り
ハ
東
小
泉
堂
村
よ
り
は
南
大
久
保
村
よ
り
は
西
に
て
保
良
村
と
い
ふ
さ
と
の

あ
た
り
な
り

清
臣
云
宣
長
か
こ
の
御
陵
の
所
在
を
何
く
れ
と
論
へ
る
説
古
事
記
傳
に
も
菅
笠
日
記
に
も
み
え
た
れ
と
記
傳

の
説
は
か
の
ミ
サ
ン
ザ
イ
の
地
と
塚
根
山
と
を
混
同
し
て
い
へ
る
説
な
れ
は
も
と
よ
り
取
る
に
た
ら
す
此
玉

勝
間
に
ハ
其
前
の
考
の
當
ら
さ
る
こ
と
を
み
つ
か
ら
こ
と
わ
り
た
れ
ハ
今
は
記
伝
等
の
説
を
は
さ
し
お
き
て

こ
の
玉
か
つ
ま
の
説
を
の
ミ
記
し
つ
詳
な
ら
す
と
な
お
も
ひ
い
ふ
か
り
そ
さ
て
英
斎
か
天
皇
の
宮
と
い
ふ
祠

の
あ
る
山
な
り
と
い
へ
る
は
其
地
の
あ
さ
な
を
も
其
形
状
を
も
い
は
さ
れ
ハ
い
つ
れ
を
さ
せ
り
と
も
わ
き
か

た
か
れ
と
保
良
村
と
い
ふ
さ
と
の
あ
た
り
な
り
と
み
え
た
る
に
合
せ
考
る
に
い
は
ゆ
る
天
皇
宮
ハ
洞
村
な
る

生
玉
社
の
こ
と
ゝ
聞
ゆ
其
社
ハ
む
か
し
も
い
ま
も
生
玉
社
と
の
ミ
唱
へ
て
天
皇
宮
と
い
ひ
し
こ
と
な
し
か
の
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棟
札
に
奉
生
玉
明
神
造
宮
息
災
延
命
福
貴
所
祈
也
寛
文
八
歳
九
月
吉
日
と
記
し
た
る
は
い
と
よ
き
あ
か
し
な

り
け
る
は
た
か
し
と
い
ふ
あ
さ
な
も
あ
ま
ね
く
土
人
に
尋
ね
た
ゝ
し
つ
れ
と
其
山
の
東
北
の
か
た
に
は
さ
ら

に
も
い
は
す
お
よ
そ
畝
傍
山
の
内
に
て
さ
る
あ
さ
な
さ
る
地
は
き
ゝ
も
傳
へ
す
と
そ
さ
れ
ハ
永
斎
か
い
へ
る

こ
と
も
あ
ら
ぬ
ミ
だ
り
説コ
ト

と
そ
お
も
は
る
ゝ

其
ち
か
き
あ
た
り
の
田
地
の
字
に
神
武
田
ま
た
み
さ
ん
さ
い
な
と
ゝ
い
ふ
所
も
あ
り
と
い
ひ
て
す
へ
て
こ
の
畝

傍
山
に
つ
き
た
る
御
陵
と
も
そ
の
あ
た
り
い
と
委
し
く
考
て
書
た
る
圖
を
も
み
せ
た
り
き
同
し
國
の
内
に
て
こ

と
に
近
き
處
な
れ
ハ
し
は
〳
〵
ゆ
き
み
て
考
へ
さ
た
め
た
る
な
り
と
そ
語
り
け
る
こ
れ
を
き
ゝ
み
れ
ハ
お
の
か

さ
き
の
か
ん
か
へ
は
な
ほ
あ
た
ら
す
ま
こ
と
に
此
人
の
い
へ
る
と
こ
ろ
そ
其
な
ら
む
と
お
も
は
る
ゝ

神
武
田
ミ
サ
ン
サ
イ
な
と
よ
へ
る
地
ハ
畝
傍
山
よ
り
三
町
半
許
東
北
の
か
た
に
離
れ
た
れ
ハ
洞
村
な
る
生
玉

社
あ
た
り
の
地
の
證
に
は
と
る
へ
く
も
あ
ら
さ
る
を
や

陵
墓
志
竹
口
英
斎
尚
重
か
寛

政
九
年
に
著
せ
る
書
云
山
本
村
領
保
良
ト
云
フ
所
ニ
段
ニ
築
タ
ル
岡
ア
リ
是
畝
傍
山
ノ
北
ハ
尾
崎
ニ
シ
テ
其

形
南
北
ニ
長
ク
馬

ナ
ル
ア
リ
字
ヲ
カ
シ
フ
ト
云
其
傍
ニ
小
祠
ア
リ
天
王
ト
云
或
コ
レ
ウ
ト
云
按
ル
ニ
カ
シ
フ

ト
ハ
古
事
記
ニ
云
白
梼
尾
ノ
略
梼
尾
ノ
轉
セ
ル
ナ
リ
小
祠
天
王
ト
云
ハ
天
皇
マ
タ
コ
レ
ウ
ト
ハ
御
陵
ナ
ル
ヘ
シ

清
臣
云
こ
は
御
殿

と
も
御
殿
山
と
も
い
ひ
ま
た
北
浦
定
政
か
嘉
永
元
年
に
か
け
る
打
墨
縄
に
は
丸
山
と
も

い
へ
る
地
の
こ
と
な
る
へ
し
其
地
ハ
山
腹
の
い
さ
ゝ
か
平
ら
な
る
の
み
に
て
窪
き
所
も
高
き
所
も
な
く
南
は

す
な
は
ち
髙
く
跱
ち
北
は
た
ゝ
く
た
り
に
卑
く
な
り
て
陵
の
崩
れ
た
る

と
も
み
え
す
ま
た
白カ

梼シ

尾ヲ
ノ

上ウ
ヘ

と
い
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ふ
へ
き
地
勢
に
も
あ
ら
す
又
畝
傍
山
の
東
北
と
指
へ
き
方
隅
に
も
あ
ら
す
ま
た
し
か
段
に
築
た
る
に
も
あ
ら

す
は
た
馬

の
状
備
れ
る
に
も
あ
ら
す
さ
れ
ハ
も
と
よ
り
古
墳
の
疑
あ
る
へ
き
所
な
ら
さ
る
こ
と
あ
き
ら
け

く
な
む
天
王
祠
の
こ
と
は
玉
か
つ
ま
の
説
を
論
へ
る
條
に
既
に
い
へ
る
か
こ
と
し
ま
た
カ
シ
フ
と
い
ふ
あ
さ

な
も
コ
レ
ウ
と
い
ふ
名
も
普
く
尋
ね
つ
れ
と
さ
ら
に
知
れ
る
人
な
く
は
た
さ
る
あ
さ
な
と
も
ハ
土
人
も
き
ゝ

傳
へ
し
こ
と
あ
ら
す
と
そ

又
此
岡
ノ
南
東
ノ
山
ヲ
磐
根
山
ト
云
砥
石
ヲ
出
ス
是
モ
磐
余
山
ノ
轉
ニ
テ
是
モ
段
ニ
築
タ
リ
又
田
地
ノ
字
ミ
サ

ン
ザ
イ
。
シ
ブ
デ
イ
ト
云
モ
何
レ
モ
兆
域
ノ
内
ナ
レ
ハ
也
①

磐
根
山
と
云
る
は
洞
村
北
東
ノ
端ハ
シ

よ
り
山
上
な
る
畝
傍
神
社
に
詣
る
道
の
東
側
に
山
骨
の
隆
起
し
て
露
出
た

る
所
あ
り
土
人
吹フ
キ

上ア
ゲ

と
も
白
土
鼻
と
も
岩
鼻
と
も
よ
へ
り
そ
こ
の
こ
と
な
る
へ
し
か
の
生
玉
社
よ
り
一
町
許

東
い
さ
ゝ
か
南
に
よ
り
た
る
山
腹
の
さ
し
出
た
る
所
な
り
さ
て
其
所
よ
り
砥
石
の
出
る
は
自
然
山
な
る
證
に

て
人
造
の
も
の
な
ら
さ
る
こ
と
い
ち
し
る
き
に
あ
ら
す
や
然
れ
は
磐
余
の
轉
し
た
る
に
も
あ
ら
す
ま
た
段
に

築
た
る
に
も
あ
ら
さ
る
を
い
か
て
か
こ
れ
を
し
も
御
陵
な
ら
む
と
は
お
も
へ
る
此
御
陵
の
説
ハ
も
と
よ
り
此

書
の
内
に
未
考
得
部
②
に
属
す
る
墨
点
を
施
し
た
れ
ハ
と
か
む
へ
き
に
も
あ
ら
さ
れ
と
神
武
田
の
地
を
も
生

玉
社
の
旁
の
岡
の
兆
域
の
内
な
り
と
云
へ
る
は
ま
こ
と
に
い
ふ
に
も
た
ら
ぬ
考
に
て
③
こ
の
御
陵
の
兆
域
ハ

延
喜
諸
陵
式
に
東
西
一
町
南
北
二
町
と
み
え
た
る
を
其
の
四
至
を
た
に
え
さ
と
ら
さ
る
論
ひ
な
り
け
り

山
陵
志
蒲
生
秀
實
か
文
政

年
中
に
著
せ
る
書
云
神
武
陵
在
二

畝
旁
山
東
北
嵎
一

曰
二

白
梼
尾
上
一

按
中
略
尾
上
者
山
嵎
如
尾
者
之
上
今
畝
旁
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山
東
北
嵎
所
三

呼
曰
二

御
陵
山
一

墳
然
而
隆
起
此
也
注
に
大
和
志
以
レ

此
為
二

神
八
井
之
墳
一

神
八
井
之
葬
二

于
畝
旁
山

北
一

雖
二

於
レ

史
有
一
レ

之
其
所
在
山
嵎
平
地
未
レ

詳
二

何
處
一

也
今
妄
認
云
レ

爾
若
果
神
八
井
之
墳
乎
其
位
已
人
臣
又

何
以
傳
謂
二

之
御
陵
一

乎
今
呼
曰
二

御
陵
一

是
土
人
口
碑
素
而
不
レ

偽

清
臣
云
御
陵
山
の
あ
さ
な
の
こ
と
は
北
浦
定
政
か
嘉
永
元
年
に
か
け
る
打
墨
縄
と
い
ふ
書
に
今
其
御
陵
山
ヲ

尋
ヌ
ル
ニ
知
人
ナ
シ
と
ミ
え
中
條
正
言
ら
か
書
上
に
も
此
畝
火
山
内
御
陵
山
ト
申
場
所
穿
鑿
仕
候
ヘ
共
相
知

不
レ

申
候
山
本
村
役
人
洞
村
穢
多
共
相
糺
候
處
畝
火
山
内
ニ
右
体
之
地
名
ハ
聞
傳
も
無
之
旨
申
立
候
云
々
御
陵

山
ト
申
候
儀
ハ
本
文
ニ
土
人
口
碑
ト
有
之
候
ヘ
共
聞
傳
も
無
之
候
間
若
哉
大
和
志
ニ
寄
而
附
會
い
た
し
候
儀

欤
と
記
せ
り
清
臣
も
か
の
地
に
も
の
し
け
る
時
土
地
の
ふ
る
こ
と
ゝ
も
を
よ
く
知
れ
る
人
あ
ま
た
に
何
く
れ
と

問
聞
し
か
と
さ
る
あ
さ
な
と
も
は
聞
傳
へ
さ
る
よ
し
い
つ
れ
も
い
へ
り
き
然
れ
と
も
本
書
に
東
北
嵎
ま
た
墳

然
と
し
て
隆
起
せ
り
な
と
み
え
た
る
に
據
て
考
ふ
る
に
陵
墓
志
に
磐
根
山
と
い
ひ
土
人
吹
上
と
も
白
土
鼻
と

も
岩
鼻
と
も
よ
へ
る
所
の
こ
と
を
し
か
い
へ
る
に
や
其
所
ハ
ま
こ
と
に
東
北
嵎
と
い
ふ
へ
き
方
嵎
な
れ
と
も

か
の
墳
然
と
し
て
隆
起
せ
る
も
の
は
白
色
の
山
骨
の
露
出
た
る
に
て
御
陵
の
疑
あ
る
へ
き
所
な
ら
さ
る
こ
と

陵
墓
志
の
説
を
論
へ
る
條
に
既
に
辨
ふ
る
か
こ
と
し
ま
た
大
和
志
に
神
八
井
耳
命
墓
在
二

山
本
村
一

称
ニ

御
陵

山
一

傍
有
ニ

小
祠
一

曰
ニ

若
井
耳
一

綏
靖
天
皇
四
年
夏
四
月
神
八
井
耳
命
薨
葬
ニ

于
畝
傍
山
北
一

即
此
は
享
保
十
九
年

に
い
へ
る
御
陵
山
の
あ
さ
な
も
若
井
耳
と
い
ふ
小
祠
の
称
も
今
ハ
そ
れ
と
も
聞
え
さ
れ
と
か
の
白
土
鼻
よ
り

西
い
さ
ゝ
か
北
の
か
た
四
町
許
隔
り
た
る
山
本
村
に
あ
り
し
こ
と
明
白
な
る
を
本
書
に
い
へ
る
東
北
嵎
の
地
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を
大
和
志
に
い
へ
る
所
の
こ
と
ゝ
お
も
ひ
ま
か
へ
て
説
を
な
せ
る
は
ま
こ
と
に
あ
か
ぬ
こ
と
に
こ
そ

廟
陵
記
云
畝
傍
山
東
北
陵
百
年
以
来
黎
（
犂
）為

ニ

糞
田
一

名
曰
ニ

神
武
田
一

猶
餘
ニ

数
畝
一

為
ニ

一
封
冢
一

今
問
ニ

其
地
一

果

有
ニ

所
謂
神
武
田
一

然
是
平
地
而
距
ニ

山
嵎
一

東
北
三
町
許
乃
不
レ

合
ニ

尾
上
之
名
一

且
所
謂
餘
ニ

数
畝
一

為
ニ

一
封
冢
一

者
亦
不
レ

在
ニ

神
武
田
一

神
武
田
一
名
ミ
サ
ン
ザ
イ
の
地
に
封
土
の
あ
り
し
こ
と
か
の
中
條
正
言
ら
か
書
上
に

　
　

ミ
サ
ン
ザ
イ
之
内

　
　
　

小
丘
壹
ヶ
所

東
西
三
間
五
尺
南
北
四
間
一
尺
根
廻
リ
拾
間
四
尺
ニ
而
方
形
中
髙
東
西
ヘ
長
相
成
候
中
央
ハ
凢
高
サ

三
尺
許
榎
一
本
荊
木
一
株
芝
草
相
茂
リ
有
之
畝
傍
山
ヘ
方
位
午
ノ
九
分
半
ニ
當
リ
麓
迄
凡
三
町
半
相

隔
申
候

　
　

同
断

　
　
　

芝
地圓

形
之
平
地
ニ
而
根
廻
リ
八
間
五
尺
東
西
二
間
五
尺
五
寸
南
北
同
断
中
央
凢
高
サ
二
尺
樹
木
無
之
草

原
之
地
ニ
御
座
候
右
之
小
丘
ゟ
方
位
辰
方
ニ
當
リ
六
間
一
尺
相
離
御
座
候

と
記
さ
る
に
て
本
書
に
い
へ
る
か
如
く
な
ら
さ
る
こ
と
明
白
な
り

神
武
田
一
名
美
賛
佐
伊
是
美
佐
佐
岐
所
レ

訛
即
謂
ニ

山
陵
一

也
山
陵
與
レ

廟
俗
互
二

其
言
一

今
謂
ニ

神
武
田
一

曰
ニ

美
佐
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佐
岐
一

盖
以
ニ

其
嘗
有
一

廟
焉

ミ
サ
ン
サ
イ
す
な
は
ち
美
佐
邪
伎
乃
訛
轉
な
る
こ
と
い
ふ
ま
て
も
な
し
然
れ
と
も
山
陵
と
い
ふ
こ
と
を
譌
ヨ
コ
ナ
マり

て
ミ
サ
ン
ザ
イ
ニ
サ
ン
ザ
イ
サ
ン
サ
イ
サ
ン
サ
イ
サ
ン
と
い
ひ
あ
る
は
山
陵
の
お
は
し
ま
す
山
ま
た
野
を
御

廟
山
御
廟
山
御
廟
野
御
冢
を
御
廟
冢
な
と
よ
ひ
奉
れ
る
は
常
の
こ
と
に
て
あ
ま
た
聞
な
れ
た
る
こ
と
な
れ
と

御
宮
を
う
ち
ま
か
せ
て
ミ
サ
ヾ
キ
あ
る
は
ミ
サ
ン
サ
イ
な
と
よ
へ
る
こ
と
は
さ
ら
に
〳
〵
例
な
き
こ
と
な
り

然
れ
ハ
土
俗
も
其
言
を
互
に
せ
さ
る
こ
と
あ
き
ら
け
し

相
傳
舊
嘗
有
二

神
武
祠
廟
一

在
二

神
武
田
地
一

昔
年
水
潦
廟
為
二

之
所
一
レ

漂
而
後
遷
二

大
窪
村
一

大
窪
寺
之
趾
有
二

國
源

寺
一

焉こ
れ
も
中
條
正
言
ら
か
書
上
に
昔
年
水
潦
ニ
付
祠
廟
を
大
窪
村
へ
遷
候
ト
之
儀
致
二

穿
鑿
一

候
ヘ
共
山
本
村
大

窪
村
并
地
頭
所
ニ
書
留
又
ハ
申
傳
も
一
切
無
之
旨
申
之
候
畝
火
山
神
宮
文
庫
所
藏
之
古
繪
図
ニ
神
武
天
皇
祠

宮
者
唯
今
之
場
所
ニ
方
位
相
當
清
臣
云
此
ハ
大
久
保
村
の
西
北
の
方
に
斎
ま
つ
れ
る
祠
の
こ

と
に
て
図
面
に
御
宮
を
か
き
て
し
ん
む
と
標
し
た
る
是
な
り
候
間
本
文
之
説
者
難
レ

致
二

信
用
一

候

と
記
せ
る
か
こ
と
し
清
臣
も
其
地
に
も
の
す
る
こ
と
に
例
の
里
老
あ
ま
た
に
し
は
〳
〵
問
試
ミ
し
か
と
む
か
し

よ
り
さ
る
聞
傳
へ
は
さ
ら
に
侍
ら
す
と
そ
は
た
其
神
武
田
の
地
ハ
自
餘
の
田
圃
よ
り
ハ
二
三
尺
は
か
り
も
高

く
侍
れ
ハ
水
の
患
あ
る
へ
き
に
あ
ら
す
ま
た
御
陵
邊
に
櫻
川
と
も
來
目
川
と
も
よ
へ
る
小
川
は
あ
れ
と
し
か

水
の
暴
漲
す
へ
き
許
の
川
に
あ
ら
さ
れ
は
水

の
災
あ
り
し
こ
と
な
く
は
た
さ
る
傳
説
な
き
こ
と
も
い
と
明

白
な
ら
す
や



五
八

又
傳
國
源
寺
亦
嘗
自
二

神
武
田
旁
一

遷
二

于
此
一

據
二

多
武
峯
畧
記
一

有
二

泰
善
法
師
一

天
延
二
年
三
月
十
一
日
行
二

畝

旁
東
北
一

遇
二

一
奇
老
人
一

顧
二

泰
善
一

謂
曰
為
レ

朕
講
二

大
乗
法
一

祷
二

國
家
栄
福
一

朕
是
人
皇
始
祖
言
畢
乃
不
レ

見
泰

善
以
二

此
瑞
一

毎
年
三
月
十
一
日
輙
來
誦
二

法
華
一

故
貞
元
二
年
大
和
守
藤
原
國
光
為
創
二

堂
宇
一

號
二

國
源
寺
一

云
夫

其
説
誕
妄
固
浮
屠
氏
之
常
然
而
其
堂
宇
由
レ

此
創
造
則
神
武
祠
廟
亦
當
レ

在
二

其
寺
中
一

即
神
武
田
旁
曰
二

塔
垣
内
一

就
二

其
名
一

而
考
疑
是
當
時
建
二

塔
廟
一

處
因
称
二

美
佐
佐
岐
一

歟

國
源
寺
は
神
武
田
の
東
傍
塔
の
垣
内
と
よ
ふ
あ
た
り
よ
り
大
久
保
村
あ
た
り
ま
て
の
地
に
あ
り
し
こ
と
あ
き

ら
け
し
其
ハ
か
の
畝
火
山
古
図
に
神
武
天
皇
の
御
宮
の
東
南
の
か
た
に
堂
を
画
き
て
観
音
堂
と
標
せ
り
こ
れ

か
の
神
武
田
の
東
南
大
久
保
村
に
三
間
四
面
の
堂
存ノ
コ

り
て
今
も
國
源
寺
の
観
音
と
よ
へ
る
の
み
な
ら
す
其
地

の
あ
さ
な
な
と
を
考
ふ
る
に
か
の
塔
の
垣
内
の
北
を
北
塔
の
垣
内
南
を
南
塔
の
垣
内
と
よ
ひ
其
南
塔
の
垣
内

の
東
の
地
を
西
金
堂
そ
の
東
を
東
金
堂
そ
の
東
を
門
田
と
よ
ひ
ま
た
其
南
を
松
原
と
よ
ひ
其
南
に
か
の
観
音

堂
の
あ
る
な
と
に
て
い
よ
〳
〵
疑
な
か
る
へ
し
さ
れ
は
藺
笠
乃
雫
に
か
の
御
陵
山
い
ひ
つ
ら
ん
と
て
山
陵
志

に
い
へ
る
説
を
み
な
僻
こ
と
に
こ
そ
と
い
ひ
ま
た
山
川
正
宣
の
山
陵
畧（
考
畧
）考に

山
陵
志
に
は
今
大
久
保
村
な
る

國
源
寺
も
帝
祠
も
初
こ
ゝ
に
清
臣
云
ミ
サ
ン
サ
イ

の
地
の
こ
と
な
り

在
し
な
り
と
い
へ
と
明
證
あ
ら
す
と
い
へ
る
な
と
ま
こ
と
に
さ

る
こ
と
な
り
そ
も
〳
〵
此
山
陵
志
に
い
へ
る
こ
と
ゝ
も
と
其
説
の
要
領
と
せ
る
御
陵
山
の
あ
さ
な
も
土
人
の

口
碑
に
つ
た
は
れ
り
と
い
へ
る
物
か
ら
昔
よ
り
さ
る
こ
と
の
い
さ
ゝ
か
も
聞
え
す
は
た
墳
然
と
し
て
隆
起
せ

り
と
さ
せ
る
地
も
東
北
嵎
に
は
あ
た
り
た
れ
と
前
條
に
い
へ
る
こ
と
く
其
山
の
山
骨
の
露
出
た
る
に
て
砥
石
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の
出
る
に
て
も
自
然
山
な
る
こ
と
あ
き
ら
け
く
は
た
む
か
し
水

に
漂
さ
れ
し
後
大
久
保
村
に
遷
せ
り
と
云

る
御
宮
の
こ
と
も
さ
る
傳
説
あ
る
こ
と
な
け
れ
は
か
の
藺
笠
の
雫
に
い
へ
る
こ
と
く
み
な
甚
し
き
強
説
な
め

れ
ハ
か
く
ひ
た
ふ
る
に
辨
ふ
る
も
よ
し
な
き
か
こ
と
く
お
も
へ
と
世
に
名
た
ゝ
る
人
の
考
説
な
れ
ハ
み
な
人

の
こ
の
書
に
と
り
て
と
か
く
い
へ
る
か
ら
■こ
ち

た
く
お
ほ
ゆ
る
ま
ゝ
に
う
る
さ
き
は
か
り
贅
説
を
も
記
し
て
け

り
処
の
人
人
よ
く
考
え
た
ゝ
し
て
削
り
も
あ
ら
た
め
も
せ
よ
か
し

卯
花
日
記
津
川
長
道
か
文
政
十
二

年
五
月
に
か
け
る
書

云
神
武
天
皇
の
御
陵
を
を
か
ま
む
と
て
先
四
條
村
な
る
塚
根
山
に
ま
う
て
ぬ
畧中
畝

火
山
東
北
の
も
と
洞
村
な
り
此
里
ハ
山
本
村
の
枝
村
に
て
穢
多
の
住
と
こ
ろ
な
り
此
村
の
神
祠
に
ま
う
つ
る
に

祭
神
た
し
か
な
ら
す
里
人
に
と
へ
ハ
生
玉
と
こ
た
ふ
此
よ
り
山
へ
の
ほ
り
て
道
も
な
き
け
は
し
き
坂
を
こ
え
そ

こ
こ
ゝ
と
尋
ね
し
に
こ
の
山
の
東
北
の
尾
上
に
松
た
か
く
し
け
り
て
こ
と
に
髙
き
所
あ
り
里
人
は
白
土
の
鼻
ま

た
は
岩
鼻
と
い
へ
り
見
渡
す
に
何
と
な
く
御
陵
の
さ
ま
と
お
も
は
れ
は
へ
る
大
か
た
此
所
に
た
か
ひ
あ
ら
し
物

を
□
（
と
カ
）お

し
は
か
り
侍
れ
と
な
ほ
旧
證
な
け
れ
は
此
山
を
南
へ
下
り
て
畝
火
村
に
ゆ
き
ぬ
畧中
か
の
村
長
の
翁
あ
さ

な
甚
兵
衛
の
か
へ
り
く
る
に
あ
ひ
ぬ
か
く
て
翁
に
神
武
天
皇
の
御
陵
の
こ
と
尋
侍
り
し
に
翁
い
は
く
こ
の
御
陵

の
こ
と
は
塚
根
山
な
り
と
ふ
る
く
申
傳
へ
公
に
も
さ
た
め
給
ふ
う
へ
ハ
外
に
知
る
へ
き
や
う
も
な
し
さ
れ
と
も

此
あ
た
り
の
ふ
る
き
翁
な
ん
と
も
何
と
や
ら
今
の
所
ハ
事
た
か
ひ
た
る
や
う
に
申
も
な
き
に
は
あ
ら
す
と
い
ふ

さ
ら
は
此
山
の
中
の
あ
さ
な
に
も
し
も
か
し
の
尾
白
か
し
な
ん
と
い
ふ
處
は
な
き
に
や
と
と
ふ
に
畧中
此
山
の
北

の
は
し
東
の
す
ミ
に
白
か
し
と
申
處
ハ
あ
る
な
り
さ
ら
ハ
道
し
る
へ
し
て
ん
と
畧中
翁
に
し
た
か
ひ
て
行
に
此
山
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の
東
方
の
大
道
を
ひ
た
と
北
へ
ゆ
き
て
北
の
す
み
洞
村
の
上
に
竹
む
ら
の
あ
る
處
を
ゝ
し
へ
て
こ
ゝ
そ
白
か
し

と
い
ふ
所
な
り
畝
火
村
と
山
本
村
と
の
領
さ
か
ひ
な
り
と
云
こ
は
さ
き
に
見
つ
る
白
土
の
鼻
ま
た
は
岩
鼻
と
い

ふ
處
な
り
又
此
あ
た
り
の
村
里
に
郷
踊
と
い
ふ
こ
と
あ
り
て
畝
火
の
神
に
ね
き
こ
と
し
て
そ
の
願
み
ち
ぬ
れ
は

村
々
よ
り
い
て
ゝ
大
踊
を
な
す
こ
と
あ
り
年
毎
に
あ
る
に
は
あ
ら
さ
れ
と
も
二
十
年
三
十
年
に
は
か
な
ら
す
あ

る
こ
と
な
り
其
時
に
ハ
此
處
に
て
お
と
り
を
す
る
こ
と
ふ
る
き
た
め
し
と
な
り
た
る
と
そ
此
處
の
あ
り
さ
ま
山

に
そ
ひ
て
す
こ
し
き
平
地
に
し
て
何
さ
ま
い
に
し
へ
の
宣
命
所
な
る
へ
し
と
み
へ
た
り
さ
て
こ
そ
い
よ
〳
〵
此

處
に
た
か
ひ
な
し
と
さ
た
め
ぬ

清
臣
云
吹
上
ま
た
白
土
鼻
岩
鼻
と
い
へ
る
所
ハ
陵
墓
志
に
磐
根
山
と
記
し
山
陵
志
に
御
陵
山
と
い
へ
る
所
の

こ
と
に
て
い
つ
れ
も
其
條
に
委
し
く
云
る
か
こ
と
し
ま
た
白
か
し
の
あ
さ
な
の
こ
と
は
中
條
正
言
ら
か
書
上

に
畝
火
村
甚
兵
衛
儀
白
土
鼻
を
白
か
し
と
申
候
者
長
道
の
尋
を
請
て
白
か
し
と
附
會
之
儀
を
答
候
事
欤
又
ハ

上
古
畝
火
山
の
東
北
は
惣
而
廣
く
白
梼
原
之
都
ニ
附
屬
之
地
ニ
而
白
梼
原
白
梼
尾
上
ト
称
候
を
略
言
謬
傳
い

た
し
白
か
し
と
申
候
儀
ニ
而
も
可
有
之
哉
畧中
何
れ
共
難
斗
御
座
候
間
明
證
ニ
ハ
相
成
間
敷
哉
ト
奉
存
候
と
云

る
か
如
し
清
臣
も
白
か
し
の
あ
さ
な
に
は
か
ら
れ
し
こ
と
あ
り
し
か
な
ほ
あ
ま
た
の
里
老
に
と
ひ
て
ま
こ
と
に

し
か
よ
へ
る
所
の
な
き
こ
と
を
さ
と
り
し
こ
と
あ
り
き
す
へ
て
か
ゝ
る
す
ち
の
あ
さ
な
と
も
そ
國
々
の
人
も

其
地
あ
た
り
に
も
の
す
と
て
ハ
何
く
れ
と
尋
ね
と
ふ
人
の
多
か
る
を
き
ゝ
た
も
ち
ゐ
て
さ
て
あ
り
こ
し
あ
さ

な
の
如
く
お
の
れ
ほ
こ
り
か
に
か
た
る
さ
か
し
ら
人
も
ま
ゝ
あ
る
こ
と
な
り
ま
こ
と
に
こ
ゝ
ろ
す
へ
き
こ
と
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な
り
け
り

打
墨
縄
北
浦
定
政
か
嘉
永

元
年
に
か
け
る
書
畝
火
山
の
東
北
を
洞
村
と
い
ふ
其
村
の
上
に
あ
り
字
丸
山
と
よ
ふ

清
臣
云
こ
の
丸
山
の
こ
と
は
玉
勝
間
の
説
に
畝
火
山
の
東
北
の
方
の
麓
に
つ
き
て
天
皇
の
宮
と
い
ふ
祠
の
あ

る
山
な
り
云
々
山
本
村
な
る
神
八
井
耳
命
の
御
墓
山
よ
り
ハ
東
小
泉
堂
村
よ
り
ハ
南
大
久
保
村
よ
り
は
西
に

て
保
良
村
と
い
ふ
さ
と
の
あ
た
り
な
り
と
い
ひ
陵
墓
志
に
は
山
本
村
領
保
良
ト
云
フ
所
ニ
段
ニ
築
タ
ル
岡
ア

リ
云
々
な
と
い
へ
る
所
の
こ
と
に
あ
た
れ
り
其
ハ
里
俗
に
御
殿

と
も
御
殿
山
と
も
い
ま
は
丸
山
と
も
よ
へ

る
所
に
て
其
地
の
御
陵
な
ら
さ
る
こ
と
は
其
書
の
こ
と
を
論
へ
る
條
に
既
に
い
へ
る
か
こ
と
し
但
し
丸
山
と

い
ふ
あ
さ
な
は
玉
か
つ
ま
に
も
陵
墓
志
に
も
し
か
し
る
さ
れ
す
は
た
今
の
土
人
の
あ
ま
ね
く
し
か
よ
へ
る
に

も
あ
ら
さ
る
を
お
も
へ
は
も
し
は
定
政
か
設
け
し
名
に
は
あ
ら
さ
る
か

山
陵
志
ニ
神
武
陵
ハ
畝
火
山
ノ
東
北
ノ
嵎
ヲ
呼
テ
御
陵
山
ト
云
所
其
下
ヲ
洞
村
ト
云
ト
ア
レ
ト
今
其
御
陵
山
ヲ

尋
ヌ
ル
ニ
知
人
ナ
シ
但
シ
此
丸
山
ヲ
古
ヘ
御
陵
山
ト
呼
シ
カ

御
陵
山
と
い
ふ
あ
さ
な
畝
傍
山
の
内
に
さ
ら
に
聞
え
さ
る
あ
さ
な
ゝ
る
こ
と
山
陵
志
の
説
を
論
へ
る
條
に
既

に
い
へ
る
か
如
し
但
し
山
陵
志
に
い
へ
る
御
陵
山
は
土
人
の
吹
上
と
も
白
圡
鼻
と
も
よ
へ
る
所
の
こ
と
に
て

丸
山
の
こ
と
に
は
あ
ら
す
其
は
畝
旁
山
東
北
嵎
ま
た
墳
然
而
隆
起
な
と
い
へ
る
に
て
さ
と
る
へ
し
さ
は
い
へ

と
御
陵
山
と
い
へ
る
所
の
さ
た
か
な
ら
さ
る
よ
り
い
と
紛
ら
は
し
く
聞
ゆ
れ
は
丸
山
を
さ
し
て
い
へ
る
な
ら

む
と
量
り
か
た
し
さ
れ
と
い
つ
れ
に
て
も
當
り
か
た
き
こ
と
既
に
前
に
い
へ
る
か
如
し
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此
丸
山
ノ
側
ニ
神
功
皇
后
ノ
小
社
ア
リ
コ
ハ
神
武
社
ヲ
後
世
神
功
社
ト
傳
ヘ
誤
レ
ル
カ

丸
山
の
東
旁
な
る
小
社
は
む
か
し
も
今
も
生
玉
社
と
よ
ひ
て
神
功
社
と
よ
へ
る
こ
と
な
く
は
た
神
功
皇
后
を

齋
き
ま
つ
れ
る
に
も
あ
ら
す
然
れ
ハ
後
世
し
か
傳
へ
誤
れ
る
に
も
あ
ら
さ
る
こ
と
あ
き
ら
け
し
此
社
の
こ
と

も
玉
勝
間
の
説
を
論
へ
る
條
に
既
に
委
し
く
云
へ
り

此
小
社
ノ
祭
礼
ハ
九
月
十
二
日
ナ
リ
則
神
武
天
皇
ヲ
此
畝
火
山
ノ
東
北
陵
ニ
葬
奉
リ
シ
月
日
ニ
ア
タ
レ
リ

中
條
正
言
ら
か
書
上
に
毎
年
九
月
十
三
日
者
畝
火
神
宮
祭
礼
ニ
而
郷
中
村
人
共
野
業
相
休
候
ニ
付
穢
多
共
儀

も
同
様
生
玉
社
ヘ
造
酒
燈
明
等
を
献
備
い
た
し
祭
居
候
と
み
ゆ
然
れ
ハ
九
月
十
二
日
な
ら
さ
る
こ
と
あ
き
ら

け
く
は
た
東
北
陵
に
葬
奉
り
し
乙
卯
朔
丙
寅
〔
即
十
二
日
〕
の
日
に
當
ら
さ
る
こ
と
も
い
と
〳
〵
着
ア
キ
ラ
ケ
キ

明
に
あ

ら
す
や

此
他ホ
カ

に
も
水
島
永
政
か
山
陵
考
中
盛
彬
か
山
陵
考
山
川
正
宣
か
玉
た
す
き
ま
た
同
人
の
山
陵
畧
考
北
浦
定
政

か
山
陵
精
考
な
と
い
ふ
も
あ
れ
と
い
つ
れ
も
古
事
記
傳
山
陵
志
な
と
に
よ
り
て
説
を
な
せ
る
も
の
な
れ
ハ
其

根
本
た
る
説
を
辨
へ
つ
る
上
は
其
枝
葉
を
と
か
く
論
ふ
も
い
た
つ
ら
こ
と
な
れ
は
み
な
は
ふ
ま
ぬ
さ
て
ハ
人
々

の
考
説
と
も
の
要
を
あ
ら
ま
し
論
ひ
辨
へ
つ
れ
ハ
今
ハ
清
臣
か
お
も
ふ
よ
し
を
も
書
つ
ら
ね
て
諸
君
の
意
見
を

聞
む
と
す
そ
の
考
は

東
北
陵
ハ
土
人
慈
明
寺
山
ま
た
御オ

峯ミ
ネ

山ヤ
マ

な
と
よ
へ
る
山
の
東ウ
シ

北ト
ラ

の
か
た
三
町
許
に
あ
た
り
て
廣
さ
方
一
町
許
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の
地
の
あ
さ
な
を
ミ
サ
ン
サ
イ
と
よ
ひ
其
北
に
な
ら
へ
る
地
ま
た
廣
さ
方
一
町
許
を
ツ
ホ
ネ
カ
サ
と
よ
ふ
其
ミ

サ
ン
サ
イ
ツ
ホ
ネ
カ
サ
の
地
あ
は
せ
て
東
西
一
町
南
北
二
町
許
あ
る
を
神
武
田
と
よ
ひ
来
れ
り
こ
れ
か
の
廟
陵

記
に
東
北
陵
可
二

百
年
一

以
来
壞
為
二

糞
田
一

字
二

神
武
田
一

と
い
ひ
ま
た
川
路
左
衛
門
尉
聖
謨
か
奈
良
奉
行
な
り
し

と
き
嘉
永
二
年
に
か
け
る
山
陵
考
に
も
こ
の
ミ
サ
ン
サ
イ
の
地
を
御
陵
と
さ
た
め
て
「
今
も
な
ほ
そ
れ
と
さ
た

か
に
し
ら
か
し
の
か
し
こ
き

は
世
に
の
こ
り
け
り
」
と
い
ひ
お
け
り
し
所
に
て
其
田
圃
の
あ
さ
な
と
も
に
ミ

サ
ン
サ
イ
と
も
神
武
田
と
も
的タ
シ
カ確

に
い
ひ
傳
へ
き
て
い
と
ま
さ
し
き

所
と
お
も
は
る
ゝ
を
前
條
に
撮
出
さ

る
ゝ
と
き
説
の
出
こ
し
本
源
ハ
古
事
記
に
白
梼
尾
上
と
記
し
て
古
写
本
に
も
カ
シ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
寛
永
廿
一
年
の
刻
本
に
は

シ
ラ
カ
シ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
と
訓

た
れ
と
し
ら
か
し
の

尾
上
と
ハ
よ
は
す

鼇
頭
本
出
口
延
佳
か
校
正
せ

る
貞
享
四
年
の
刻
本
に
も
カ
シ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
と
よ
み
た
る
を
本
居
宣
長
か
か
し
の
尾
上
と
よ
み
て

さ
て
其
尾
上
の
地
理
の
こ
と
を
と
か
く
論
ひ
し
よ
り
世
に
學
者
と
よ
は
る
る
人
た
ち
い
つ
れ
も
髙
き
尾
上
と
い

ふ
へ
き
地
勢
な
ら
て
ハ
と
ひ
た
ふ
る
に
其
訓ヨ
ミ

を
信タ
ノ

み
し
よ
り
の
こ
と
な
り
け
り
か
の
藺
笠
の
雫
に
猶
此
道
を
二

町
許
北
へ
ゆ
け
ハ
道
の
西
手
に
畑
の
な
か
に
半
町
許
の
ほ
と
耕
さ
す
あ
ら
し
た
る
は
か
の
丸
山
よ
り
み
え
た
る

所
に
て
ミ
サ
ン
サ
イ
と
よ
ふ
畑
な
る
を
こ
ぞ
公
よ
り
田
作
る
こ
と
を
禁ト
ヾ

め
さ
セ
給
へ
り
と
そ
畧中
今
こ
の
田
地
も

尾
上
と
い
ふ
へ
き
地
に
あ
ら
す
又
陵
の
形カ
タ
チ状

も
亡ウ
セ

は
て
た
れ
と
今
も
神シ

武フ

田デ

と
よ
ひ
御
ミ
サ
ン
サ
イ

陵
と
い
ひ
傳
へ
き
て
正

し
く
御
陵
の

な
る
こ
と
著
く
ま
た
日
本
紀
延
喜
式
な
と
に
東
北
陵
と
あ
る
に
も
よ
く
合
へ
れ
ハ
こ
ゝ
や
実
の

神
武
天
皇
の
畝
傍
山
東
北
陵
な
ら
む
か
し
さ
て
ま
た
お
も
ふ
に
古
事
記
な
る
白
梼
尾
上
も
白
梼
の
尾
上
と
よ
め

る
か
故
に
山
の
尾
上
の
こ
と
く
も
聞
な
せ
る
れ
と
白
梼
尾
の
上
と
讀
ミ
て
む
に
は
此
邊
の
地
名
と
な
れ
は
地
の



六
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高
か
ら
ぬ
も
何
て
ふ
こ
と
か
あ
ら
む
日
本
紀
延
喜
式
に
は
他
の
御
陵
の
こ
と
く
丘
上
と
も
尾
上
と
も
な
く
て

た
ゝ
東
北
陵
と
の
み
記
さ
れ
た
る
ハ
む
か
し
よ
り
此
御
陵
の
髙
き
地
に
あ
ら
さ
り
し
一
つ
の
証
ア
カ
シと

も
い
ふ
へ
く

や
と
い
へ
る
は
ま
こ
と
に
う
こ
く
ま
し
き
説
に
て
日
本
紀
に
安
寧
天
皇
の
御
陵
を
畝
傍
山
南
御
陰
井
上
陵
延
喜

式
に

ハ
畝
傍
山

西
南
云
々
と
記
し
懿
徳
天
皇
の
御
陵
を
畝
傍
山
南
纎
沙

上
陵
な
と
ゝ
記
さ
れ
し
例
に
よ
ら
ハ
こ
の
御
陵
も
畝
傍

山
東
北
橿
尾
上
陵
と
記
さ
る
へ
き
に
た
ゝ
畝
傍
山
東
北
陵
と
の
み
記
さ
れ
し
ハ
山
の
尾
上
と
ま
か
は
し
め
ま
じ

そ
の
撰
者
の
心
し
ら
じ
な
ら
む
と
さ
へ
お
も
は
る
ゝ
を
や
よ
し
や
さ
る
こ
と
な
ら
す
と
も
古
事
記
の
古
写
本
鼇

頭
本
な
と
に
カ
シ
ノ
ウ
ヘ
と
よ
み
た
る
訓ヨ
ミ

に
よ
ら
は
其
か
し
尾
ハ
一
區
の
地
名
と
な
る
に
あ
ら
す
や
其
は
よ
ろ

つ
の
こ
と
素
朴
な
る
世
な
り
し
か
ハ
い
と
盛
大
に
築
上
た
り
し
御
陵
に
は
あ
ら
さ
り
し
か
ら
に
二
千
餘
年
を
経

に
け
る
其
間
に
は
四
邊
の
地
を
田
に
墾ハ

る
と
て
ハ
樹
木
を
伐キ
リ

採ト

リ
荊
棘
を
か
り
は
ら
ひ
田
畑
を
つ
く
る
と
て
そ

小
川
を
ト

通ホ

し
小
溝
を
掘
切
な
と
し
て
潅
漑
の
便
を
な
し
或
は
畝
傍
山
の
山
腹
に
洞
村
な
と
い
ふ
村
落
の
い
て

き
し
よ
り
山
脈
は
ま
す
〳
〵
立
は
な
れ
土
地
は
日
こ
と
に
低
く
な
り
も
て
行
て
前
條
に
い
へ
る
如
く
文
禄
年
間

に
既
に
田
畑
に
な
り
た
れ
ハ
い
に
し
へ
の
地
勢
の
さ
な
か
ら
残
る
へ
き
理
あ
ら
め
や
然
れ
と
も
其
地
勢
は
ミ
な

か
ら
變カ
ハ

り
果
す
し
て
其
山
麓
よ
り
御
陵
ま
て
の
地
ハ
む
か
し
蜿
延
し
た
り
し
あ
り
さ
ま
の
田
畑
に
な
れ
る
な
か

ら
に
今
も
か
つ
〳
〵
残
り
は
た
御
陵
の
封
土
も
み
な
か
ら
亡ウ
マ

果ハ
テ

す
し
て
か
の
ミ
サ
ン
サ
イ
の
地
に
い
さ
ゝ
か
存ノ
コ

り
は
た
其
ミ
サ
ン
サ
イ
と
も
神
武
田
と
も
ひ
来
れ
る
地
は
ま
さ
し
く
畝
傍
山
の
東
北
に
あ
た
り
か
つ
さ
き
つ
と

し
修
陵
の
こ
と
あ
り
し
と
き
四
邊
よ
り
古
代
の
祭
器
の
類
な
と
あ
ま
た
い
て
ま
た
溝
隍
の
あ
り
し
と
お
ほ
し
く



六
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て
樫
栗
の
大
木
の
朽
す
残
れ
る
か
埋
も
れ
た
る
な
と
あ
ま
た
い
て
た
り
き
こ
れ
ら
を
お
も
へ
は
其
地
こ
の
御
陵

な
ら
す
し
て
何
帝
の
御
陵
と
か
い
は
む
よ
く
考
ふ
へ
き
こ
と
な
り
か
し
か
ゝ
れ
は
古
事
記
傳
も
陵
墓
志
も
山
陵

志
も
打
墨
縄
も
お
の
か
好
む
ま
に
ま
に
説
を
な
さ
る
に
て
み
な
あ
ら
ぬ
ひ
か
こ
と
ゝ
も
あ
る
こ
と
を
さ
と
る
へ

し
明
治
十
一
年
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤
清
臣

（
富
岡
鉄
斎
筆
）

此
巻
は
清
臣
大
和
和
泉
河
内
の
御
陵
を
巡
視
す
と
て
堺
へ
き
た
る
折
か
り
て
冩
し
ぬ
時
は
明
治
十
二
年
四
月
の

初
ニ
な
む
百
錬

又
按
す
る
ニ
此
巻
の
あ
け
つ
ら
ひ
ハ
動
く
ま
し
き
説
と
も
な
く
元
よ
り
此

東
北
の
御
陵
の
地
た
る
議
は
よ

く
信
し
て
疑
は
す
し
て
あ
り
ぬ
べ
し

明
治
廿
二
年
五
月
大
和
髙
市
郡
髙
取
之
西
村
（
内
）成

卿
（
郷
）橿

原
宮
址
考
并
保
存
事
建
言
ス

御
採
用
ニ
成
ル
地
域
ハ

買
上
其
地
ハ
畝
傍
山
ノ
南
東
字
髙
曽
ト
云
凢
四
千
余
坪

富
岡
百
錬
蔵

【
註
】



六
六

翻
刻
に
際
し
て
は
、
変
体
仮
名
は
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
か
な
に
直
し
、
漢
字
の
旧
字
体
や
異
体
字
は
な
一

部
を
除
い
て
な
る
べ
く
残
し
た
。
ま
た
、
原
史
料
に
な
い
読
点
は
補
わ
な
か
っ
た
。
①
②
③
は
注
で
あ
る
。

現
代
語
訳

（
外
題
）

「
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
全
」

畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
全　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤
清
臣

・
神
武
天
皇
の
畝
傍
山
東
北
陵
は
、
山
本
村
の
東
の
限
、
つ
ま
り
畝
傍
山
の
東
北
の
方
三
町
半
許
り
に
あ
る
「
神

武
田
」
と
い
う
地
に
先
年
お
定
め
に
な
ら
れ
た
の
は
、
本
当
に
そ
う
な
っ
て
相
応
し
い
こ
と
と
仰
ぎ
奉
っ
て

い
る
が
、
な
お
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思
う
人
も
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
あ
の
「
先
入
」
と
か
い

う
「
言
の
主
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
そ
の
（
神
武
天
皇
陵
の
）
場
所
が
間
違
っ
て
い
る
の
な
ら
（
神

武
天
皇
の
）
御
陵
の
為
に
と
て
も
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
り
黙
っ
て
い
る
こ
と
も
で
き
ず
、
先
輩
の
考
説
の
要

点
を
抄
出
し
て
そ
れ
が
当
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
と
も
か
く
も
判
断
し
て
、
そ
し
て
自
分
（
大
澤
清
臣
）
が

思
う
と
こ
ろ
を
い
お
う
と
思
う
。

・
松
下
見
林
（
秀
明
）
が
元
禄
九
年
に
著
し
た
『
前
王
廟
陵
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
東
北
陵
（
神
武
天

皇
陵
）
は
百
年
ほ
ど
前
か
ら
壊
さ
れ
て
「
糞
田
」
と
な
り
、
民
は
そ
の
田
を
呼
ん
で
「
神
武
田
」
と
字
す
る
。
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「
暴
汚
」
の
な
す
所
、「
痛
哭
」
す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
自
分
（
大
澤
清
臣
）
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
奈
良
奉
行
所
附
与
力
の
中
條
正
言
の
安
政
二
年
の
『
書
上
』

に
、（『
前
王
廟
陵
記
』
に
は
）「
東
北
陵
は
百
年
ほ
ど
前
か
ら
壊
さ
れ
て
云
々
」
と
あ
る
が
、
慶
長
二
年
か
ら

元
禄
九
年
ま
で
は
年
数
が
百
年
に
な
る
。
山
本
村
の
「
検
地
帳
」
は
文
禄
四
年
で
慶
長
以
前
に
「
ミ
サ
ン
ザ

イ
」「
ツ
ホ
ネ
ガ
サ
」
と
い
う
田
地
は
あ
る
の
で
、（『
前
王
廟
陵
記
』
の
）
本
文
で
は
開
地
の
年
代
は
不
詳
で

あ
る
も
の
の
文
禄
四
年
以
前
と
思
わ
れ
る
。
な
お
ま
た
、「
神
武
田
」
は
前
出
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」「
ツ
ホ
ネ

ガ
サ
」
の
地
に
当
る
と
あ
り
、
い
ま
そ
の
「
検
地
帳
」
の
写
を
検
討
す
る
と
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
地
は
合
せ

て
八
反
七
畝
二
十
一
歩
で
「
ツ
ホ
ネ
カ
サ
」
の
地
は
七
反
三
畝
十
九
歩
（
有あ
り

畝せ

〔
実
際
の
面
積
〕
二
口
を
合

せ
て
二
町
歩
余
）
あ
り
、
実
に
こ
の
「
書
上
」
に
記
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
ば
、『
前
王
廟
陵
記
』

に
「
百
年
ほ
ど
」
と
い
う
の
は
大
よ
そ
の
こ
と
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
は

「
ミ
サ
ヽ
キ
」
と
言
う
の
が
訛
っ
て
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
字
を
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
と
て
も
残

念
な
こ
と
で
あ
る
。

・『
御
陵
所
考
』（
著
者
の
姓
名
は
記
さ
な
い
が
、〔
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
は
〕
元
禄
十
一
年
に
幕
府
の
命
で
定

め
た
場
所
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
〔
こ
こ
に
〕
記
し
た
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。（
神
武
天
皇

陵
は
）
四
條
村
・
小こ

泉せ

堂ど
う

村
の
東
に
あ
る
。「
字
塚
山
」
と
い
い
畝
傍
山
の
東
北
で
あ
る
。

・
自
分
（
大
澤
清
臣
）
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
こ
れ
（「
字
塚
山
」）
は
四
條
村
か
ら
一
町
半
ば
か
り
東
の
田



六
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圃
の
中
の
「
冢
山
」
と
も
「
冢
根
山
」
と
も
い
う
「
古
墳
」（
古
い
時
代
の
貴
人
の
墓
）
の
こ
と
で
、
そ
の
地

は
畝
火
山
か
ら
東
北
に
当
る
と
い
う
。
そ
の
間
は
六
町
許
り
も
隔
た
り
、
か
つ
今
で
は
「
白か

檮し

尾お

」
と
い
う

地
も
そ
の
間
に
あ
る
の
で
、
上
代
で
あ
っ
て
も
「
畝
傍
山
東
北
陵
」
な
ど
と
そ
の
山
の
名
称
を
冠
し
て
い
う

よ
う
な
地
勢
で
は
な
い
。
こ
れ
は
前
に
み
た
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
よ
り
は
若
干
そ
の
形
状
が
備
わ
っ
て
い
る
の

に
こ
だ
わ
っ
て
こ
の
よ
う
な
説
を
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
並
川
永
ら
が
享
保
十
九
年
に
著
し
た
『
大
和
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
畝
傍
山
東
北
陵
（
神
武
天
皇
陵
）

は
四
條
村
に
あ
り
、（
そ
の
）
祠
廟
は
大
窪
（
大
久
保
）
村
に
あ
る
。

・
自
分
（
大
澤
清
臣
）
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
こ
れ
も
あ
の
「
冢
根
山
」
を
い
う
の
で
、
そ
れ
が
当
っ
て
い

な
い
こ
と
は
前
の
条
で
い
っ
た
通
り
で
あ
る
。
祠
廟
の
こ
と
は
、
大
久
保
村
の
松
原
為
次
の
家
に
伝
え
ら
れ

た
「
畝
傍
山
古
図
」
に
そ
の
山
の
東
の
若
干
北
寄
り
に
御
宮
を
画
い
て
「
し
ん
む
様
」
と
示
し
た
の
に
当
る
。

そ
れ
は
今
も
、「
十
二
社
権
現
」
と
も
「
神
武
天
皇
の
宮
」
と
も
い
っ
て
大
久
保
村
の
産
土
神
の
よ
う
に
斎
き

奉
っ
て
い
る
宮
で
あ
る
。
但
し
そ
の
古
図
は
三
百
年
以
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
当
地
の
指
図
で
作
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
記
さ
れ
た
限
り
の
こ
と
に
つ
い
て

考
え
る
と
ど
れ
も
現
在
の
実
地
に
よ
く
合
い
、
證
と
な
る
こ
と
が
と
て
も
多
い
。

・
本
居
宣
長
が
寛
政
年
中
に
著
し
た
『
玉
勝
間
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
神
武
天
皇
陵
は
今
そ
の
よ
う
に
い

う
所
（
大
澤
清
臣
が
い
う
、
四
條
村
の
「
冢
根
山
」
の
こ
と
を
い
う
）
は
間
違
っ
て
い
る
所
で
、
実
は
今
綏
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靖
天
皇
陵
と
い
う
所
（
ス
イ
セ
ン
塚
古
墳
）
が
神
武
天
皇
の
御
陵
と
自
分
（
本
居
宣
長
）
は
考
え
て
、
す
で

に
『
吉
野
の
道
の
日
記
』
に
そ
の
よ
う
に
記
し
た
が
、
そ
の
後
四
～
五
年
前
に
大
和
国
の
人
竹
口
英
斎
が
話

す
に
は
、
今
綏
靖
天
皇
の
御
陵
と
い
う
の
は
何
と
い
っ
て
も
綏
靖
天
皇
の
御
陵
で
、
神
武
天
皇
の
御
陵
は
自

分
（
竹
口
英
斎
）
が
確
か
に
探
し
出
し
た
。『
日
本
書
紀
』
に
書
か
れ
た
こ
と
に
も
よ
く
合
う
。
そ
れ
は
、
畝

傍
山
の
東
北
の
方
の
麓
に
あ
っ
て
「
天
皇
の
宮
」
と
言
う
小
祠
の
あ
る
山
で
あ
る
。
そ
こ
に
字
を
「
か
し
」

と
い
う
處
が
あ
る
。『
古
事
記
』
に
記
さ
れ
た
「
か
し
の
尾
上
」
と
い
う
名
が
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
本
村

に
あ
る
神
八
井
命
の
御
墓
山
か
ら
は
東
、
小
泉
堂
村
か
ら
は
南
、
大
久
保
村
か
ら
は
西
で
、
保
良
村
と
い
う

人
里
の
辺
り
で
あ
る
。

・
自
分
（
大
澤
清
臣
）
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
本
居
宣
長
が
神
武
天
皇
陵
の
所
在
に
つ
い
て
何
か
と
論
じ
た

説
は
、『
古
事
記
伝
』
に
も
『
菅
笠
日
記
』
に
も
み
え
る
が
、『
古
事
記
伝
』
の
説
は
あ
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」

と
「
塚
根
山
（
塚
山
）」
を
混
同
し
て
い
る
説
な
の
で
も
ち
ろ
ん
取
る
に
足
ら
な
い
。
こ
の
『
玉
勝
間
』
に

は
、
そ
れ
以
前
の
（
本
居
宣
長
の
）
考
え
が
間
違
っ
て
い
た
と
自
ら
断
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
『
古
事

記
伝
』
の
説
は
さ
て
措
い
て
こ
の
『
玉
勝
間
』
の
説
に
限
っ
て
記
し
た
。
詳
し
く
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
り

訝
っ
た
り
し
な
い
で
ほ
し
い
。
さ
て
竹
口
英
斎
が
「
天
皇
の
宮
」
と
い
う
祠
の
あ
る
山
だ
と
い
っ
た
の
は
、

そ
の
地
の
字
や
形
状
を
も
述
べ
て
い
な
い
の
で
ど
こ
を
指
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
保
良
村
と
い
う
人

里
の
辺
り
で
あ
る
と
み
え
る
の
で
、（
こ
れ
を
）
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
謂
う
所
の
「
天
皇
宮
」
は
洞
村
の
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「
生
玉
社
」
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
社
は
昔
も
今
も
「
生
玉
社
」
と
の
み
い
う
の
で
あ
っ
て
「
天
皇

宮
」
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
。
あ
の
棟
札
に
「
奉
生
玉
明
神
造
宮
息
災
延
命
福
貴
所
祈
也
寛
文
八
歳
九
月
吉

日
」
と
記
し
た
の
は
と
て
も
良
い
證
で
あ
る
。
な
お
、「
か
し
」
と
い
う
字
も
広
く
土
地
の
人
に
尋
ね
て
調
べ

た
が
、
そ
の
山
の
東
北
の
方
面
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
よ
そ
畝
傍
山
の
内
で
そ
の
よ
う
な
字
の
地
は
聞
き

も
伝
え
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
竹
口
英
斎
が
い
う
こ
と
も
と
ん
で
も
な
い
戯
言
と
考
え
ら
れ
る
。

・（『
玉
勝
間
』
の
続
き
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。）
そ
の
（
神
武
天
皇
陵
の
）
付
近
の
田
地
の
字
に
「
神
武
田
」

ま
た
「
み
さ
ん
さ
い
」
等
と
い
う
所
も
あ
る
と
（
竹
口
英
斎
が
）
い
っ
て
、
総
て
こ
の
畝
傍
山
に
接
す
る
御

陵
を
と
て
も
詳
し
く
考
え
て
書
い
た
図
も
（
自
分
〔
本
居
宣
長
〕
に
）
見
せ
た
。
同
じ
国
の
中
で
特
に
近
い

所
で
あ
る
か
ら
し
ば
し
ば
行
っ
て
見
て
考
え
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
、
と
語
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
み
る
と
、

自
分
（
本
居
宣
長
）
の
先
の
考
え
は
や
は
り
当
ら
な
い
。
実
に
こ
の
人
（
竹
口
永
斎
）
が
い
う
所
が
そ
れ
（
神

武
天
皇
陵
）
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。）「
神
武
田
」
や
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
な
ど
と
呼
ぶ
地
は
、
畝
傍

山
か
ら
三
町
半
許
り
東
北
の
方
に
離
れ
て
い
る
の
で
、「
洞
村
」
の
「
生
玉
社
」
の
辺
り
の
地
の
證
と
し
て
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
訳
も
な
い
の
に
。

・
竹
口
英
斎
尚
重
が
寛
政
九
年
に
著
し
た
『
陵
墓
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
山
本
村
領
の
「
保
良
」
と
い

う
所
に
段
に
築
い
た
岡
が
あ
る
。
こ
れ
は
畝
傍
山
の
北
の
尾
崎
で
そ
の
形
は
南
北
に
長
く
馬
の
ひ
げ
の
よ
う



七
一

「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

で
あ
る
。
字
を
「
カ
シ
フ
」
と
い
う
。
そ
の
傍
に
小
祠
が
あ
り
「
天
王
」
と
い
う
。
或
い
は
「
コ
レ
ウ
」
と

い
う
。
考
え
る
と
、「
カ
シ
フ
」
と
は
『
古
事
記
』
に
い
う
「
白
檮
尾
」
の
略
で
「
檮
尾
」
の
転
じ
た
も
の
で

あ
る
。
小
祠
を
「
天
王
」
と
言
う
の
は
「
天
皇
」、
ま
た
「
コ
レ
ウ
」
と
い
う
の
は
「
御
陵
」
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。

・
自
分
（
大
澤
清
臣
）
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。（
竹
口
永
斎
が
『
陵
墓
志
』
で
述
べ
る
の
は
）「
御
殿
跡
」
と

も
「
御
殿
山
」
と
も
い
い
、
ま
た
北
浦
定
政
が
嘉
永
元
年
に
著
し
た
『
打
墨
縄
』
に
は
「
丸
山
」
と
い
う
地

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
は
（
畝
傍
山
の
）
山
腹
の
少
し
平
ら
な
だ
け
で
窪
み
に
な
っ
て
い
る
所
も
高
く

な
っ
て
い
る
所
も
な
く
、
南
は
た
ち
ま
ち
高
く
聳そ
び

え
北
は
た
だ
下
り
に
低
く
な
っ
て
陵
が
崩
れ
た
跡
と
も
み

え
ず
、
ま
た
「
白カ

檮シ

尾ヲ
ノ

上ウ
ヘ

」
と
い
う
よ
う
な
地
勢
で
も
な
い
。
ま
た
畝
傍
山
の
東
北
を
示
す
方
角
で
も
な
い
。

ま
た
こ
の
よ
う
に
段
に
築
い
た
の
で
も
な
く
ま
た
馬
の
髭ひ
げ

の
形
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
そ
れ
な
ら

も
ち
ろ
ん
古
墳
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
所
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
天
王
祠
」
の
こ
と

は
『
玉
勝
間
』
の
説
を
議
論
し
た
箇
所
で
い
っ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
「
カ
シ
フ
」
と
い
う
字
も
「
コ
レ
ウ
」

と
い
う
名
も
広
く
尋
ね
た
が
全
く
知
っ
て
い
る
人
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
字
な
ど
土
地
の
人
も
聞
き
伝

え
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

・（
竹
口
英
斎
著
『
陵
墓
志
』
は
、〔
右
に
続
け
て
〕
次
の
よ
う
に
い
う
。）
ま
た
こ
の
岡
の
南
東
の
山
を
「
磐
根

山
」
と
い
い
、
砥
石
を
出
す
。
こ
れ
も
「
磐
余
山
」
の
転
じ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
段
に
築
い
て
い
る
。
ま
た
、
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田
地
の
「
ミ
サ
ン
ザ
イ
」
と
「
ジ
ブ
デ
イ
」（「
神
武
田
」）
と
い
う
の
も
何
れ
も
兆
域
の
内
だ
か
ら
で
あ
る

①
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。）「
磐
根
山
」
と
い
う
の
は
、
洞
村
の
北
東
の
端
か
ら
山
上
の

畝
傍
神
社
に
詣
で
る
道
の
東
側
に
山
骨
が
隆
起
し
て
（
岩
石
が
）
露
出
し
た
所
が
あ
る
。
土
地
の
人
は
「
吹フ
キ

上ア
ゲ

」
と
も
「
白
土
鼻
」
と
も
「
岩
鼻
」
と
も
よ
ぶ
、
そ
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
の
「
生
玉
社
」
か
ら
一
町

許
り
東
少
し
南
に
寄
っ
た
山
腹
が
さ
し
出
た
所
で
あ
る
。
さ
て
そ
こ
か
ら
砥
石
が
出
る
の
は
（
そ
こ
が
）
自

然
山
で
あ
る
こ
と
の
證
で
人
造
の
も
の
で
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

（「
磐
根
」
が
）
磐
余
が
転
じ
た
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
段
に
築
い
た
も
の
で
も
な
い
も
の
を
、
ど
う
し
て
こ

れ
を
も
御
陵
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
か
。
こ
の
御
陵
の
説
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
書
（
竹
口
英
斎
著
『
陵
墓
志
』）

の
内
の
「
未
考
得
部
」
②
に
属
す
る
こ
と
を
示
す
墨
点
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、（
竹
口
英
斎
の
こ
と
を
）
咎

め
る
べ
き
で
も
な
い
が
、「
神
武
田
」
の
地
を
も
「
生
玉
社
」
の
傍
の
岡
の
兆
域
の
内
と
い
う
の
は
ま
こ
と
に

い
う
に
も
足
ら
な
い
考
え
で
あ
り
③
、
こ
の
（
神
武
天
皇
）
陵
の
兆
域
が
『
延
喜
諸
陵
式
』
に
「
東
西
一
町

南
北
二
町
」
と
あ
る
の
を
、
そ
の
四
至
（
境
界
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
す
ら
理
解
し
な
い
議
論
で
あ
る
。

・
蒲
生
君
平
が
文
政
年
中
に
著
し
た
『
山
陵
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
神
武
陵
は
畝
傍
山
の
東
北
の
嵎
に

あ
り
「
白
檮
尾
上
」
と
い
う
。
考
え
て
み
る
と
、（
略
）
尾
上
は
山
の
嵎
の
尾
の
よ
う
な
も
の
の
上
で
、
今
畝

傍
山
の
東
北
の
嵎
で
呼
ん
で
「
御
陵
山
」
と
い
う
所
は
、
墳
然
と
し
て
隆
起
す
る
。
註
。『
大
和
志
』
は
こ
れ
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を
神
八
井
の
墳
と
す
る
。
神
八
井
が
畝
傍
山
の
北
に
葬
ら
れ
た
の
は
史
書
に
み
え
る
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
は

山
の
嵎
の
平
地
で
あ
っ
て
（
そ
れ
が
）
ど
こ
に
あ
る
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
今
（『
大
和
志
』
は
）、
み
だ

り
に
こ
れ
を
（
神
八
井
の
墓
だ
と
）
認
め
て
し
ま
う
。
も
し
神
八
井
の
墳
と
し
て
も
そ
の
位
は
す
で
に
人
臣

で
あ
り
、
な
ぜ
こ
れ
を
御
陵
と
謂
う
の
か
。
今
（
こ
れ
を
）
御
陵
と
い
う
の
は
土
地
の
人
の
伝
承
（「
土
人
口

碑
」）
を
そ
の
ま
ま
に
偽
ら
な
い
の
で
あ
る
。

・
自
分
（
大
澤
清
臣
）
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。「
御
陵
山
」
の
字
の
こ
と
は
北
浦
定
政
が
嘉
永
元
年
に
著
し
た

『
打
墨
縄
』
に
、「
今
そ
の
「
御
陵
山
」
を
尋
ね
て
も
（
そ
こ
を
）
知
る
人
は
い
な
い
」
と
あ
り
、
中
條
正
言

等
の
『
書
上
』
に
も
、「
こ
の
畝
火
山
の
内
の
「
御
陵
山
」
と
い
う
場
所
を
捜
し
た
が
、
知
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
山
本
村
の
役
人
や
洞
村
の
「
穢
多
共
」
に
糺
し
た
と
こ
ろ
、
畝
火
山
の
内
に
そ
の
よ
う
な
地

名
は
聞
き
伝
え
も
な
い
と
申
し
立
て
た
」、
と
あ
り
、（
ま
た
、）「
御
陵
山
」
と
い
う
の
は
、「（『
山
陵
志
』
の
）

本
文
に
「
土
人
口
碑
」
と
あ
る
が
聞
き
伝
え
も
な
い
の
で
、
も
し
か
す
る
と
『
大
和
志
』
に
寄
せ
て
附
会
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」、
と
あ
る
。
自
分
（
大
澤
清
臣
）
も
そ
の
地
に
行
っ
た
際
、
土
地
の
昔
の
で
き
ご
と
を

よ
く
知
っ
て
い
る
人
多
く
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
聞
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
字
は
聞
き
伝
え
な
い
と
皆
が
い
っ

た
。
し
か
し
本
書
（『
山
陵
志
』）
は
東
北
嵎
が
や
は
り
墳
然
と
隆
起
し
た
な
ど
と
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
考

え
る
と
、『
陵
墓
志
』
に
「
磐
根
山
」
と
い
い
土
地
の
人
が
「
吹
上
」
と
も
「
白
土
鼻
」
と
も
「
岩
鼻
」
と
も

呼
ぶ
所
の
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
は
本
当
に
東
北
の
嵎
と
い
う
べ
き
方
角
で
あ
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る
が
、
あ
の
墳
然
と
し
て
隆
起
し
た
も
の
は
白
色
の
山
骨
の
露
出
し
た
も
の
で
御
陵
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
所

で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
陵
墓
志
』
の
説
を
取
り
上
げ
た
所
で
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た

『
大
和
志
』
に
「
神
八
井
耳
命
の
墓
は
山
本
村
に
あ
っ
て
「
御
陵
山
」
と
称
し
小
祠
が
あ
り
「
若
井
耳
」
と
曰

う
、
綏
靖
天
皇
四
年
夏
四
月
に
神
八
井
耳
命
薨
じ
畝
傍
山
の
北
に
葬
す
」、
と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
享
保

十
九
年
（『
大
和
志
』
の
こ
と
）
に
述
べ
た
「
御
陵
山
」
の
字
も
「
若
井
耳
」
と
い
う
小
祠
の
称
も
、
今
は
そ

の
よ
う
に
聞
か
な
い
が
、
あ
の
「
白
土
鼻
」
か
ら
西
の
少
し
北
の
四
町
許
り
隔
た
っ
た
山
本
村
に
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
の
を
、
本
書
（『
山
陵
志
』）
に
い
う
東
北
嵎
の
地
を
『
大
和
志
』
に
い
う
所
の
こ
と
と
思

い
違
い
を
し
た
の
は
、
ま
こ
と
に
良
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

・『（
前
王
）
廟
陵
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
畝
傍
山
東
北
陵
は
百
年
以
来
犁
か
れ
て
「
糞
田
」
と
な
り
、

名
付
け
て
「
神
武
田
」
と
い
う
、
猶
数
畝
を
残
し
て
一
封
の
塚
と
な
る
。
今
そ
の
地
を
問
う
と
果
し
て
い
わ

ゆ
る
「
神
武
田
」
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
平
地
で
あ
っ
て
山
嵎
を
距
て
る
こ
と
東
北
に
三
町
許
り
で
あ

る
。
よ
っ
て
「
尾
上
」
の
名
に
合
わ
ず
、
か
つ
い
わ
ゆ
る
数
畝
を
残
し
て
一
封
の
塚
を
為
す
も
の
は
ま
た
「
神

武
田
」
に
は
な
い
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。）
神
武
田
一
名
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
地
に
盛
土
（「
封
土
」）

が
あ
る
こ
と
は
、
中
條
正
言
ら
の
『
書
上
』
に
、「「
ミ
サ
ン
サ
イ
の
内
小
丘
壱
ヶ
所
」
は
、
東
西
三
間
五
尺
・

南
北
四
間
一
尺
・
根
廻
り
十
間
四
尺
で
、
方
形
中
高
で
東
西
が
長
い
。
中
央
は
高
さ
三
尺
ば
か
り
で
榎
一
本
・
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「
荊
木
」
一
株
と
芝
草
が
茂
る
。
畝
火
山
か
ら
の
方
位
は
「
午
」（
南
）
の
「
九
歩
半
」
に
当
り
麓
ま
で
は
お

よ
そ
三
町
半
隔
た
る
。
同
所
「
芝
地
」
は
、
円
形
の
平
地
で
、
根
廻
り
八
間
五
尺
・
東
西
二
間
五
尺
五
寸
・

南
北
も
同
、
中
央
は
お
よ
そ
高
さ
二
尺
で
樹
木
は
無
く
草
原
の
地
で
あ
り
、
右
の
小
丘
か
ら
方
位
は
「
辰
」

（
東
南
よ
り
若
干
東
）
に
当
り
六
間
一
尺
離
れ
る
」、
と
記
さ
れ
、
本
書
（『（
前
王
）
廟
陵
記
』）
に
い
う
通
り

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

・（『
山
陵
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。）「
神
武
田
」
の
一
名
は
「
美み

賛さ
ん

佐さ

伊い

」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
美み

佐さ

佐さ

岐き

」
の
訛
っ
た
も
の
で
つ
ま
り
山
陵
を
い
う
。
山
陵
と
廟
と
は
俗
に
混
同
さ
れ
る
。
今
「
神
武
田
」
を
「
美み

佐さ

佐さ

岐き

」
と
い
う
。
恐
ら
く
そ
こ
に
か
つ
て
廟
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。）「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
が
「
美
佐
邪
岐
」
の
訛
り
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
山
陵
（
の
こ
と
）
を
発
音
が
崩
れ
て
「
ミ
サ
ン
ザ
イ
」「
ニ
サ
ン
ザ
イ
」「
サ

ン
サ
イ
」「
サ
ン
サ
イ
サ
ン
」
と
い
い
あ
る
い
は
山
陵
の
あ
る
山
や
野
を
「
御
廟
山
」「
御
廟
野
」、「
御
冢
」

を
「
御
廟
冢
」
な
ど
と
よ
ぶ
の
は
普
通
の
こ
と
で
よ
く
聞
か
れ
る
が
、「
御
宮
」
の
こ
と
を
あ
り
ふ
れ
た
よ
う

に
「
ミ
サ
ヾ
キ
」
あ
る
い
は
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
な
ど
と
よ
ぶ
こ
と
は
決
し
て
例
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば
土
地
の
習
慣
で
も
そ
の
よ
う
に
混
同
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

・（『
山
陵
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。）
伝
え
で
は
か
つ
て
神
武
の
祠
廟
は
「
神
武
田
」
の
地
に
あ
っ
た
が
、

か
つ
て
（
そ
こ
が
）
水
害
に
あ
っ
て
祠
廟
が
流
さ
れ
て
、
後
に
大
窪
村
（
大
久
保
村
）
に
遷
さ
れ
、
大
窪
寺
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の
趾
は
国
源
寺
に
あ
る
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
い
う
。）
こ
れ
も
中
條
正
言
等
の
『
書
上
』
に
、「
か
つ
て
水
害
が
あ
っ
て
（「
神
武

田
」
に
あ
っ
た
）
祠
廟
を
大
窪
村
に
遷
し
た
と
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
た
が
、
山
本
村
や
大
窪
村
（
大
久
保

村
）
が
地
頭
所
に
書
類
（「
書
留
」）
ま
た
は
申
し
伝
え
一
切
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
畝
火
山
神
宮

文
庫
所
蔵
の
古
絵
図
に
神
武
天
皇
の
祠
宮
は
現
在
の
場
所
に
方
位
が
相
当
す
る
（
大
澤
清
臣
が
い
う
に
は
、

こ
れ
は
大
久
保
村
の
西
北
の
方
に
斎
き
ま
つ
る
祠
の
こ
と
で
、
図
面
に
御
宮
を
か
い
て
「
し
ん
む
」
と
記
し

て
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
）
の
で
、
右
の
説
は
信
用
し
難
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
自
分
（
大

澤
清
臣
）
も
そ
の
地
に
行
く
ご
と
に
例
の
里
老
の
多
く
に
し
ば
し
ば
問
う
て
み
た
が
、
昔
か
ら
そ
の
よ
う
な

聞
き
伝
え
は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
「
神
武
田
」
の
地
は
他
の
田
圃
か
ら
二
～
三
尺

許
り
も
高
い
の
で
、
水
害
の
恐
れ
は
な
い
。
ま
た
御
陵
の
辺
り
に
「
桜
川
」
と
も
「
来
目
川
」
と
も
よ
ぶ
小

川
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
増
水
す
る
よ
う
な
川
で
は
な
い
の
で
水
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
や
は
り
そ

の
よ
う
な
伝
説
が
な
い
こ
と
も
と
て
も
明
白
で
は
な
い
か
。

・（『
山
陵
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。）
ま
た
伝
え
る
に
は
、
国
源
寺
も
か
つ
て
「
神
武
田
」
の
辺
り
か
ら
こ

こ
（
大
窪
村
）
に
遷
っ
た
。『
多
武
峯
畧
記
』
に
、
泰
善
法
師
が
天
延
二
年
三
月
十
一
日
に
畝
傍
の
東
北
で
一

人
の
不
思
議
な
老
人
に
遇
っ
た
。
泰
善
に
「
朕
の
た
め
に
大
乗
法
を
講
じ
国
家
の
栄
福
を
祷
れ
。
朕
は
人
皇

の
始
祖
だ
」
と
い
う
と
姿
を
消
し
た
。
泰
善
は
こ
の
瑞
に
よ
り
毎
年
三
月
十
一
日
に
来
て
法
華
を
唱
え
た
。
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そ
れ
で
貞
元
二
年
に
大
和
守
藤
原
国
光
は
そ
の
為
に
堂
宇
を
創
り
国
源
寺
と
名
付
け
た
。
そ
の
説
が
偽
り
な

の
は
仏
僧
の
よ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
堂
宇
は
こ
れ
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
の
で
あ
り
神
武
天
皇
の
祠
廟
も

同
寺
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
神
武
田
」
の
傍
ら
を
「
塔
垣
内
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
の
頃
に
塔
や
廟
を
建
て
た
こ
と
に
よ
り
「
ミ
サ
サ
キ
」
と
称
し
た
の
か
。

・（
大
澤
清
臣
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。）
国
源
寺
は
、「
神
武
田
」
の
東
の
「
塔
の
垣
内
」
と
よ
ぶ
辺
り
か
ら
大

久
保
村
辺
り
ま
で
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
の
「
畝
火
山
古
図
」
に
神
武
天
皇

の
御
宮
の
東
南
の
方
に
堂
を
画
い
て
観
音
堂
と
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
あ
の
「
神
武
田
」
の
東
南
の
大
久
保

村
に
三
間
四
面
の
堂
が
残
っ
て
、
今
で
も
国
源
寺
の
観
音
と
よ
ぶ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
の
字
な
ど
を
考
え

る
と
あ
の
「
塔
の
垣
内
」
の
北
を
「
北
塔
の
垣
内
」、
南
を
「
南
塔
の
垣
内
」
と
よ
び
、
そ
の
「
南
塔
の
垣

内
」
の
東
の
地
を
「
西
金
堂
」、
そ
の
東
を
「
東
金
堂
」、
そ
の
東
を
「
門
田
」
と
よ
び
、
ま
た
そ
の
南
を
「
松

原
」
と
よ
び
、
そ
の
南
に
あ
の
観
音
堂
が
あ
る
等
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
間
違
い
な
い
。
そ
う
で

あ
れ
ば
（
谷
森
善
臣
著
）『
藺
草
乃
雫
』
に
あ
の
「
御
陵
山
」
を
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
で
、『
山
陵
志
』
に

あ
る
説
を
皆
間
違
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
山
川
正
宣
の
『
山
陵
考
畧
』
に
、『
山
陵
志
』
に
は
今
大

久
保
村
に
あ
る
国
源
寺
も
帝
祠
（
神
武
天
皇
の
祠
）
も
は
じ
め
は
こ
こ
（
大
澤
清
臣
の
註
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」

の
こ
と
）
に
あ
っ
た
と
い
う
が
明
ら
か
な
證
で
は
な
い
と
い
っ
た
な
ど
、
ま
こ
と
に
し
か
る
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
こ
の
『
山
陵
志
』
に
い
う
こ
と
と
そ
の
説
の
要
点
と
す
る
「
御
陵
山
」
の
字
も
、
土
地
の
人



七
八

に
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
昔
か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
少
し
も
聞
か
れ
な
い
。
ま
た
、
墳
然
と

し
て
隆
起
し
た
と
示
す
地
も
東
北
嵎
に
は
当
る
も
の
の
、
前
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
山
（
畝
傍
山
）
の

山
骨
が
露
出
し
て
砥
石
が
出
る
こ
と
か
ら
も
、
自
然
の
山
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
ま
た
昔
水
害
で
漂
っ

た
後
に
大
久
保
村
に
遷
し
た
と
い
う
御
宮
の
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
伝
説
が
な
け
れ
ば
あ
の
『
藺
草
乃
雫
』

に
い
う
よ
う
に
、
み
な
甚
だ
し
い
強
引
な
説
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
ひ
た
す
ら
に
論
ず
る
の
も
理
由

が
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
世
に
名
の
聞
え
た
人
の
考
説
な
の
で
、
す
べ
て
の
人
が
こ
の
書
（『
山
陵
志
』）（
の

説
）
を
採
用
し
て
あ
れ
こ
れ
い
う
の
で
、
仰
々
し
く
思
う
ま
ま
に
煩
わ
し
い
ほ
ど
の
余
計
な
言
葉
を
も
記
し

た
。
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
よ
く
考
え
正
し
て
削
除
し
た
り
改
め
た
り
し
て
ほ
し
い
。

・
津
川
長
道
が
文
政
十
二
年
五
月
に
著
し
た
『
卯
花
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
神
武
天
皇
の
御
陵
を
拝

も
う
と
、
先
ず
四
條
村
の
「
塚
根
山
」
に
詣
で
た
。（
略
）
畝
火
山
東
北
の
下
の
洞
村
で
あ
る
。
こ
の
里
は
山

本
村
の
枝
村
で
「
穢
多
」
が
住
む
。
こ
の
村
の
神
祠
に
詣
で
る
が
祭
神
は
不
明
で
あ
る
。
里
人
に
問
う
と
「
生

玉
」
と
答
え
た
。
こ
れ
か
ら
山
に
登
っ
て
道
も
な
い
険
し
い
坂
を
越
え
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

こ
の
山
（
畝
火
山
）
の
東
北
の
尾
上
に
松
が
高
く
茂
っ
て
特
に
高
い
所
が
あ
る
。
里
人
は
「
白
土
の
鼻
」
ま

た
は
「
岩
鼻
」
と
い
う
。
見
渡
す
と
何
と
な
く
御
陵
の
様
子
と
思
わ
れ
る
。
お
よ
そ
こ
こ
に
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
と
推
測
し
た
が
な
お
「
旧
證
」
が
な
い
の
で
、
こ
の
山
を
南
に
下
り
て
畝
火
村
に
行
っ
た
。（
略
）
あ
の

村
長
の
翁
で
字
を
甚
兵
衛
と
い
う
者
が
帰
っ
て
く
る
の
に
会
っ
た
。
そ
こ
で
翁
に
神
武
天
皇
の
御
陵
の
こ
と
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を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
翁
は
、
こ
の
御
陵
に
つ
い
て
は
「
塚
根
山
」
と
古
く
（
か
ら
）
申
し
伝
え
、
公
に
も
お

定
め
に
な
っ
た
の
で
そ
の
他
に
は
知
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
辺
り
の
年
老
い
た
翁
な
ど
も
何
や
ら
今

の
所
（「
塚
根
山
」）
は
違
う
よ
う
に
い
う
者
も
な
く
は
な
い
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
こ
の
山
（
畝
傍
山
）
の
字

に
も
し
か
し
た
ら
「
か
し
の
尾
」「
白
か
し
」
等
と
い
う
所
は
な
い
か
と
問
う
と
（
略
）
こ
の
山
の
北
の
は
し

東
の
す
み
に
「
白
か
し
」
と
い
う
所
は
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
道
案
内
を
し
て
ほ
し
い
と
（
略
）
翁
に
従
っ

て
行
く
と
、
こ
の
山
の
東
方
の
大
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
北
に
行
っ
て
北
の
す
み
の
洞
村
の
上
に
竹
む
ら
の
あ
る

所
を
教
え
て
、「
こ
こ
こ
そ
「
白
か
し
」
と
い
う
所
で
あ
る
。
畝
火
村
と
山
本
村
の
領
の
堺
で
あ
る
」
と
い

う
。
こ
れ
は
先
に
見
た
「
白
土
の
鼻
」
ま
た
は
「
岩
鼻
」
と
い
う
所
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
辺
り
の
村
里
に
郷

踊
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
畝
火
の
神
に
願
い
事
を
し
て
そ
の
願
が
満
ち
た
ら
村
む
ら
か
ら
出
て
大
踊
を
す

る
こ
と
が
あ
る
。
毎
年
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
二
十
年
・
三
十
年
（
の
内
）
に
は
必
ず
あ
る
。
そ
の
時
に
は

こ
こ
で
踊
り
を
す
る
こ
と
が
古
い
例
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
の
様
子
は
山
に
沿
っ
て
少
し
平
地
に
な
っ

て
い
て
、
何
や
ら
古
の
宣
命
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
訳
で
、
ま
す
ま
す
こ
こ
が
（
神
武
天

皇
の
）
陵
に
違
い
な
い
と
決
め
た
。

・
大
澤
清
臣
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。「
吹
上
」
ま
た
は
「
白
土
鼻
」「
岩
鼻
」
と
い
う
所
は
、（
竹
口
英
斎
著
）

『
陵
墓
志
』
に
「
磐
根
山
」
と
記
し
『
山
陵
志
』
に
「
御
陵
山
」
と
い
う
所
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
そ
の
条
で

詳
し
く
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、「
白
か
し
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
中
條
正
言
等
の
『
書
上
』
に
、「
畝
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火
村
の
甚
兵
衛
が
「
白
土
鼻
」
を
「
白
か
し
」
と
い
っ
た
の
は
、
津
川
長
道
が
尋
ね
た
の
に
答
え
て
「
白
か

し
」
と
附
会
の
説
を
答
え
た
も
の
か
。
ま
た
は
、
上
古
の
畝
火
山
の
東
北
は
総
じ
て
広
く
白
檮
原
の
都
の
附

属
地
で
「
白
檮
原
」「
白
檮
尾
上
」
と
い
っ
た
の
を
、
言
葉
を
略
し
た
り
誤
っ
て
伝
え
た
り
し
て
「
白
か
し
」

と
称
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。（
略
）
ど
ち
ら
と
も
分
か
ら
な
い
の
で
「
明
證
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
存
ず
る
」
と
い
う
通
り
で
あ
る
。
自
分
（
大
澤
清
臣
）
も
、「
白
か
し
」
の
字
に
は
騙
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
里
老
に
問
い
本
当
に
そ
の
よ
う
に
よ
ぶ
所
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
類
の
字
は
諸
国
の
人
が
そ
の
地
の
周
辺
に
行
っ
て
は
何
か
と
尋
ね
る

人
が
多
く
、（
そ
の
こ
と
を
）
聞
い
て
忘
れ
な
い
で
い
て
、
そ
し
て
（
そ
の
字
を
）
か
つ
て
か
ら
あ
っ
た
字
の

よ
う
に
自
慢
げ
に
語
る
小
賢
し
い
人
も
時
に
は
い
る
。
実
に
用
心
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。

・
北
浦
定
政
が
嘉
永
元
年
に
著
し
た
『
打
墨
縄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
畝
火
山
の
東
北
を
洞
村
と
い
う
。

そ
の
村
の
上
に
（
神
武
天
皇
陵
は
）
あ
る
。「
字
丸
山
」
と
よ
ぶ
。

・
自
分
（
大
澤
清
臣
）
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
こ
の
「
丸
山
」
の
こ
と
は
（
本
居
宣
長
著
）『
玉
勝
間
』
の
説

に
、「
畝
火
山
の
東
北
の
方
の
麓
に
あ
っ
て
「
天
皇
の
宮
」
と
い
う
祠
の
あ
る
山
で
あ
る
」「
山
本
村
に
あ
る

神
八
井
命
の
「
御
墓
山
」
か
ら
は
東
、
小
泉
堂
村
か
ら
は
南
、
大
久
保
村
か
ら
は
西
で
、「
保
良
」
と
い
う
人

里
の
辺
り
で
あ
る
」
と
い
い
、（
竹
口
英
斎
著
）『
陵
墓
志
』
に
は
「
山
本
村
領
「
保
良
」
と
い
う
所
に
段
に

築
い
た
岡
が
あ
る
」
な
ど
と
い
う
所
に
当
る
。
そ
れ
は
里
俗
に
「
御
殿
跡
」
と
も
「
御
殿
山
」
と
も
今
は
「
丸
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山
」
と
も
よ
ぶ
所
で
、
そ
の
地
が
御
陵
で
は
な
い
こ
と
は
そ
の
書
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
条
に
す
で
に
い
っ

た
通
り
で
あ
る
。
但
し
「
丸
山
」
と
い
う
字
は
『
玉
勝
間
』
に
も
『
陵
墓
志
』
に
も
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
な
い
。
あ
る
い
は
、
現
在
土
地
の
人
が
皆
そ
の
よ
う
に
よ
ぶ
の
で
も
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
あ
る
い
は
北

浦
定
政
が
作
っ
た
地
名
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・（『
打
墨
縄
』
の
続
き
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。）『
山
陵
志
』
に
は
、「
神
武
（
天
皇
）
陵
は
畝
火
山
の
東
北
の

嵎
を
よ
ん
で
「
御
陵
山
」
と
い
う
所
」「
そ
の
下
を
洞
村
と
い
う
」
と
あ
る
が
、
今
そ
の
「
御
陵
山
」
を
尋
ね

る
と
知
る
人
は
い
な
い
。
あ
る
い
は
こ
の
「
丸
山
」
を
古
く
は
「
御
陵
山
」
と
よ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
と

あ
る
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。）「
御
陵
山
」
と
い
う
字
が
畝
傍
山
の
内
に
全
く
聞
え
な
い
字

で
あ
る
こ
と
は
、『
山
陵
志
』
の
説
を
議
論
し
た
条
で
す
で
に
い
っ
た
通
り
で
あ
る
。
但
し
、『
山
陵
志
』
が

い
う
「
御
陵
山
」
は
土
地
の
人
が
「
吹
上
」
と
も
「
白
土
鼻
」
と
も
よ
ぶ
所
の
こ
と
で
あ
っ
て
、「
丸
山
」
の

こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、「
畝
傍
山
東
北
嵎
」、
ま
た
、「
墳
然
隆
起
」
な
ど
と
い
う
こ
と
で
理
解
で
き
よ

う
。
と
は
い
う
が
、「
御
陵
山
」
と
い
う
場
所
が
定
か
で
は
な
い
の
で
と
て
も
紛
ら
わ
し
く
思
わ
れ
、「
丸
山
」

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
（
は
）
推
量
（
す
る
こ
と
も
）
で
き
な
い
。
し
か
し
ど
ち
ら
で
も
当

ら
な
い
こ
と
は
す
で
に
い
っ
た
通
り
で
あ
る
。

・（『
打
墨
縄
』
の
続
き
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。）
こ
の
「
丸
山
」
の
側
に
神
功
皇
后
の
小
社
が
あ
る
。
こ
れ
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は
、「
神
武
社
」
を
後
世
「
神
功
社
」
と
誤
っ
て
伝
え
た
の
か
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
次
の
よ
う
に
い
う
。）「
丸
山
」
の
東
の
傍
の
小
社
は
昔
も
今
も
「
生
玉
社
」
と
よ
ん

で
い
て
「
神
功
社
」
と
よ
ぶ
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
神
功
皇
后
を
斎
き
祀
る
の
で
も
な
い
。
だ
か
ら
、
後
世

そ
の
よ
う
に
伝
え
誤
っ
た
の
で
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
社
の
こ
と
も
『
玉
勝
間
』
の
説
を
議

論
し
た
条
で
既
に
詳
し
く
述
べ
た
。

・（『
打
墨
縄
』
の
続
き
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。）
こ
の
小
社
の
祭
礼
は
九
月
十
二
日
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
武

天
皇
を
こ
の
畝
火
山
の
東
北
陵
に
葬
り
奉
っ
た
月
日
に
当
る
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。）
中
條
正
言
等
の
『
書
上
』
に
は
、「
毎
年
九
月
十
三
日
は
畝

傍
神
宮
の
祭
礼
で
、
郷
中
の
村
人
共
が
野
業
を
休
み
「
穢
多
共
」
も
同
様
に
「
生
玉
社
」
へ
造
酒
・
燈
明
等

を
献
備
し
て
祭
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
そ
れ
な
ら
（
祭
礼
が
な
さ
れ
る
日
が
）
九
月
十
二
日
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
、
そ
の
上
（
畝
傍
山
）
東
北
陵
に
（
神
武
天
皇
が
）
葬
ら
れ
た
（
神
武
天
皇
崩
御
の
翌
年
の
九

月
）「
乙
卯
朔
丙
寅
」（
十
二
日
）
に
当
ら
な
い
こ
と
も
大
変
明
ら
か
で
は
な
い
か
。

・（
自
分
〔
大
澤
清
臣
〕
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。）
こ
の
他
に
も
、
水
島
永
政
の
『
山
陵
考
』、
中
盛
彬
の
『
山

陵
考
』、
山
川
正
宣
の
『
玉
た
す
き
』『
山
陵
畧
考
』、
北
浦
定
政
の
『
山
陵
精
考
』
等
も
あ
る
が
、（
本
居
宣

長
著
）『
古
事
記
伝
』
や
（
蒲
生
君
平
著
）『
山
陵
志
』
等
に
よ
っ
て
自
説
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
根
本
の
説
を
検
討
し
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
枝
葉
を
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
の
も
無
用
で
あ
り
そ
の
総
て
は
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取
り
上
げ
な
い
。
さ
て
人
び
と
の
見
解
の
要
点
の
大
略
に
つ
い
て
議
論
し
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
自
分

（
大
澤
清
臣
）
が
思
う
と
こ
ろ
を
書
い
て
諸
君
の
意
見
を
聞
こ
う
と
思
う
。

・
そ
の
考
え
と
は
、（
畝
傍
山
）
東
北
陵
は
土
地
の
人
は
「
慈
明
寺
山
」
ま
た
「
御オ

峯ミ
ネ

山ヤ
マ

」
等
と
よ
ぶ
山
の
東

北
の
方
三
町
許
り
に
当
り
広
さ
方
一
町
許
り
の
地
で
字
を
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
と
よ
び
、
そ
の
北
に
並
ぶ
地
の

ま
た
広
さ
方
一
町
許
り
を
「
ツ
ホ
ネ
カ
サ
」
と
よ
ぶ
。
そ
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」「
ツ
ホ
ネ
カ
サ
」
の
地
を
合
せ

て
東
西
一
町
南
北
二
町
許
り
あ
る
の
を
「
神
武
田
」
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
あ
の
『（
前
王
）
廟
陵
記
』
に
、

「（
畝
傍
山
）
東
北
陵
百
年
ば
か
り
以
来
壊
れ
て
「
糞
田
」
と
な
り
神
武
田
と
字
す
」
と
い
い
、
ま
た
川
路
左

衛
門
聖
謨
が
奈
良
奉
行
で
あ
っ
た
頃
、
嘉
永
二
年
に
著
し
た
『
山
陵
考
』（『
神
武
御
陵
考
』
あ
る
い
は
『
神

武
御
陵
考
草
案
』）
で
も
こ
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
地
を
（
神
武
天
皇
の
）
御
陵
と
定
め
て
「
今
も
な
ほ
そ
れ

と
さ
た
か
に
し
ら
か
し
の
か
し
こ
き
跡
は
世
に
の
こ
り
け
り
」
と
言
い
置
い
た
所
で
、
そ
の
田
圃
の
字
に
「
ミ

サ
ン
サ
イ
」
と
も
「
神
武
田
」
と
も
確
か
に
言
い
伝
え
て
と
て
も
正
し
い
跡
と
思
わ
れ
る
の
を
前
条
に
抄
出

し
た
際
に
、（
新
た
な
〔
神
武
天
皇
陵
の
場
所
に
つ
い
て
の
〕）
説
が
出
て
き
た
も
と
は
、『
古
事
記
』
に
「
白

檮
尾
上
」
と
記
し
て
、
古
写
本
に
も
「
カ
シ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
」（
寛
永
二
十
一
年
の
刻
本
に
は
「
シ
ラ
カ
シ
ヲ
ノ
ウ

ヘ
」
と
訓
ん
だ
が
、「
し
ら
か
し
の
尾
上
」
と
は
よ
ば
な
か
っ
た
）、
鼇
頭
本
（
出
口
延
佳
が
校
正
し
た
貞
享

四
年
の
刻
本
）
に
も
「
カ
シ
ヲ
ノ
ウ
ヘ
」
と
読
ん
だ
の
を
、
本
居
宣
長
が
「
か
し
の
尾
上
」
と
読
ん
で
、
そ

し
て
そ
の
「
尾
上
」
の
地
理
に
つ
い
て
な
に
や
か
や
と
議
論
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
に
学
者
と
よ
ば
れ
る
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人
た
ち
が
皆
、「
高
い
尾
上
」
と
い
う
地
勢
で
な
く
て
は
と
ひ
た
す
ら
そ
の
訓よ

み
を
恃た
の

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
あ
る
。

・
あ
の
（
谷
森
善
臣
著
）『
藺
笠
の
雫
』
に
、「
な
お
こ
の
道
を
二
町
許
り
北
へ
行
け
ば
、
道
の
西
手
の
畑
の
中

に
半
町
許
り
の
耕
さ
ず
に
荒
れ
て
い
る
の
は
、
あ
の
「
丸
山
」
か
ら
み
え
た
所
で
、「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
と
よ
ぶ

畑
な
の
を
、
去
年
公
よ
り
田
を
作
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
中
略
）
今
こ
の
田
地
も
尾

上
と
い
う
よ
う
な
地
で
は
な
い
。
ま
た
（
神
武
天
皇
）
陵
の
形
も
な
く
な
り
果
て
た
が
、
今
で
も
「
神シ

武フ

田テ

」

と
よ
び
「
御
ミ
サ
ン
サ
イ

陵
」
と
言
い
伝
え
ま
さ
し
く
御
陵
の
跡
で
あ
る
こ
と
が
著
し
く
、
ま
た
『
日
本
書
紀
』
や
『
延

喜
式
』
な
ど
に
「
東
北
陵
」
と
あ
る
の
に
も
よ
く
合
う
の
で
、
こ
こ
こ
そ
が
本
当
の
神
武
天
皇
の
畝
傍
山
東

北
陵
で
あ
ろ
う
。
さ
て
ま
た
思
う
に
、『
古
事
記
』
の
「
白
檮
尾
上
」
も
「
白
檮
の
尾
上
」
と
読
む
の
で
山
の

尾
上
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
の
で
あ
る
が
、「
白
檮
尾
の
上
」
と
読
む
の
な
ら
こ
の
辺
り
の
地
名
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
土
地
が
高
く
な
い
こ
と
も
何
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。『
日
本
書
紀
』
や
『
延
喜
式
』
に
は
他
の

御
陵
の
よ
う
に
「
丘
上
」
と
も
「
尾
上
」
と
も
な
く
た
だ
「
東
北
陵
」
と
の
み
記
さ
れ
た
の
は
、
昔
か
ら
こ

の
御
陵
（
神
武
天
皇
陵
）
が
高
い
土
地
に
は
な
か
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
證
あ
か
しと

も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
の
は
全
く
動
か
な
い
説
で
、『
日
本
書
紀
』
に
安
寧
天
皇
の
御
陵
を
畝
傍
山
南
御
陰
井
上
陵
（『
延
喜
式
』

に
は
畝
傍
山
西
南
云
々
）
と
記
し
、
懿
徳
天
皇
の
御
陵
を
畝
傍
山
南
纎
沙
谿
上
陵
な
ど
と
記
さ
れ
た
例
に
よ

れ
ば
、
こ
の
御
陵
（
神
武
天
皇
陵
）
も
畝
傍
山
東
北
橿
尾
上
陵
と
記
さ
れ
る
べ
き
な
の
に
た
だ
畝
傍
山
東
北
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陵
と
の
み
記
さ
れ
た
の
は
、
山
の
尾
上
と
間
違
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
の
（「
畝
傍
山
東
北
陵
」
と
の
陵
号

の
）
撰
者
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
こ
と
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、『
古
事
記
』
の

古
写
本
や
鼇
頭
本
等
の
「
カ
シ
ノ
ウ
ヘ
」
と
の
訓
み
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
か
し
尾
」
は
一
区
の
地
名
で
は
な

い
の
か
。
そ
れ
は
総
て
の
こ
と
が
素
朴
な
世
の
中
で
あ
っ
た
の
で
、
と
て
も
盛
大
に
築
き
上
げ
た
御
陵
で
は

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
二
千
余
年
を
経
る
そ
の
間
に
は
四
辺
の
地
を
田
に
開
墾
す
る
と
い
っ
て
は
樹
木
を
伐

採
し
荊け
い

棘き
よ
く（

い
ば
ら
）
を
刈
り
払
い
、
田
畑
を
作
る
と
い
っ
て
は
小
川
を
通
し
小
溝
を
掘
り
切
る
な
ど
し
て

灌
漑
の
便
を
な
し
、
ま
た
畝
傍
山
の
山
腹
に
洞
村
な
ど
と
い
う
村
が
で
き
て
か
ら
は
山
脈
は
ま
す
ま
す
離
れ

土
地
は
日
ご
と
に
低
く
な
っ
て
い
き
、
前
条
で
み
た
よ
う
に
文
禄
年
間
に
は
す
で
に
田
畑
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
古
の
地
勢
が
そ
の
ま
ま
残
る
訳
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
地
勢
は
残
ら
ず
全
部
変
わ
り
果
て

た
の
で
は
な
く
、
そ
の
山
麓
か
ら
御
陵
ま
で
の
地
は
昔
う
ね
う
ね
と
屈
曲
し
て
い
た
様
子
の
（
ま
ま
の
）
田

畑
に
な
り
、
今
で
も
と
も
か
く
も
残
っ
て
い
て
、
ま
た
御
陵
の
盛
土
（「
封
土
」）
も
残
ら
ず
な
く
な
っ
た
の

で
は
な
く
、
あ
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
の
地
に
少
し
だ
け
残
り
、
あ
る
い
は
そ
の
「
ミ
サ
ン
サ
イ
」
と
も
「
神

武
田
」
と
も
よ
ん
で
き
た
地
は
、
ま
さ
し
く
畝
傍
山
の
東
北
に
当
り
、
そ
の
上
先
年
修
陵
が
あ
っ
た
頃
、
あ

た
り
か
ら
は
古
代
の
祭
器
の
類
な
ど
が
多
く
出
、
ま
た
溝
隍
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
樫
栗
の
大
木
が
朽
ち
ず

に
残
っ
た
の
か
埋
も
れ
た
も
の
な
ど
が
数
多
く
出
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
地
が
こ
の
（
神
武

天
皇
の
）
御
陵
で
な
く
て
何
天
皇
の
御
陵
と
い
う
の
か
、
よ
く
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
う
す
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れ
ば
、（
本
居
宣
長
の
）『
古
事
記
伝
』
も
（
竹
口
英
斎
の
）『
陵
墓
志
』
も
（
蒲
生
君
平
の
）『
山
陵
志
』
も

（
北
浦
定
政
の
）『
打
墨
縄
』
も
、
己
が
望
む
の
に
任
せ
て
説
を
述
べ
た
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
と
ん
で
も
な

い
道
理
に
外
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

明
治
十
一
年
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤
清
臣

（
富
岡
鉄
斎
筆
）

・
こ
の
巻
（『
諸
陵
辨
』）
は
、
大
澤
清
臣
が
大
和
・
和
泉
・
河
内
の
御
陵
を
巡
視
す
る
途
次
に
堺
に
来
た
時
に

借
り
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
の
四
月
の
初
（
旬
）
で
あ
っ
た
。
百
錬

・
ま
た
考
え
る
と
、
こ
の
巻
で
の
説
は
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
説
で
は
な
い
の
で
、
も
ち
ろ
ん
こ
こ
が
東
北
の

御
陵
（
神
武
天
皇
陵
）
の
地
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
信
じ
て
疑
わ
な
い
よ
う
に
あ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

・
明
治
二
十
二
年
五
月
に
大
和
国
高
市
郡
高
取
の
西
村
（
内
）成

卿（
郷
）が

橿
原
宮
址
考
と
保
存
の
事
を
建
言
し
た
。

・
御
採
用
に
な
る
地
域
は
買
い
上
げ
、
そ
の
地
は
畝
傍
山
の
南
東
の
字
高
曽
と
い
い
お
よ
そ
四
千
坪
で
あ
る
。

富
岡
百
錬
蔵

註①
竹
口
英
斎
著
『
陵
墓
志
』
の
こ
の
引
用
箇
所
は
、「
磐
根
山
」
に
つ
い
て
の
前
段
と
「
ミ
サ
ン
ザ
イ
」「
ジ

ブ
デ
イ
」（「
神
武
田
」）
に
つ
い
て
の
後
段
か
ら
成
る
が
、
そ
の
前
段
と
後
段
の
間
に
は
、
原
文
で
は
「
又
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「神武田」に造営された神武天皇陵をめぐる諸説

初
ニ
云
フ
」
と
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
以
降
は
後
段
の
「
ミ
サ
ン
ザ
イ
」「
ジ
ブ
デ
イ
」（「
神
武

田
」）
に
つ
い
て
の
事
柄
に
切
り
換
わ
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
大
澤
清
臣
が
『
諸
説
辨
』
の
本
文
で
こ
の
引

用
箇
所
前
段
と
後
段
を
続
け
て
解
し
て
、
竹
口
英
斎
著
『
陵
墓
志
』
が
、
恰
も
「
磐
根
山
」
と
「
ミ
サ
ン

ザ
イ
」「
ジ
ブ
デ
イ
」（「
神
武
田
」）
が
同
一
あ
る
い
は
近
接
す
る
地
で
あ
る
か
の
よ
う
に
い
う
と
し
て
批

判
す
る
の
は
、
当
を
得
た
も
の
と
は
い
え
な
い
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
竹
口
英
斎
著
『
陵
墓
志
帝

皇
陵
巻
一
』〔
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〕
に
よ
る
）。
念
の
た
め
、
当
該
箇
所
の
原
文
を
左
に

掲
げ
る
。

又
此
岡
ノ
南
東
ノ
山
ヲ
磐イ
ハ

根子

山
ト
云
砥
石
ヲ
出
ス
是
モ
磐イ
ハ

根レ

山
ノ
轉
ゼ
ル
是
モ
段
ニ
築
キ
タ
リ
又
初
ニ
云

フ
田
地
ノ
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
ジ
ブ
デ
イ
ト
云
モ
何
レ
モ
兆
域
ノ
内
ナ
レ
バ
也

②
竹
口
英
斎
は
『
陵
墓
志
』
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陵
墓
の
比
定
に
つ
い
て
、
ま
だ
考
え
る
余
地
が
あ
る
場
合
に

は
「
未
考
得
分
」
と
し
て
「
●
」
印
〔
本
文
で
は
「
墨
点
」。
以
下
同
じ
〕
を
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
場
合

に
は
「
的
當
之
分
」
と
し
て
「
〇
」
印
を
付
し
て
い
る
。
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
は
、「
未
考
得
分
」
と
し

て
「
●
」
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

③
註
①
で
み
た
通
り
、
こ
の
大
澤
清
臣
の
判
断
は
間
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。

【
付
記
】
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本
論
文
中
に
お
い
て
史
料
を
引
用
す
る
に
際
し
て
、
今
日
で
は
差
別
的
と
思
わ
れ
る
表
現
が
含
ま
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
記
述
は
当
時
の
時
代
・
社
会
意
識
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
性
格
上
そ

の
ま
ま
と
し
た
。
著
者
に
差
別
を
助
長
す
る
意
図
は
一
切
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
明
記
す
る
。

な
お
本
論
文
は
、
著
者
が
研
究
代
表
者
を
つ
と
め
る
令
和
四
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
「
天
皇
・
陵
に

関
す
る
歴
史
史
料
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
―
神
武
天
皇
陵
・
長
慶
天
皇
陵
を
め
ぐ
っ
て
―
」
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。




